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マヅカ苛一秀エコソーのエンヂンはこの様に利用されます。

更篭慧＜磯岩手Y型集材機南星式集材機(エンドレス）
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|長鉄工の最新型ﾉーﾘﾂ集材機
・能率倍増のために●
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I 正逆4段複胴エンドレスドラム付

直倦能力1200kg

捲込容量前後胴共

9粍570米
使用馬力10}P～131二P

正逆4段単胴エンドレスドラム付

直捲能力1200kg
捲込容量9粍570米

力101P
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使用して下さい
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創立周50年へ

踏み切る新年を祝う

瀧）11恭俵

希望に満ちた，昭和37年を迎え，心から会員諸賢のご健勝をお祝い申上げます。

国の内外は，いろいろのむずかしい問題が重なり，楽観を許さない情勢ですが，国民の真華な

努力は，必ず光明を承とめる事態に達せしめることと信じます。また，ゑんながそうさせねばな

らない負荷を，わけ合っているものと存じます。手をとりあって，頑張ってゆきまし装う。

旧年中は，格別のご懇情を賜わり，まことに有難うございました。なかんずく創立40周年記念

の式典および記念事業につきましては，全国各方面から多大のご協力をいただきまして，めでた

く式を挙げることができました。目下記念事業の残部の処理について，慎重に協議を進めつつあ

ります。

お蔭をもちまして，われわれは40周年を力強い踏承切り線とし，この新年をもって，50周年を

目指して出発し，長距離の躍進を試承ることができるようになりました。これからの10年を画期

として到達するであろう，創業半世紀の記念式は，時代を荷う若人たちによって，どんなにか盛

況を見ることでしょう。想像するだに心躍る感がいたします。

しかし，この途上には，多くのやっかいな障害がいたるところでゑなさんを待ちかまえている

でしょう。どうぞ苦難を苦離とせず，莞爾とうけこたえてゆくゆとりをもって下さし､。そこから

湧く，自然で自信に満ちた明るい解決こそ，世を納得毒せるものでありましょう。

昨夏，山崎齊氏は，林野庁長官の重任を終えて退官され，後任に吉村清英氏を迎えました。わ

たくしはこの円満なる新陳代謝を衷心慶祝するとともに，山崎前長官が三年にわた閏る難かじい時

代に，林野全般の行政を，いつも正しい方向に舵とって謹進されたご苦労，また，本協会の育成

に協力いただいたご厚情に対し，会員一同とともに，深く感謝を捧げるものであります。今後さ
らに，大きな場面で，衆望を荷って，林業界のためにご活躍になることを聞き，感侃にたえない

ものであります。切にご自愛とご健斗を祈って止象菫せん。

吉村新長官の，高い節操・豊富な力量・透徹した識見は，人のよく知るところ，将来に期待さ
れるものは実に大きいものであります。十分健康に留意せられ，荊界のために，また，わが国の

経済力伸長のために，快腕をふるわれるよう，切にお祈りする次第であります。

林野に関する問題は，年とともに広汎かつ複雑化して来つつあります。数多い政治行政面の重

要問題に先行して，本協本の本命とする技術上の問題は一つ一つ解明されてゆかなければならな

いと思います。また，かねてから話題になっている，科学界と技術界の一体的提携・国民の要望

を基幹とする地域立地別の森林経営の系統的検討・林業関係の科学者・技術者の交流代謝の具現

なども，重点を指向してよいものでしょうか。

創立50周年のうたげにおいて，このような大きな各専門分野の諸問題が，つぎつぎに解明され

る幸せを，語り合えるようになりたいものです。そして充実した，しかも多彩な森林国日本を祝

うことになれば，この上ない国のよろこびであろうと存じます。

重ねて諸賢のご多幸をお祈りいたします。
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出席者（順不同・敬称略）

計画課長補佐横瀬誠之
〃 長尾正男

治山課長補佐大矢寿
造林保護課長補佐松形祐堯

研究普及課長補佐

業務課長補佐

林産課長補佐
森林組合課長補佐

下
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岩

卯兵衛

敏男

晴吉
正喜

松原お忙しい時にどうもありがとうございます。さ

て，1962年におきまして，林政がどう進むべきかといっ

たようなことを，テーマにして，お話ししていただき，

なお，新年のゑなさま方の夢や，抱負といったようなも

のも併せてお聞かせいただきたいと思います。しかし現

実には，1961年の大きな話題であったことが，基本にな

ると思い童すが，それには木材価絡の問題，それから林

業基本問題の答申に対する具体的対簸といったようなも

のが，考えられるのであります。なお，それに関連し

て，森林法の改正の方向というのも，大きく浮かび上が

ってくると考えられますが，こういうような問題につき

ましてお話を進めていただきたいと思います。

木材価格安定対策c

寮う弓皮切りといたしまして，木材価格の安定策につい

て，木村さんからお話ししていただきたいと思い主爽

木村たしか2月20日だったと思いますが，経済企画

庁のほうから提案された閣議了解辨項で，木材対策とい

うものが打ち出されて,その線にそって,国有林の200万

m3の増伐,それから廃材チップの増産，外材輸入という

線が，年度の初逸に新しく出されたわけですもこれはだ

いたい，秋口の需要の伸びによる供給不足から，自然的

に価絡が，平素の上昇率よりも非常に上昇してきたとい

う点に対して打たれた施策なんですが，これについて，

国有林の増伐に対しては，造林技術の穣極的な改善対策

のうえに立った増伐というものが，ただちに具体的に検

討され室して，逐次，各局におろされるような段階に固

まりつつあるときに，今年は雪害による輸送量の域少

と，梅雨前線による災害が相まって，梅雨時における供

給不足が間接的に影響したために，例年4月以降はやや

下降気味になる価獅§，あまり下がらず,梅雨明け以降
の需要の増大が非常に懸念されてきたわけです。

内閣改造後ただちに，猿極的な価格安定対策が出され

たことはご承知のとおりですが，ここで一番問題になっ

たのは，需要の増大に対する供銅:の増大をはかること

はもちろんだが，その供給量というものをどの程度にお

くかということについて，一番悩んだわけです。33～35

年の需要の伸びの実績などをいろいろ勘案し，最初，

2.5～3.0％程度の需要の伸びが，倍増計画の基礎をな

しているのですが，過去3年間の需要の伸びば，だいた

い9～10％程度,前年比に対して需要が伸びてきているっ

すなわち数脚，には，300～400万nl3近くの増加をき

たしているわけですb各用途別の需要推計から勘案し，

ああいう結果になったわけですが，そこで問題になった

のは，供給増の基礎固めに非蒋に悩んだという点と，も

う一つは，木材価絡はどの程度が適正なのか，という本．

質諭を残した萱ま，一応現在の価格を早急に安定さすと

いう面で，従来の在庫量との比較から承て，相当減にな

っている回復も含過て，2,050万In3の供給を，今明年に

はかるという結果になったわけです。

その後の経過としましては，だいたいその施策が実り’

つつありまして，設備投資引き締め，あるいは金融引き

練ぬなどと相まって，現在はだいたい横ばいの傾向にな

っている。これを契磯に，税制処置の問題現在の長期

計画核討の問題，あるいは，木材･の流通上における改善

対策，さらに需要の弾力性を求めるための施策，ひいて

は最維需要者に早く木材製品を流すための施策，もう一

つ，供給量の増加を当面早急にはかるとすれば，やはり

外材の輸入というものが問題になるわけで，こ窪に伴う

港湾整備などいろいろ残されているわけですが，そうい・

った問題も，逐次討議していただいたらと思います。

松原縦瀕さん，そういうふうな瑚伐の問題が森林計

画のほうから見ると，どういうふうな影響があるか，お

開かせ願いたいのですが。

横瀬私は増産増伐の問題を，森林計画制度の将来とい

う立場から，ずっと眺込てきたわけですけれども，具体

的}こ起きましたのは，去年の2月からと，国有林増伐と

いう蕊であらわれてきたわけです。しかし，この問題は

すでに，2年前の中央森林審議会が林菜問題調査部会を

へ､
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座談会：林政を語る

つくって，林業基本問題の下調べをしておったときに

も，ばっきりとこういう事態が起こることは予想された

し，またそのための対策として，国有林を増伐すべきで・

はないかというご意見が，委員の間から強く出され，林

野庁に，枚討を要求されておったわけです。

たまたま昨年の2月14日でございましたか，中央森林

審議会が開かれた席で,突然長官から,200万Xn3増伐する

んだという話がございました。それまでは，国有林とい

うのはとても増伐の余裕はない，いまの国有林経営計画

というのは，将来期待される成長量の増加分をふりあて

にして，現在からもう増伐をしている。現に成長量と比

べると2倍近い過伐をやっているわけで，これ以上とっ

ても不可能なんだというのが，説明だったわけです。そ

れがこんど突然200万rn31このように情勢が変わって

きたのは，一昨年からのいろいろなディスカッションを
通じて，国有林だけが経営の保続，生産の保続を守って
いても世の中が許さなくなった。また事態も日本の国民

経済の発展に対して木材価格がブレーキといいますか，

障害であるということが，だんだんはっきりしてきた。
こういうことが，いま室でのわれわれの考え方を，梗本
的に直さざるをえなくなった大きな原因であったろうと

思います。

それで国有林のほうでは，たまたまこういうような動

きもございまして，これまでとってまいりました経営計
画の編成方針のなかで，さらに木材生産を埴大する目的
で検討したら，どの程度のことがやれるかということを

検討しておったわけです。その方向としては，溌在の造
林のベースにならております収謹予想表，あるいはその
造林の鐡蕊の拡大，また造林技術の革新などを芯論して
みると，さらに伐期をf識箇でき，あるいは収謹量も，現
在以上に期待できるようなことがあるのではなかろう
か，そうすると，偶然の一致だと思いますが，ほぼ200
万m3ぐらい増伐できる，こういう予想がついたわけで

す。その線でだんだん準備してまいりましたら，河野さ
んが大臣になられてから，さらにそのうえに増伐せよと
いうお話がござい寮した。この点は，いま計画している

以上に増伐することは，なかなかむずかしいが，後年度
に伐ると予定している部分を繰り上げて伐採しようと考
えているのと，もう一つは，官行造林の主伐が今年から
本緒的になったわけですが，この官行造雄の主伐を,繰
り上げて増加して伐採する。こういう二つの処置によっ

て，なんとか期待されたような，立木で800万m3の増伐
が，国有林においては可能である。こういう見通しを得
たわけです。

民有林のほうは，ご承知のように，｛遊照規制を幼齢休
に対してはやっており蛍すが，一定の齢級を越したよう
なものは自由になっているわけで，そういう点では，値

が上がれば伐られるであろうという程度の期待しかでき

なかったんですが，林道をつけることをスピードアップ

したり，県の係官あるいは森林組合の方左の協力を得，
どんどん伐ってもらうような空気を盛り上げていく。そ

ういう方向へ努力したら，なんとか生産意欲を期待でき
るんじゃないかと考えております。

したがって，ご質問の森林計画制度に対して，どうい

う影響があるのかという点になると，これというキメ手
はないんですが，国有林のほうは，ただいま申し上げた
ようなことで，挨術的な革新を前提にして増産をはかっ

て，800万rn3を上睡つるような伐採になりますと，保続
というものがこわされるんじゃないか，将来，喪定して

供給できるということについては，かなりの不安が出て
くると感じております。それからもう一つの跨育林のほ

うは，この点は森林計画制度の根本にふれる問題だと思

って注目しているんですが，従来の森郷計画は，伐期ま

では木を伐るな，伐期を越したものも，そう無理して伐
ることはないというような考え方が，麹蕊にあったと思

うんです。しかしこれからの増産をやっていきますた必

には，伐期に達したものば，どんどん伐ってもらわなけ
ればならない，場合によっては，勧告してでも伐らせな

ければならないというようなことに，需給のバランスか

らいうと，なるだろうと思います。この点はいまの識淋
計画の基本的な考え方からすれば，大きな方向娠換で，
この方向娠換は，いまわれわれが考えている森林計画制

度の改正のなかでは，恒久的な措置として，とり上げて
いきたいと思っておりますが，これが，こんどの増伐問
題が森林計画制度，あるいは，森林計画に与えた非常に
大きな影響であったので嫁ないかと思っております。

木村そこで私が困っている問題は，35年度の需要
朧，5,340万In3ぐらいなんですね。36年は5,800万nl3

をちょっとこえますが，その調子でいくと37年は，私ら

の推計では6,300万Xn3なんです。そうすると，所得倍
増計画の45年時点における上限が，たしか6,600万m，

ですが，10カ年計画の最維段階における需要推計の6，
600万nl3というものは，いまの進度でいくと，だいたい

38年か39年ぐらいには到達しちゃう。これほどの異常な

伸びが，将来もずっと続くとは考えられないんですが，
こういうことを契磯に，林業政策が前向きになって，ひ

とつ，このムードを，林業政策推進に大いに利用す-べき

じゃないかと考えますがね。

横瀬林業政策の推進強化に，役立つようにしたらい
いじゃないかというのは，私も同感なんですが，ただ，

いまのこの需要の傾向というものと，私が扱っている森

林計画制度，あるいは森林計画の基礎である需給の推定
をどう見諦熟という問題，それと当面の詞凶濡給のつな

ぎ方ですね，これを考える場合は，いっしょに考えちゃ
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、､かんのじゃないかと思うんですよ。短期の木材需要に

は短期の見方があるんだ，森林計画は5年，長ければ10

年ぐらいの見とおしのもとに，今後の森林計画制度のあ

り方の装本を決いていきたい，こういうものが森林計画

だろう，そう考えていきますと,いま需要が，毎年300～

al()0万mヨふえている。しかし，これはさきほどの国会で

も、最大の原因は経済の設術投資の過熱である。したが

って所得倍増計画の講想を直すか直さんかという問題が

出ておったわけですが，これに対して池田総理大臣は，

「長期のものとしては，倍増計画の見とおしだったら,一

年の経済成長率は,7.5％あるいは7.8％ぐらいでいいん

じゃないか」といっておられました。それと同じような

考え方で，森林計画の需給の見通しというものは，長期

の所得の伸び率をベースにしまして，それとの関連でば

じき出し，資源の推移，需給の見通しをたてるという態

度をとるべきじゃないか，当面の需給と森林計画制度を

結びつけるのは，問題じゃないかというふうに考えてお

ります。

木村その点は，たしかにありますね。そこに弾力性

麹もたせたいという面は，逐次出でくるんですがね。

横瀬いまおっしゃった弾力性の問題で，私ども，こ

んどの森林法改正では，伐採許可制度をはずそうと思っ

ているんです。その伐採許可制度をやめる最大の理由

は，当面の木材需要を充足する供給を増加するた麺にや

めるんだ，そういうように，私は理解していないわけで

す。許可制度をはずしたのは，当面の供給増大のために

やったんではない，これだけは強調しておきます。

松原今年の実際の増産激は，いまお話のありました

国有林800万nnS民有林400万nl8ですか.....。

横瀬今年と来年といっしょにして1,200万nl3です。

松原この増産量というものは，現在の状態に即応す

るところの増産量であって，さきほどお話があったよう

に，所得倍増計画による経済成長の伸びというものを加

雛したならば，これより童だふえるという可能性はない
でしkうか。

木村これは今明年にかけての経浩の伸びに対する当
面の緊急対策です。

松原その増窒量というものが，ここ数年の間．保持
できるかという問題ですね。

横瀬その前に私は，むしろ新年の木材需要が，過去

2～3年の間のように高く伸びるかどうか，そこ;こまず

鋪一に問題があるんじゃないかと思うんですよ。という

のは，だんだん不況の傾向を強過てきて，国民所得の伸

びは5.2％ぐらいがいいんだとか，5％がいいんだと

か，さかんにいつとるわけですね。木材の所得鋤生値

は，0.4～0.5ぐらいなんです。そうすると，木材の伸び

が36年度に比べて，おそらく2.5％がいいところだとい

う目安が出るんですが，それがはたして，いままでのよ

うな9％とか10％になるかどうか，景気の見とおしに関

連して，まずそれが問題だと思う。

木村国際収支の異常な悪化から，8月当時考えられ

なかった金融引き締めなどが出てきたので，たしかに場

面が変わってきています。しかし木材の需要というの

は，過去の昭和28年，あるいは32年の不混下においても

だいたい鈍感なんですね。だから相当の伸びが維持され

ていくんじゃないか，とはいうものの，いままでほどの

価格のピークが，そう続くことはないだろうという意見

が，業界のほうに強いわけです。

横瀬もう一つ，統計的に見ますと，毎年国有林ほ増

産になっているんです。ところが，民有林はほとんど樅

ぱいです｡あと需要のふえたのは，輸入がふえたから，

需要がまかなわれているという形で，パヲンスがとれて

いる。36年度ほ，国有林て錨産されているだろうと思い

ます。それから輸入もふえたと思い震ずが，37年になる

と,その菱は変わってくるんじゃないか，輸入力鍼って，

民有林がふえなきゃいかんということになるかもしれな

い｡

木材価格と林業労働

松原そういうことで，需給面から見た場合には，価

絡の安定というのは，ある程度期待しうる，だいたい現

在は横ばいの状態になりつつあるということはいえます

けれども，逆に，労務関係から見れば，このごろ農山村

における人口が，だんだ〃域りつつある。林業労務者が

少なくなるということと，一方に鉛いて，所得倍増にも

とづいて，労務賃金が高くなるということの影響です

ね。これは木湖価格の安定に対して，どの程度までお考

えになっているんでしょうか。

横瀬こればいまご指摘のように，木材生産価絡のな

かに占ぬる労賃部分というのは，現在のところ，非常に

高いんですね。とくに日本の木材生産を考えて承茨す

と，かなり機械化も進んできていますが，相変わらず労

働生産性が低い。したがって労賃が上がったらすぐそれ

が価絡に響いてくる｡これをなくするのが,これからの一

つの方向だろうと思うんです。そして高い賃金を払って

生産性を上げて，最維の価絡は上げないようにする，こ

ういう形は，どうしても必要だろうと思います。また全

体の方向としますと，来年度あたりは，需給がバランス

すると思うんですよ。36年度のような価絡の高騰という

のは，そう続くとほ考えられない。そうしますと，これ

から労賃はまた上がっていくと思いますから，労働生産

性向上，非常に問題だと思いますね。

木村そこで,来年度は需給のバランスがとれるのじ

やないかといわれるけれども，業界としてば，供給盆を

増大しなくちゃならんという面について，実際に材が出
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てくるのか，労務上の問題でゆきづまるのじやないかと

いうことを，真剣に心配してい霞すね。林野関係では，

木炭対策などもいろいろ手を打っていますが，根本的に

は，岩岡さんの部門の山村振興対策が，地についた抜本

的な施策をもたなくちゃならん時期にきていると思うん

"です。

松原岩岡さん，その問題についてひとつ．．…。

岩岡森林労働というのは，なかなかむずかしいと恩

,うんですけれども，たしかにいままで，まがりなりにも

組識的にやってきたのは，国有林だとか，一部大企業の

ところであって，一殻の形を見ると，結局，日雇林業労

務者でする。これば育林の逓径においても，林産の逓径

においても，ほとんど日雇的な労務体系ができているわ

けです。そういうところに，やはり働くほうとじては，
最近はやりの生活権の維持ということの魅力が，ほとん

どなくなっていて，その結果なりてがない。とくに中学

校を卒業したものは，ほとんど山村に残らない。ほとん

ど100％に近いものが出てしまって，最近は長男といえ

､ども出ていくというぐらいになっている。それで木材の

価値がいいから，木を植えていこうと思っても，植える

人が払底しているためにできなくて，結局そのはね返り

としては，賃金を高くしていくということになり，この

2～3年の間は，場所によっては，ほとんど倍ぐらいの

労鋤賃金になっているんじゃないかと思います。

この問題は，私たちとしては，もっと早く考えていか

なきゃならなかった問題だと思うんですが，遅まきなが

ら，なんとかこれを地元へ固定し，しかも髪定させてい

く方法を考える。それと同時に，労働貨金が上がってい

けば，それに耐えうる林業経営ということのメドが，な

かなかむずかしいと思うんです。はたして労伽賃金をそ

れだけ高くしていって，いまの能率で林業というものが

なり立つかどうかということになってくると，またいろ

"いるの問題があります。結局，労働賃金を上げながら，

しかも生産コストを下げて，一応のパランスをとってい

かなければならないということになると，いやでもおう

でも，艀羅的にやっていくということになる。簡単にい

うと，禰誠を入れてやるということにならざるをえんと

‘思うんですよ。機賊を入れてやっていくという形になる

となおさらこれば,､農業の片手間的な林業労務体制で

は，問題にならない。どうしても悪業的な労働の分化と

いいますか，山村住民のなかで林業の労働を担当する者

という形の専業化された組織をつくっていかざるをえん

じやないか，じゃ，そういうものを，どういう人たちに

求いていくか，ということになると，一つの形態は，い

わゆる大規模山林所有でそういう形態のものをつくって

いかれることころは，大規模企業林家になるということ
において，みずからの事業実行体制のなかで，自分だけ

ではやっていかれないということになれぽ，やはりその

人たちが集まってやっている森林組合のなかで、そうい

う問題が考えられていかないだろうかということです。

実は37年度の予算に，そういう形態のものを予算化すべ

く，出したわけです。

木村いま岩岡さんからいわれた，林業の専業世帯を

あくまで固定して，所得をふやす方向にいくというの妹

大事なことで，それに関連して私のほうの木炭対策，樅

想としては，奥地山村の･l!端収入をふやすために薪炭施

策を徹底的に改革していこう。従来は，木淡増産のたい

の指導費だとか，木炭原木を運ぶための機賊の導入とい

うようなものだったんですが，奥地林業涙興の担い手の

世帯所得をふやすたいに，はっきりここで転向施策を打

ち出説土地のない人にはほかの土地を貸して，そこに

は林産副業で木淡はあちろんのこと，シイタケ，ナメコ

など，すぐに金になるような特務{赫産栽培をさせ，奥地

の世精所得をふやそうという一つの線を，強く打ち出し

たんですがね。だいたい従来の製淡兼業所得ば，15万門

ぐらいなんですよ。挫家の平均所得は現在34～35万円だ

と思うんですが，やはり将来の目標から承れば，40～50

万円を，奥地製淡世帯にも求過なくちゃならんというこ

とで，こういう面についての検討を，相当していかなき

ゃいかんと思っています。

岩岡私は木淡の問題に，二つの考え方があると思

う。一つは，いま木村さんからお話の出た副業としての

製羨，もう一つは，いわゆる林業活動の一つの部門とし

ての製炭,こういうことになると思うんですけれども,林

業の一つのゆき方としては，難陀体系のなかで，造林保

育から伐採加工までするという系列の中で考えていけば

いい。ただ同時に，それじゃ山村のいまの労働力を，ど

ういうふうにもっていくかということになってくると，

やはり全部の人間を，林業関係の承にうんぬんというこ

とは，いろいろ問題があります6山村といえども，一部

農業というものもあるし，畜産という問題もあるでしょ

う。そうすると一方には，副業という形のものを考え

ていかなきゃならない。副業としての考え方になると，

これは製淡ということも，その副業の一つの手段である

し，それからさっきの出たシイタケ栽培というようなこ

とも，副業としての価値はかなりある。そういう問題は

そういう問題で，二つの系列に分けて考えていったほう

が，解決が早いという感じを，私は愛けているんです。

横瀬これからの林政は，そういう山村の労働問題，

あるいは林業の担い手，これに着目して考えていかん

と，一つも進まんと思うんですよ。

岩岡そういうことでしょうね。

横瀬‘その場合，まず山村にどの程度の農家住民を固

定させるか，その所得はどの規模を考えるかということ
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を，一応赫業政策をやる立場から考えて，その線に乗っ

て，称業政策が組承立てられてる必要があるんじゃない

かと思う。そうでないと，ワサビだ，炭だといっても，

どのような人間にどこで担当させるかということになる

んで，位澄づけが問題だと思うんです。とくに伐採の問

題もありましたが，私はそれ以上に，造林の問題がある

と思う。造林は，今年あたり関西地方では日給1,500円

だといっていますからね。そういう賃金を払って，今後

とも，年間40万町歩からの造林が，全国的に行なえるか

どうか，非常に疑問ですbそうだとすると，林業労働に

依存するのはどのくらいだという目安がなければ，林業

政策としては，具体性がないものだと思うんですね。

大矢その点で，木材価格対策のなかで抜けているの

は，労務対策ですよ。木材価格というのは，労務という

ものを抜いちゃ，考えられないんですけれども，ただこ

いつはなかなかむずかしいからということで，外におい

て考えている。木材価格のなかで，いちばん多く占いて

いるのは労賃なんですね。その労務対策をぜんぜん抜い

て考えられている木材対策があるわけですよ。

これはむずかしい問題で，林野だけでやれる問題では

ないだろうけれども，なにかそういうものが出てきて

も，よかったような気がするんです。

木材価格の水準

松原木材価格そのものが，昔と比べたらうんと高く

なっているけれども，それじゃ，どの線がいちばん妥当

な線かということになると，問題があると思いますね｡

やっぱり労賃の占ある率が高いんだから，いま大矢さん
がおっしゃったように，労務対策を考慰しながらある程

度童で山村所得を向上させる。向上させた場合に木材価

絡というのは，どの程度が正艤であるべきであるかとい

った線が出ると，安定対策もはっきりしてくるでしょう

ね。

大矢いまの場合，要請されるのは，木制価格を下げ

なさいということなんですね。

木村下げなさいじゃなく，そういうムードはあった

かしらんが，とにかく緊急的に供給量を増大して，急激

に上がっているやつを抑える。

横瀬木材労務対策というのは，これから林野庁でも

本腰を入れてやられるらしいけれども，木材価格はやは

り需要と供諾の関係があるわけですね。その点からいう

と森林養源の現状は，60何億石かある。そういう材穣が

あり，しかもその半分ば国有林がもっているというの

が，日本の森林資源の溝成状態である。当面，伐れるも

のはあるわけですよ。だとすれば需給の関係では，円滑

に供給していけば，需要とバランスされたところに，当

然，木材価格は決まってくるんだと思うんで現いまな

ぜそういうことを申し上げるかというと，木材価絡の考

え方というのは，造林当時から考えている蜜用価計算の

考え方があるんですよ。その費用価計算から地代が出て

きて，それに素材･生産のための労賃コストを加えて，価

格を決めるということがある。そういうものから考えて

も，現実に60億石あれば，その考え方ほ実現されないと

いうことなんですね。そうい点から考えると，水利価格

の理論溝成をいくら考えてぶても，現実の経済の動きを

コントロールするものじゃないかと思うんです。

松原いちばん大きく支配するのは需要の問題であ

る。しかし一方においては，山村の労働力をうまく吸収

し維持するためには，ある程度の水準というものが必要

である．…･･・

横瀬それは現実にあるわけです。

木村現在の価格を林業経営者側から見た場合は，年

6分ぐらいの利回りで，だいたいいけ童すね。さらに諸

外国における木材の価格と需要という点も検討していま

すが，アメリカの立木資材価と日本の立木資材価を上側礎

すれば，アメリカのほうは，日本の5～6割ですね。製

材品は，だいたいバランスがとれているんです。とれて

いればこそ，あれだけの木稔がはいってくるんですが，

原木がむこうは相当安い。木材価格というのは，どのへ

んが適正かという点は,非常にむずかしい問題ですが,本

質論はどうしてもつめていかなきゃならんと思います。

杉下木材の値段というのは，本質論はたしかにある

と思うんですが，本質論を別に考えれば，材質の面から

も考えなきゃいかんでしょうね。建築材料として，体型

あるいは好象というものを織りまぜて考えた場合に，や

はりほかの金属繊斗などと比較した謹朱で考えられると

思うんですよ。それから生産コストですね。僕はやっぱ

り木材の値段というものは，童だ多分に投磯的だと思う

んです。だから投機的な面をある程度つ過て考えて承る

と，やはり一つには，労務の問題がある。なにが労務か

というと，僕が気がついたのは，山の労務じゃなくて,．

流通面の労務なんですね｡､輸送面での労務，これも相当

につまっていると思うんですよ。せんだって聞いた話で

すけれども，港湾荷役の人夫がいないんだそうですね。

木材を讃んできた船が港にはいっても，荷役できないた

通に待っている。そうすると碇泊斜をずいぶんとられる

んだそうで灸それで待っていられない。権かの荷物を

おろす契約があるから，外国へ行っちゃうという面があ

る。もう一つ，鉄道でもそうだそうじゃないですか。た

とえば汐留から立川あたりまで貨車を運ぶのに，明日蒲

きますということはいえないそうです。それぽど貨車蚕

わりが悪い。そうやって業者の人は，予定した材料がこ

なければ，気はあせっちゃうし，足りない，足りないと

いうことになるんじゃないか，気がつかないところにあ

るいは滞貨しているかもしれない。そういう面があると

－6－
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思うんでする

木村鱗持ち料が，高いやつは石250円ぐらいかかっ

ているのがありますよ。しかし木材というものは，なん

といっても安いことが魅力ですよ。代替品も，相当りっ

ぱなものができているし……。

岩岡加工がらくなんですも

杉下しかし安くなれば，需要がまたふえないですか

木村私は林業発展上から承て，漸増はしていっても

やはりある価格ぐらいでとめておきたい。

大矢価格というのは，やっぱり需給関係で決まると

思うんですよ。

木村だから長期に見た木材需要が，現状より伸びて

いくためには，安いということであって，値が高けれ

ば，どんどん代替品に変わっていくと思う。

松形木材の価格というものは，日本だけの価格でな

く，世界的に不足ですから，国際価洛ということと，需

給関係，代替品，そのへんで安定するんじゃないんです

か。そうすると，造林に1,000円とか1,500円の人夫賀

を払っている林業，これは当然，疑問にされるところで

すけれども，この間ざっとした計算をして染たんです。

いまのように高騰しない前の労賃を使って詮て，工業生

産の利率を使った場合は，6,000円ぐらいの立木価格で

ないとパランスがとれない。木材価格の伝うが逆に安す

ぎるんじゃないか，だから価格安定とはいいながら，バ
ランスのとれた価格安定じゃないんじゃなかろうという

気持ちも，われわれはもっているんです。

大矢私は，木材価格はいくらでなくちゃいかんと，

いっているんじゃないんです。木材価絡というのは，需

給関係で決まってくるんだから，盆をふやせば，価緒は

下がるということになる。ところがその裏づけとして

は，コストを低くするとか，あるいはあとの造林という

問題が出てくる。そういった裏づけの問題で，まずいち

ばん問題になるのは，労賃というか労務対策というもの

があとに出てこないと，価格対策は完結しないんじゃな

いか，そういう積極的な価絡対策の面を，多少とも出せ

なかったんだろうかという気がしたもんですからね。

木村これば私どもも，当然加えていくべき問題だと

思いますね。話を繰り返すようですが，結局，日本の森

林黄源というものが，どんどん活溌に画潰して，こうい

う需要の伸びが，将来20年，30年も続くためには，私は

やっぱり木材価格というのば，ある限界があるんじゃな

かろうかという感じですな。

横瀬それからもう一つは，この間の林業センサス洲

査を見ますと，600万haの人工造林地の40～50%lt,

10年生以下の幼令林なんです。これがt埼靭近くなったこ

ろには，ものすごく供給がふえるんじゃないかというこ

とが感じられるんです。そのときに，木材価格がどう

動くか，それから木材価格の問題を，さかんに取り上げ

ているんだが，この問題はもう少し，品種その他つめて

考えなきゃいかん問題だろうと思うんですよ。小径木は

非常に上がっている。大径木はそう上がっていない。一

般に供給さえふやせば，価格安定するかというと，かな

らずしもそうじゃないわけです。現に私は，毎年とって

いる増産対策というやつは，どういう品質のものを生産

するかということについて，やや配慮が足りないだろう

と思う。幸いに景気が下向いてきたので，それほどひど

い値上がりも，いまのところきていませんけれど，当面

の需給対策で,いいたいのは造林木の細いものを,たく
〆

さん供給してくれということだと思うんですよ。ところ

が，いま非常に需要の伸びている造林木の細いものは，

戦争中の造林木なんですね。絶対量が非常に少ない。国

有林だってそのころの適材というのは，国有林110万ha

ぐらいの造林地に，ほとんどないくらいですよ。やはり

民有林のほうに，適材がいちばん多いわけです。ここに

供紛の不円滑の大きな原因がある。

木村私は8月に，官行造林は大いに伐るべきじゃな

いかと主張したんですよ。いまの国有林施業案の伐期規

制では，40年，50年となっているけれども，35年だって

いいじゃないかということで，そういう要望も多いし，

相当大幅に，増産体制にはいってもらったんですがね。

国有林の増伐

大矢そこで国有林の増加といいますが，さっき機順

さんから出た森林計画と需給というのは，別に考えるべ

きじゃないかという問題ですね。これは国有林のなか

で，森林計画で考えるものとそうじゃないものと，分け

て計画できればいいじゃないかと思うんです。この分は

需給調整で出てし;きます。この分は普通の計画でいきま

すと変えていけば，調睦できると思う。いまのままじ

ゃ，たしかに追つつきませんね。

木村私も，供給魁に騨力性をもたしたいというのは

そういう面なのです。どこの企業だって騨削に見た場合

は，ある程度経済備勢に応じうる弾力性を与えるんだ

な。林業はその点はむずかしいけれども，とにかく保続

という解釈に，もう少し弾力性をもたせる。それが林業

政策の推進じゃないかと思う。

横瀬保続についての思想そのものは，否定してない

んですが，それを現実の林産行政に，どうとり上げてい

るかということに，私は疑問をもっているんです。いま

の経営面のいちばん問題のところは，需要の供給に大L、

に寄与すべきだという考え方をもっている。その寄与の

しかたが，いまの経営計画にもとづいてやったにすぎな

い場合，いまの経営計画をもっと根本的に改める必要が

あると思う。，

松原鈴木,さん,‘国有林は増産もだいぶやっておられ

－－－－．7‐－－－
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るわけですが，そういう面について……。

鈴木織瀬君から私のほうに流れてくるんで，識から

1申じ上げるのはど耳かと思うんですけれども，2月に一
応，素材で200万rn3.という線が出て，またそのあと，

木材の｛illi格安定緊急対策というのが出たわけです。国有

林としてこれに対応することは，韮本間題の答申がなさ

,れたときから,険討しておったわけですけれども35年1

2月に，経営部長会議を開きまして，増産推進協議会と

'いうものをつくり，新しい造林技術を前提として，要す

るに蚕源の先食いをし~F保続ができれば，その分だけ増

伐するという方針で，検討を進いてきたわけですらその

淵，2月とこのたびの対策と両方出たわけですが，そう

いうことで，検討した結果，300万In3ぐらいの増伐が

今後続けられるという結論に達したものです。

′曹行造林につきましても，昨年度あたりから，相当主

伐時期にはいったものもございますので，去年度の83万

m3が，今年度の当初の計画では130数万nl3ということ

になりましたが，いるいる情勢を勘案いたしまして，当

初予定しており叢したよりも，官行造林で5万m瓢，国有

林のほうで50万|nl31計100万m3の増伐を打ち出し.36年

度に400万nl3を増伐する。こういうふうなことできて

おります。この官行造林の50万m31国有林の50万m3

についてば，今後5年間の繰り上げ伐採であるという

ことで，説明しているわけです。それから当面の問題と

しては，従来から3都向けの輸送販売をやっております

が，東京に対してだけ，3万nl3の緊急輸送をいたしま

して，9～11月に3万In3売払いという計画で実施して

おり喪す。

長尾木材価格安定について，いまお話が出たわけで

すけれども，それに関連して，民有林のほうからも出さ

なきゃならない。そのためには，やはり林道をつけなき

ゃいかんというわけで，私のほうも，林道をつけたわけ

です。国有林のほうは，伐採計画をたてられると，それ

だけはどんどん出てきますけれども，民有林のほうでは

伐採計画というのは.予定はたてられても.やはり所有者

が民間人ですから，こっちから頼むというか，指導する

立場になるわけですね。そういうことで，今年も118km

ばかり、緊急増伐用林道としてつけたんですが，ただ，

これだげ林道をつけたから，これだけ木材が出ますとい

うことは，私のほうではいえない。想像ほできますけれ

ども，そういった関係で，国有林と民有林と比較してゑ

ますと，増偉という施策において,蔽極的と間接的とい

う差遮があるんです。国有林のほうで菰極的に増伐する

ことは，当然，計画表に盛られているわけですね。

鈴木そうです。それで，大矢君が業務課におられる

ころ打ち出された関連赫道について，釘年度において

は，とくに民有林で20万In3を増伐するた恥に，国有林

と関連のある抹道の採択基準を，いままでより一つ下げ

玄して､.かりに関連林道のBと呼んでいるわけですが，

Bを70km,国有林の持別会計の経饗で予定して,70km

つけることによって，20万m3の民有林の蝋伐を期待す

る。いままでの|測連林道ですと，その'淵連林道をつける

ことによって，もちろん民有林の材も出るが，国有林の

材も出すことが，前提になっておりましたけれども，37

年度に計画している関連林道のBは，国有林は出なくて

も，民有林が出ればいいという前提に立って，考えてお

ります。

大矢い富鈴木さんのいわれた国有林増伐ですけれど

も，それに関連しまして，外からの国有林に対する増伐

の要請というの肱，非常に強いわけですね。その理由

というの幟，いままで民有林は増伐して過伐になってい

る。ところが国有林は伐ってないじゃないか，まだ山は

たくさんあるじゃないか，ということなんです。実際ほ

そうなのかという点になると，伐採のふえているのは国

有林であって，民有林はそうふえていないというのが実

態で，28年度と去年の実羨を上罐してゑますと，国有林

はだいたい5割増伐になっているんですよ。民有林はほ

とんど変わらない。ふえているのは，輸入ということな

んです。そのへん，国有林はもっとPRしていいと思う

んですがね。

横瀬これば，われわれの方針が悪いのかもしれんけ

れども，国有林の経営の都合というものが，非常に強く

民間に印象づけられたんじゃないですか，一例を申し上

げると，いま伐る予定がないから，おれのほうは道をつ

ける必要ないんだ。したがって関連林道にならんのだ。

こういう説明を，末端では往為にしているわけですね。

そういうことから，あればけしからん，国有林があるた

めに，おれのところは道がつかんということになってい

る。そしてまた，現実に山はある，山がありながら､伐

らんのはけしからん，ということなんですよ。そのへん

は，国有林のあり方，使命というもの，経営の方針とい

うものを，広く一般に公開しなきゃいかん，そのために

は，自分の経営の都合ということをいっちゃいかんじゃ

ないか，私はそう思っていま弐・

大矢伐れな“，伐れないといいながら，やっぱり伐

れるじゃないか．…･鼠そういう印象を与えるんじゃなく，

いままで伐っています。要望に沿って今後とも伐りま

す。という説明にならなきゃならない。鈴木さん，大い

にPRしてください。

横瀬現実には，伐られているわけだから海。

松形それは国有林の基本的な考え方につながるもの
であって，いろいろ異論のあるところじゃないですか。

鈴木松形君のおっしゃるとおりで，いろんな意見が

あるんです。たとえば，さっき職頼君から出た，民有林

－8－
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側から見て，国有林があるから道路がつかないじゃない

かというような点もありまして，今年，峰越林道という

のを12km要求したわけですよ。そうすると，去年から

絞討している臨時国有林経営洲議会で，峰越林道をつけ

ることについては，異議が出たはずじゃないか，大蔵省

から一本クギを打たれまして，陳弁これつといて……。

木村ある貯木場が災害にかかって土砂推積すれば，

国会の先生も県会の先生も，一生懸命動くわけだな。し

かし，いまほんとうに要請されることは，やはり峰越林

道だとか,奥地の林道なんだ｡そういう面について,大蔵

省関係への国有林側から見たPRが足らんし，林業全体

のPRが足らん。また，さっき大矢君のいったのと，私

の意見は逆なんだけれども，民有林は増伐が出てない。

国有林は5割の増伐だといっても，民有林で実際に計画

され･ている数字ば，あらわれていないんだな。伐り残っ

ているのは国有林，民有林はほとんど若い木ぼかりだと

いうことは，相当現実にあるものね。

鈴木さっき，木材価格が安いとか高いとかいう問題

が出ましたけれども，国有林は一応，収支のバランスと

いうものを考えた予算になっているものですから･…･･

木村それにしても相当剰余金が出るでしょう。

松形剰余金の問題は抜きにしても，私ほ関連林道に

多少批判的な気持ちもありますけれども，国有林が民有

林協力として出していることは，この際，公社論とか，

いろいろな案も出ているし，再披討する必要があると思

う。協力と打ち出さなくても，別な考え方がありうるじ

ゃないか，たとえば林業蕊金とか，そういうことも考え

られる。

鈴木それはあると思いますね。今年は非常にゆとり

ができたものですから，林道もいっぺんに倍まではいき

ませんけれども，それ近く予算要求しているわけです。

木村私はここ10年間力轆負だと思う。パルプ関係を

はじめとして，大口需要が10年押し切ったら，極端にい

えば，あとはなにを考えても蚕材確保については心配な

いcここ10年の勝負だ。それだけに，この10年を乗り切

る蕊勢であらゆる新しい知識を吸収しなきゃいかんな。

基本問題に関連して．

松原だいぶ増伐の問題，木材価格の問題で，お話し

していただいたんですが，こんど話題を変えまして，例

の基本問題答申に対する対策について，林野庁でも検討

されていることと思います。象なさん方，それぞれの立

場において，お考えになっていることを……。

横瀬ちょっといいにくいんですがね。動きとして申

し上げますと，林野庁では，林業韮本間題の答申が出ま

した35年11月の初逸に，庁内に林業基本対策実施委員会

というのをつくりまして，これは六つの部会に分れてい

るんですが．各部会で問題を分けて，36年の6月ごろに

は，基本問題の答申を実施するという前向きの姿勢でそ

れぞれ絞討の結論な出すべくやってまいったわけです。

しかし現状は，どの部会も結論は出ていな↓､と弘は判断

しているんです。なぜそういうふうになったかという

と，雑木問題の答申そのものをストレートに受け入れ

て，さらに37年度予算に具体化するという問題になりま

すと，いろいろと未解決の問題がある。それからまた，

あの答申のいちばん基本であった自立林家，あるいは家

族経営的林業の育成というものについての方法論のメド

が，はっきりつかめないわけです。こういうことから，

いちばん根本がはっきりしない。それに応じて，部落有

林の弘樹上，あるいは国有林の第3種林地を主体にする

個別分割，家族林業育成のための解放というものも，目

安がつかない。それぞれの問題は承なゆきづまっている

んです。

そういうことで，誰本問題の実施というのは，庁内に

関する限りは，まだこれといって固菱ったものがないと

いったほうがいいんじゃないか，ただしかし，周囲の状

況は違っているんです。と申しますのは，まず濃業基本

法が成立して，いまの国会にも基本法を裏づけるいろい

ろな法律が出ております。そのなかで，自立農家を育成

するための農業構造改善計画に基づく国有林の解放とい

いますか，利用解放といいますか，そういう問題は，早

急に幾体省として基本方針をはっきり示さなきゃならん

だろうと，私は思うんです。そうなってくると，農業の

ために，国有林を利用解放するのであれば，林業の振興

のためになぜ使えないかということになって，いやがお

うで･も，問題ははっきりさせなければならない。そのこ

とは同時に，国有林のあり方，本質，今後の経営方針と

いうものを，決めてくることにもなる。そういう形で，

庁内の審議ば，ゆきづまりました。なかなか名案が出雷

せんということで柊わるかもしれんが，外側の催うから

せぬられまして，少なくともこの年の初めまでには，は

っきりしたものを林野庁としてつかんでおかなきゃなら

ない。そういうふうに考えています。

森林法の改正

松原森林法改正の方向のなかには，いまの韮本問題

の答申に盛られているような思想が，多少とも織りこま

れるような可能性はあるんですか。

横瀬多少の蔓少、のほうなんですがね。答申を受け

て森林法を改正するのかといわれると，実は私も，そう

ずうずうしい顔をして，、そのとおりでございます、と

はいいにくいところがあるんです。といいますの臆，森

林法というやつは，森林の施業を合理化するた通⑧法律

なんですよ。端的にいうと，森林蚕源を対象にした法律

である。したがってあの基本問題の答申は，森林蚕源を

対象にした法律にはなりっこないんですよ。簡単にいう
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と，大いに増産して，大いに伐りなさいというのが，資

源に関する答申の内容だと思う。

そういう線からしまして，われわれが現在の森林計画

制度でやっておる伐採許可制度というものは，少なくと

も森林生産を増大するという方向に対しては，かなりの

ブレーキになるんじゃないか，木材需要の大きな部分が

幼令林を主体にする小径木に集中する可能性がある。そ

うすると今後とも,そういう制度を残しておくことによ

って，木材の供給を不円滑にするという可能性は，なき

にしもあらずです。もう一つは，伐採許可制度の運営の

実態が，かならずしもぜひとも必要であるという結果に

なっておらんわけです。したがってこの改正では，伐採

許可制をはずそうとしているわけですが,はずしますと，

将来の森林資源保続をどうするかという問題が，いろい

ろ出ると思う。このへんは,予算措髄などもふやしたり，

あるいは林道を拡充しまして，伐ってならんところは伐

らんように，全国の森林が一様に生産に寄与できるよう

な姿を，一日も早くつくりあげる。これが一つの対策

だ，もう一つの対策として，国土保全というものがあり

ますので，いまの森林法の保安林管理組繊を明確にした

い。そのことによって，保安林が荒されるのを防いでい

く。こういうふうに考えているわけです。

したがって，現在の森林法改正で考えられるのは木材

生蝉W大に寄与する関係から伐採許可制度はやめます。

それと保安林の管理組織を強化いたします。この二つし

か，いま森林法改正では考えていないわけです。

鈴木相手方が決言らないから，どうしても決まらん

ですね。

横瀬そういう意味で，答申をそのとおり実行すると

いうことは，いいきれない。

鈴木国有林の場合も同じで，とり入れることのでき

るものは，37年度予算に一応盛りこんでいるわけです。

たとえば機械化の推進とか，造林技術の穣極的な導入と

かいうことで，また今年から林地肥培とか密植というも

のを，大為的にとり入れています-･それから材遁の拡充

整備というような点も年度予算には盛りこんでいますし

伐採鐙の増加ということはご承知のようにやっており重

すので，とり入れられる問題は一応とり入れている。

横瀬ものに関する面においては，大いにとり入れて

いるんです。そこに問題がある。

松形いま横瀕さんから，ぎわぬて要領よく説明され
たわけですけれども，農業のほうでおそらく，国有林売

払いの問題，部落有林解体というような，自立農家に伴

うやつが出ている以上は，われわれとして，やはりなに

か考えた回答というものがなくちゃならない。同時に，

森林法に森林組合編がありますが，これについてはいや

がおうでもなんらかの対策を考えざるをえない。ところ

がそれについて現在，岩岡さんのほうでは，おそらくな

にも…･…･･････

岩岡いちばん難航しているのです。中央森林審議会

に森林計画の問題，林道の問題，森林組合の問題という

三つの部会ができて，それぞれ検討しているわけです。

ね。その中間報告のようなものが出ていますが，森林組

合の問題については，いつ総わるのか，いまのところま

だメドもつかん，ただ考え方はいま室で承なさんから話

が出たように，たしかに従来の林業政策というものはど

っちかというと,物動計画的な観があるわけです｡これに

対していま世の中の見方はもう少し人間に注目せい，こ

ういう空気が非常に濃厚になっている。そうなると，人

間に注目した結果のそういう制度を，どういうふうに森

林組合のなかに細り込んでいくかということなんです。

森林組合の育成

松原森林組合育成の問題は，ずいぶん古くからいわ

れていることなんですけれども，ほんとうのむずかしさ

というのは，どういうところにあるんですか。

横瀬私は，根本には農山村における共同意識といい

ますか，これらの副産だと思うんです。とくに林業の場

合，共同を必要とする要素は，い童まで少なかった。こ

こに原因があるんじゃないか，ただ，情勢は刻を変わり

つつあるわけです。とくに農業を芯としまして，共同化

というものが，国の方針としても進玖つつあり，またそ

うしなければ，農業購造改善は成り立たないような形に

しくまれている。これが進んでまいりますと，林業も，

人の面から共同化しやすい余地ができるんじゃないか，

ただ団体問題というのは，国が一つの官製の容れものを

与えて，これでやれということではないんじゃないか，

やっぱりいろいろやって票て，これでなければだめだと

いういろんな要素が総合されて，はじめて新しい団体が

生まれるのがほんとうじゃないか，その点ではまだまだ

林業に関する限り，一つの森林組合という概念をお役人

が作りあげて，はめようとしているところがある。それ

から組合の方は，いまの制度をいじってもらっちゃ困る

という，保守的な考え方がある。

松形岩岡さんにお開きしますけれども，森林組合と

いうものは，本質的になかなか伸びえない要素がある。

いま横瀬さんがいわれたように，協業という格好から森

林組合を考えていく場合に，やはり労働者の組織に基づ

いた森林組合ということに変わっていかなくちゃ，ちょ

っと伸びえないんじゃないか，協同組合理念というもの

が，あのなかにはなかなか入りにくい要素があるし，運

営面としても幾協と違って基金制度もありませんし，利

用回数がぎわ過て少なく，組合員にサービスするチャン

スというものは，何年に一回しかないという状態ですか

ら，どうしてもそこに、労働者としての組合員というも

－10－
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のを組織することに，生きる道をつくったほうがいいん

じゃないかという気がしますけれどもね。

横瀬たしかに，そういう考えはできるんだな。森林

組合を総成しているのは，経営者ですね。経営者の祷り

合いである組合で，それが労働力を雇傭している。なか

には，自分で働いている人もあるわけだ。そういうのを

いつし狼に考えていくから，森林組合というものは，す

っきりしないものができるんじゃないか｡…･･・

松形そういう点はありますね。

岩岡たしかにいままでの組合においては，松形君の

いうような形だったと思うんです。と.くに最初は，明治

にできたわけだから，そのときには，地元のほうからな

んにも要講がなくて,むしろ官製の組合ですね｡したがっ

て強制加入，しかも国のほうから与えた一つのわくの中

でやらしているという形で，下から盛り上がった組合で

なかったことはたしかです。それを法律に改正して，加

入自由の組合にもってきた。このときに，国のほうにお

いても，安易に切り替えたということが，一つのガンで

はないですか。結局いまの問題点というのは，そのとき

に十分討議されずに，問題を未解決のままもってきたと

いうことに，全部つきるわけですよ。現在，少し動き出

した組合というものは，そういう問題を，内部において

ある程度整理しながら動いている。どういう点かといい

ますと，経営の零細な人たちは準組合員にして，ほんと

うの結束から一応はずしましょう。利用だけはさせてい

きましょう･･･…。そういう考え方をもっとつきつめてい

けば，結局，林業経営者だけの集まりになるわけです。

ところが，じゃ，ほんとうに林業経営をやっているもの
~

は，どれだけあるかということになると，やはり山林所

有者の大部分というのは零細で，1町歩以上になるとき

わめて少ない。まして5町歩とか10町歩ということにな

ると，何十分の一になってしまう。

松形1割林政というやつですな。

岩岡昔は，山林をもっているなんていうのは，必要

なときに，預金をおろして使うようなもので日常生活に

林業収入をあてにしましょうという人はきわめて少なか

った。ところがいまになって象ると，俊地のほうは，そ

んなに大きく拡大できないし，土地の生産量は，そう飛

躍的にふえなL､。そうすると結局，林業というものを，

.ある程度考えていかなきゃならない段隙にきているとい

,うことで，なんとか林業収入を上げていこうという気持

ちが，強くなっていますね。そういう空気がいま高まり

つつある一方において，さきほどお話が出たように，労

,働力がどんどん減っていっている。そうすると，自分の

山麸回転していかなきゃならないという事実と、回艫し

ていこうとする.と，自分のうちの労力が足りないという

問題がからんで，なんとか自分らの組織のなかで回娠し

ていく方法はないだろう.かというあがきが出ていること

も，事実なんです。数年前から一部で，施業委託という

ことをはじめて，よけいもっている人たちは，どうせ人

を雇って手入れしてもらうわけですから，それをこんど

山の小さい人にやってもらう。山の小さい人というの

は，自分のところの営農と営林だけでは生活できない。

なにか賃労働をやっていかなきゃならない。そういう形

の組合員がたくさんいるわけです。そのなかで，郁熈相

通じてやっていくという形，それが競近考えられている

施業委託のシステムです。そういうなかで労働の分化と

いいますか，専従作業体制というものを考えていったら

どうか，これが，森林組合を動かしていくとすれば唯一

の方法じゃないだろうかと思います。

松形そういう気がし童すね。

岩岡それ以外に，森林組合を残してうんぬんしてい

'くという形態のものは，どうもないんじゃないかという

ふうに，私は考えているんです。

普及事業

木村森林組合の振興で，いちばん大事なことが抜げ

てると思うのは，経営を盛り上げ，また組合意識を高揚

させるたぬに，どうして出資金をふやせられるか，い童

農協では，1世帯1万円出資をやっている。農村のうち

山をもつとる人の世帯は，私らの経験からいえば60％

ぐらいです。そうすると，農家の･'1端の中以上ばっかり

ですね。それが識組合の出費といったら，300円，500

円，私はやはり1世帯5,000円ぐらいに出費金がふえん

ようなことでは，森林組合の振興といったって，だめだ

と思うな。

横瀬組合が必要なら，どんどん出黄するよ。

木村さっき松形さんがいわれたように；森林組合そ

のものは，森林所有者に対するサービスをしなきゃなら

んというのが，先決なんだ。先立つものが先なんです。

岩岡私，個友のやつを分析してぷると，いま1年に

2億円ぐらいずつ出誕金がふえています。それは下のほ

うほどふえないで，上のほうにいった組合ほど，これば

パンパンふえていくわけです。そうするといま話が出た

ように，必要が認識されれば，獣っていたってふやさざ

るをえないわけですよ。それだけの価値があるから，出

すほうも喜んで出す。ところが，昔の強制加入でやらさ

れて，いやいやながら入っているところでは，必要を感

じないわけです。したがって組合のほうも，ろくな動き0
方をしていないというところにだれが増資しますか。カ

ベがあるわけです。このカペをぶち破ったところは伸び

る。そのカベのところで逵巡しているところは，だめな

んです｡いま賎層がどんどん翻しちゃうわけですね。
木村それと関連して，森林組合の振興と切り離せな

いことは．普及体制だな。普及で私が非常にいいたいこ

－11－
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とは，普及対象を案外つかんでいないんですね。いまま

でも林野時報の普及部門のところに，「農村に科学を導

入する」と書いてあるが，家族経営のなかに林業をとり

こむ経営という面がまだ現地じゃ弱いんです。ただ学校

の教科書象たいにしゃべる，軍隊でいえば各個動作的な

ことを教えているだけで･･･…。経営と結びついた森ﾎ{認

合の普及体制にはっきり踏みきるということが，慧淋組

合振興の隠れた大きな力じゃないかと思うんですb普及

員をつかまえて，「あんたの管内で,あんたといちばん親

しくしている森林所有者は何人あるか」と聞いたら，ほ

んとうにパッパッといえた普及員は少なかったね。

杉下問題はそれだと思うんです｡こっちはそういう

指導を県に対してはやっているわけですが，それが現実

ｻﾆ行なわれていない。そのへんが，どういうわけかとい

うことになるでしょうね。

横瀬やはり普及員という誇りをもって，大いにやる

ようにしなきゃだめですよ。いまの普及員諸君は，県庁

職員であるということなんだ。

木村それと蕊がいいたいのは，普及員は質的にたし

かによくなっています。しかし，国有林の現地の担当区

なり，ああいうものと技術的につながらない。県有林な

り国有林のほうで，りっぱな事例があって，その経営の

事例を結びつけることも，大きな一役なんだけれども現

地では国は国，民は民でさっぱりしている｡

杉下そのへんのところも指摘して，話しているんだ

けれども，どうもそのとおりに動かない。やっぱり意識

が‘ほんとの相談相手の程度，要するに普及員なんだと

いうことでなく，県庁の役人だというのが，やっぱり頭

にあるんでしょうな｡

木村森林法の改正にも普及員のことは盛れんですか

杉下だいぶ主張臆しているんですがね。いろいろ蛎

情があるらしいんで…････

木村法律条項としてはね。．

岩岡ほんとう淀普及員が力を発揮するということに

なると，これはまさに実践活動なんですよ。ところが県

庁というところは，きわめて実践活動のないところなん

です。

杉下だから。市町村役場の職員とまでなってしまう

と，また別のマイナス面があるかもしれんけれども，あ

あいうところにいて，とにかく所有者の人たちに直接に

接するというほんとうの動きが，出てくるようになれば

いいと思うんですよ。北海道に一つ，僕の聞いていると

ころでいいところがあるんですb所有者の人たちから‘

も，それから村長さんあたりから重宝がられて，非常に

いい存在だとほめられている普及員が心､るんですけれど

も，見ようによっては市町村の職員になっている。そう

いうようなことがなきにしもあらずなんです。しかし僕

は，ある程度それでいいんじゃないかという気もするん

ですよ。それが市町村民に，直接結びついているんだと

いうことですね。

横瀬逆に僕ば，根本的には，林業の技術教育がまち

がっていると思うんですよ。こんなことをいうと，問題

の解決にならんけれどもね。現場でものを解決するとい

う能力は，われわれももっておらんし，一般的にないん

じゃないか，それがいちばん問題ですよ。その普及員は

紙の上ではわかっているけれども，現場ではなんにもわ

からないんだ。そこで問題は，現場の能力をつくるとい

うことですよ。・

杉下それがわれわれの，研修，研修といっていると

ころなんです。

岩岡逆にいうと，いまの国有林の担当区のような人

が，普及員になっていたら，これはまた少し変わるんじ

ゃないか･･…．。

杉下それは，能力のある人ということですか。

岩岡能力のある人じゃない。実践活動をほんとうに

やっている人ですよ。

杉下だから研修というけれども，研修もやっぱり，

やり方の問題だと思っているんです。これはさっきの話

のように，問われることにすべて答えなきゃならんとい

う頭をもっているところに，すでにまちがいがあると思

う。知らなけれ{灘nらないでいいんですよ。それは開い，

てきて，あとで教えてやればいいんだから。自分の能力！

とだいたい同じような程度の人だったら，これは相談相

手なんです，完全に。所有者のなかには，自分より能力

のある人がいるんですよ。そういう人たちの知識の媒介

人であっていいと思う。それからなんでも聞きたがって

なんにも知らないというような人には，やっぱりティー．

チャーでいい。それを常にティーチャーのような気持ち，

でいるもんだから…････

横瀬普及事業というのは，燕k所有者に対して，自

分の山に疑問をもたせること，そして経営意欲をもたせ

ること，それがねらいなんだ。そこが成功すれば，90％

鹿功したといっていい。

杉下そういう動機づけをしてや為ことが，必要なん

ですね。

訟形いまのA.G.の配置，あるいは機動力からいつ．

て所有者に接するという機会は，非轍に少ないんじゃな

いか，たとえば担当区でも，いろいろな聯務還が多くて

現場にいけない。A.G.だってそうだ。造林検査という

ときには，かならず所有者の立会がある。そこで接する

ことによって，相手に話をする機会があるんじゃないか

そういう機会をなるべく,使って，できるだけ多く接して

むこうの希望も聞き，こちらの指導したいことを話して
やる。
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杉下いまの配置の状況や活動環境のなかでは，どう

も十分に接する機会がない。

木村造林枚査は絶対はずずべきでないというのは，

私も長崎県の体験からして同感なんだ。あれは貴重な磯

会なんです。検査事例をこういう苗木でこうでと見るで

しょう。あれはほんとうに効果あるんじゃないかと思う

岩岡造林険査も公共事業だから，全部検査しなきゃ

ならない。ところが，あれのシステムをそのまま残すと

A.G.はものすごい過重労伽ですよ。あれをまともにや

ったらほかの仕事はおそらくほとんどできない。そうす

ると結局，造林検査ということ力顕にこびりついている

から,相談されたってそんなもの相手にしていられない。

せっかくそういうチャンスがありながら接触できない。

だから接触をもたせようと思うと，もう少しボリューム

を域らして，たとえば一つの地域で100軒ある，そのう

ちの10軒を抜き取りで見ていきましょうというぐらいに

して，数をよけいこなさなくてもいいんだ，それでほん

と腱A.G・は，その地域の全貌を知り，一つの場として

鹸査を行なっていくということであれば，またこれは変

わってくると思うんですよ。

杉下i剴氷鐘は，たしかに接するチャンスではある

んですが,A.Gにして恐れば，それはしかたなしに接

するチャンスなんですよ。また,A.Gはとにかく指導

するんだという気持ちでいく人があると思うんです。し

かし相手である所有者の人たちは，あくまで検査を受け

る立場なんですね。それは非常にマイナスなんですよ，

普及活動としては。

岩岡怒られやせんかと思って……。（笑）

杉下そうなんです。だからほんとうのことを相談で

きない。そのへんはいちばんマイナスだと思うんです。

松形それから岩岡さんのいわれた，抜き取りという

ようなやり方もあるだろうし．…･･･これは今のところ公

共事業としては，原則的に許されないんですけれども

ね。しかし普通の行政事務を，惑淋組合はどの程度もち

うるか，いまの森林組合への行政の移転というんですか
寺

そういうものも考えないと，、ちょっといまの体制は崩す

わけにいかないんじゃないですか。

岩岡森林組合は，補助金だとか，苗木の世話とか，

させられているわけだ。そうすると組合のほうはある程

度の全貌を知っているわけですよ。知っているならば，

その組合のやることが，これは正しいつか詮方をしてい

るかどうか，ということを枚査すりやいいじゃないか，

そういうシステムに切り替えら奴ないだろうか。
木村それは今後の問題ですね。

松形それと，組合の変え方も問題がある。

岩岡それは組合のほうがはるかにらくなんですよ。

横瀬とにかく森林法が改正されれば，所有者につな

がるのは普及事業しかない。

岩岡これがいちばんアンテナなんですよ。この感度

が鈍ったら，アウトなんです。

新春放談

松原だいぶ時間も経過しましたので，これから，ほ

んとうの意味の新春放談になるようなことを，お話しい

ただいたらどうかと思います｡何でも結構ですから，な

にか，承なさんの将来の夢でもいいし，或いはこの年の

抱負といったようなことでも，どなたからでもひとつ。

政策の対象を考える

杉下僕はこんなことを考えているんですよ。これか

ら政策を打ち出すにしても，相手があるんですから，相

手を考えてやるということですね。それでうんと大きな

山持ちと，中ぐらいの人と，小さい人と，零細というふ

うに分けて，それらの人たちが，いったいどういうこと

を要望しているか，その要望にどういうふうにこたえて

いったらいいかということで，政策というものは，鑿然

出てこなければならないわけです。大きな山持ちの人に

とっては，税金の問題が大きな問題でしょう。そういう

ものはそういうもので考えるとして，大きい人たち相手

の林業経営コンサルタント，こういうものが，僕は商売

としてできていいと思うんですよ。それは林業技術協会

の商売だと思うんだ。それから僕は，われわれが政策を

考えるとき，いちばん抜けてb;るところは，中規模④所
有者じゃないかと思う。労務の鯛呆のむずかしい面があ

るし，お金のまわりも，いいようで実際は悪いんです。

そういう面から考えて，僕はこの人たちがいちばん困っ

ているんじゃないかと想像するんですがね。小規模のほ

うは案外，昔から計画的に合理的な経営をやっている人

は，とてもいいんですよ。こじんまりしているから…。

零細な人は零細のような手を打たなきゃいかんでしょう

が，そういうふうに，人間を相手にして，アナのあかな

いような政策をたてなきゃならない。それと，さっきい

った実行の確保ですね。

資源調査に期待する

横瀬当然，これからの林業行政施策膠担い手である

人の面に着目した施策でなけれ願いかんだろう。いま，

問題として私が提起したいのは，現在趣どもは，全国の

森林資癖耐査を，サンプリング綱査法によって実行中な

んです。その鰯1次の結果が，2月ぐらいにば出ると思

いますが，その結果は予想するところ，いままで林野庁

で把握した賓源統計一一積易く上げでつかまえているもの

よりは，かなり上回わった費源調査結果ｶﾐ出るんじゃな

いか,そうなると,いままでの需給の推計をもとにした長

期の資源保続の見通しというものを,､大幅に組承替えざ

るをえないんじゃないかと思うゆです。同時にいままで

林野庁がとっておった物動計画的な各種の林業行政施
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座談会：林政を語る

雛，とくに公共事業費，造林，林道の補助金というよう

なもの，また，さらには国有林の経営というものに対し

て，かなり影響するんじゃないだろうかと推定してい

る。これがあまり影響しないような数字が出れば別です

が，察するところ出そうなんです。

だから林野行政上の大きな問題は，従来の林野のいろ

いろの制度の組象替えが必要じゃないか，根本的な状況

が変わるので，組承替えがあるでしょう。その組承替え

のときに，人の面に着目した組承替えが必要だろう。も

う一つ，ついでに申し上げると，いままで話に出なかっ

たが，国有林公社の問題というのが，クローズアップし

てくるんじゃないか，この公社が目鼻つくのばいつか，

見当つきませんけれども，かなり注目を浴びている問題

でもあるし，また今後の国有林のあり方というものは，

遠からず決めなきゃならない。そういう決まり方から，

公社というものが，また出てくるんだと思うんです。

松原お話し中ですけれども，この間，テレビで国有

林公社の問題が出た。それがいかにも，決まったような

格好で出ていたそうですけれども，テレビに出てくるぐ

らいだから，やっぱりかなり検討を……。

横瀬各営林局には相当な波紋を投げかけています。

松原林野庁でも，その問題については，すでに検討

されつつあるわけですか。

横瀬やっています。

治山事業の方向

松原大矢さん，いかがですか。治山の問題に関して

なに力将来の大きなお考えを･･･…。

大矢当面，林業の基本問題のなかで，私どもの仕事

に関連して指摘されているのは，国土保全政策と生産の

増大，生産性の向上，林業従業者の所得の均衡的増大と

いいますか，機造の改善といった面を推進していく方向

に対して，国土保全という面はどうあるべきなんだ，ど

う調整していくんだという点が，指摘されているわけで

す。そこで当面，私どもが問題にしておりますのは，最

近の木材需要の拡大に対処しまして，必然的に山地崩湊

の危険性がふえてくるとか，あるいは各種の用水の需要

が増大しているわけですが，こういった水資源の需要増

大に対して，保安林はどうあるべきだというような問題

について，その対策を具体的に検討するという段階じゃ

ないだろうか，こう思うわけです。また，水源林の配備

の問題とか，あるいは保安林の配備指定基準の問題，保

安林制度の問題の検討とか，いろいろあるわけです。当

面できるのは，保安林制度の問題の検討ということにな

るんですが，森林法改正のなかで，とり上げるという方

向になってい蚤寸ろあとの問題はなかなか大きな問題で

あって，しかもなるべく早く結論を出さなきゃならん問

題だというので，だんだん具体的に絞討していかなきゃ

ならんと思っております。

林業とリクエーション

長尾なにか新春放談的な，変わった大きなことをい

ってくれというお話で，われわれ林業人は普通社会人と

比べて，いかにも山男というふうに，象ずから卑下して

いるというか，得意になっているというか，とにかく普

通の人間と変わっているということをいっているわけで

すけれども，国有林であれ，民有林であれ，山は常に後

退しないで，世の中の先端に立っていくというような意

味からいいまして，私は，文化的な社会を建設するため

に，山をレクリエーションの場所として，もっと活用し

たらいいんじゃないか。この間,･吉村長官とお話しした

ときも，日本人というのは，レクリエーシ重ンというと

いかにも悪いことのような観念がある。こういうことで

はいけない，大いに国民体育向上の場というものを山に

つくって，進展していったらどうかという話が出たんで

す。いま国有林公社の問題が，ちょっと出ましたけれど

も，もし公社になったらば,そういった施設の面におい

て，もっと有効適切な，自由な立場ができるんじゃない

かと，私は思っているんです。

たとえば，いま有名になっている福島県裏磐梯のスカ

イライン，近ごろの新聞などで見ますと，これを利用す

る客が多くて，温泉なども客を泊めきれない，あるいは

また，福島駅の乗降客がそのために多くなったとようよ

うなことが出ているわけで，こういった面に，もっと讃

極的に進出していったらどうかということを，識も林道

という職業の立場からも，考えたく思っているんです。

せんだって中央森林審議会の林道小委員会が，中間答申

を行なったんですがウその席上でも，ある委員の方がス

カイラインの例をあげまして，こういったものは当然，

林野のほうで注目し，またこういう色彩をもった道路

は，林野でやるべきではないだろうか，というような意

見が出たわけです。私たちも，せめて山のほうの文化的

施設，社会的施設というものに，これは独占するという

意味ではあり:ませんけれども，もっと稜極的にイニシア
q

テイブをとることが，望ましいんではなかろうかと思っ

ている次第です。

松原結構ですね。大いにやっていただきたいです

な。

横瀬私も同感なんです。レクリエーシ室ソにいいと

ころをもっている人は，それを国民一般に開放すること

が，所有者の義務ですよ。国有林だから観光道路はつけ

られんとか，設備できんとい．うのは，おかしいね。

松原国有林特別会計には，だいぶ剰余金ができたと

いう話がありましたが，（笑）そういう面に，少し使え

ないですか。

木村PR期必蕊だし，そういう投盗を積極的にしな
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座談会：林政を語る

きゃ……。

溌瀬世論ですよ。

杉下青少年の宿泊設備とかそういったものは，国の

投蚕でやっちゃいけないというルールがあるんですか。

横識ないんです｡ただ，国有林が国有財産利用の方

法として，そういう宿泊設備を経営することが，国有財

産を利用する事業であるかどうかという解釈を過ぐっ

て，いま文句があるわけです。

国立公園と林業

木村ただその場合に，現在の厚生省の森林美観的な

考え方を，変えなきゃいかんですな。あれは完全なリザ

ーブですからね。特別保護地域はいりますけれども，そ

れを包含したところの一つの量観の繼噺に対する頭が，

どうも田村岡跿生の系統は古いですね。（笑）そうしな

‐けりや流僅しない。
松原国立公園を林野庁までもってくるということに

も､けばいいけれども，そこまでいかんにしても，林野庁

になにか，森林に関する観光施設といった課ぐらい，あ

っていいんじゃないかと思いますね。

大矢制度の面では，保健林とか風致林というのがあ

るわけです。ところがこれには従来，消極的な意味での

ものなんですね。

横瀬監督だけだからな。

大矢厚生省の関係の国立公園にしましても，自然の

鍛観を維持するという，やっぱり消極的な面だけの管理

維持なんです。それよりもつと積極的な施策を，保安林

という面からでも打ち出せないものだろうか，というの

は，保安林の多目的利用といいますかね，そういう方向

に考えていいんじゃないか．…．。

S 松形厚生省の景観というのは，自然のままという考

』崖え方が，圧倒的なんですね。ヨーロッパぷたいに，人工
の美というものを相当考えに入れないと，狭い国土では

畠 なんともならないと思うんですよ。国有林といえども，

植えといて伐るということは，いちばん憂色がいいこと

はわかっているけれども，大矢さんがいったように，保

安林のなかも，生産向上に鈍nできなくちゃ肋かないん

ですから，もう少し厚生省の考え方も変えて……。国立

公畷部ですが，あれは国有林のほうで金でも出してやる

といったら，とんでくるかもしれません。

木村それ蝉関連して，外郭団体としてどこがやる

か，ぜひ解決したいんですね。

横瀬森休の多目的利用まるつぶれですよ。これは林

業技術者も考えなければならな↓くb

松原木村さんのお話によって，弘たちもなにか適当

な方法を考えて……。

木村そのための予算は，国有林から相当基金的なも

のを出すとか，送りこむとかなんとか，やらなきゃいか

んですね。（笑）

杉下染んなに知られていない景観のいいところ，ま

だあると思うんですよ。写真コンクールで，そういうの

をやったらどうですか。

松原観光開発ですね。

造林の拡大

松形遺体のほうから考えますと，労務擬金の問題と

か，あるいは機蜘上といっても，所有形態の問題とか，

地理上の問題などありましてなかなか簡単にできないん

ですが，森林組合の労力の再編成という面からいって，

造林面談をいか漣して拡大していくかということが，大

きな問題だと思うんです。同時にさきほど申し上げまし

たように，木材というのは世界的な不足物資だというこ

とで，面猿の確保ということを，議たちはまず第一に考

えなきゃならない。それと今年は，10年ぐらいで伐れる

早生樹種の普及と実行をはかりたい。これは基本問題で

も指摘されていますが，日本の木材のピンチというの

は，55年ごろから始まって，60年ちょっとすぎまで続

く。それに生産を参加させたいということで，それを軌

道にのせてもらいたいと考えているわけです。

ほかに造林という立場を離れて考えますと，林業の金

融政錐というのは，農業に比べて，非常に遅れでいると

いうことがいわれていますから，国有林の歳計剰余金が

膨大に出るという状況の場合に，なにか林業基金的な

ものをつくって，木材の流通部門，造林部門，林業の

あらゆる面の利子補給的な蕊金としていいんじゃない

か，そういう基金制度的なものに，本格的にとりくむ段

階じゃないか，そうすれば，木材緊急対策というような

面にも，それが非常に役立ってくる。こういう夢をもっ

ております。いまのところ，造林についての融萱制度と

いうものは，農林金融公庫を通じて相当進んでおりまず

けれども，木材対策について，そういう金融部門は，ま

だ軌道に乗ってないと思うんです。当然木材業界の組織

化といったことが前提でしょうけど……。

称業金融

木村それじゃ，私からそれに関連してしゃべらせて

もらうと，いま話に出童した木材業界の金融の正翻上と

いうことを，新しい年には穣極的に創設していきたい。

林業金融というのは，造林とか，林業経営的な金融対策

と，それを受げて立つ加工面と，ぜんぜん別個なんで

す。と申しますのは，片側は中小企業法にもとづく協同
．1

組合であり，これは通産行政と農林行政の谷底ふたいな

もので，これをぜひ，腱林行政のなかに溶けこましてい

きたい。結論は，農中系統にもっていきたい。そのため

には，森林組合系統の木材加工部門と，それから中小企

業法にもとづく木協の木材加工部門と，調整をとらなき

ゃならない。いま山元の市長は，里山消強地の協同組合
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の市長と，商売仇ですからもめてくるんですが，あんな

ケチなことをやみんでなく，山元方面は森林所有者系統

にある，大都市と周辺の加工製品の市売は，木協系統だ

というふうに，両団体か覚書程度までいってしっかり手

を握りさえすればこれはもう夢じゃなく，1歩踏承切る

ことが現実ですね。それともう一つ，俄務保証の木材基

金制度，これは37年度は玉砕し童したけれども，新年度

は相当大幅に踏承切るんじゃないかと思っています。

岩岡林業というのは，ずいぶん古くから行なわれて

きて，とくに戦後，経済林業ということが，非常に叫ば

れているわけですけれども，その割合に，大きな変化と

いうものは，あんまりあらわれていないんじゃないか，

それで経濱林業ということになれば，結局，土地の問題

蓑金の問題，それから労鋤力の問題，これをどういうふ

うにパランスさせ，組承合わしていくかということをや

らない限り，駄目なんですね。これはなかなか，いうべ

くしてやれないんじゃないかと思いますが，いままでは

どっちかというと，ものとしての見方が強かった。そう

いう面のつか象方というものに，全力をあげてやってい

かなきゃ，なかなかこの問題は解決しないんじゃないか

と思うわけです。そういうものがつかまれていけば，場

合によっては補助金体系というものもまた変わってくる

かもしれない。さらに公社だとか公団という問題も変わ

ってくる。融資の問題も蕊わってくるということで，そ

っちのぼうからのつか詮方を，ひとつ，林野としては全

力を挙げてやったらどうだろうと考えています。

材業揖桁者よ一本になれ

大矢私にもう一つ。36年というのは，林野庁がいい

意味でも悪い意味でも，非禰に注目された年だと思うん

ですよ。37年は，これまた注目されると思うすです。そ

こで，少なくとも林業技術者は，1本にならなきゃなら

ない年であるという気がするんでずがね。

松原それじゃこのへんで……。お忙しいなかを，い

ろいろとおもしろい話を剛かしてたいだきまして，あり

がとうございました。

新刊技術的に見た有名林業日本林業技術協会細
A5版約200頁写真図葉多数、

予定価格260円送料実費

林業技術連載の「有名林業〕シリーズの山武，西川，万沢，天竜，能登，尾鷲，北山，

吉野，智頭，日田,･小国，八女,食天肥の林業など11篇を特集した林業家必読の絶好本

近刊密植造林国策パﾙプKK取締役木材部長小滝武夫箸
A5版約75頁図・写真多数

予定価格120円送料実費

先般刊行して好評だった「造林技術の再検討」の姉妹篇として再び世に問う問題編，

ご期待を乞うノ

近刊 林業先人伝（仮題）日本林業技術協会編
A5版約470頁図・写真多数

予定価格650円送料実費

我国林業の礎をきずかれた松野胴，中村弥六，志賀泰山，村田重治，掻波秀実，和田

国泳郎,林駒之助，本多静六,河合鋤太郎，川獺善太郎，佐藤銀五郎，白沢保美新島
善直先生方の業繊を,故人熟知の方禽の入念な考証によって,技術面に,行政㎡に,政
策面にわたって，その波潤万丈の生涯を画いた好読物。

昔を思う林業関係者はもとより，若い世代の人為にぜひご一読願いたい日林協40周年

記念出版物。
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林業における

アイソトープ°の利用

塘隆男

アイソトープとは

アイソ1,-プ（同位元素）を学問的に定義すると，化

学的には全く同じ性質を示して，しかも重さが異なる元
素ということになります，アイソトープの多くは原子の
破壊する時でてくあ放射線《α線，β線およびγ線の3

写真1 林業試験場のアイソトープ施設

上アイソトープ研究室

下7線照射室（地下になっている）

種類がある）を出す性質があるので，これをラジオアイ

ソトープRadio-i"top(放射性同位元素）と呼び，略し

てR.1.と書くこともある。アイソトープには重窒素

N'5のような全く族射線を出さない非放射性同位元素も

ある。アイソl､一プとは両者の総称であるが，一般には

アイソトープといえば戒射性のアイソトープを指す場合

が多いようです。

このアイソトープのもつ放射線は恐ろしい莫大なエネ

ルギーをもつものですが，われわれはこれを上手に利用

して科学の役に立てています。林業癖学関係では，未だ

アイソ1,-プを利用した研究は他部門に比べてはなはだ

少なく，わずかに京都大学と，目黒の林落識験場で行な

われているにすぎません。林業試験場では昭和31年にア

辱真2カルフォニヤ型フード
実験操作は放射線防禦のためこのようなフ
ードの中で行なわれる場合が多い。

イソトープ実験室が竣工し，翌32年にはγ線照射室が完
成しすでにアイソ1,-プを利用した研究を開始していま

す。

耳で開く放射能

ビキニの水爆事件以来，カウントという言葉が盛ん腱

新開紙上で見られますが，放射能は挾射能を測る器械に
ガイガーカウンターというのがありますが，これを用い

るとガリ，ガリ…･"あおいはジー，ジー･…．．，放射能が

多い時はガーガーと香がして，なにぶん＆に見えない危
険なものですが，耳でも聞える点が便利です。もちろん

この昔は計鋸謡によって正確に数字になって記録されま

す。ガイガーカウンターは研究室で実験台の_I二において

－17－



新技術の林業への応用
－

の身体中を一巡する速さがわかりますし，またガイガー

カウンターをあちこちと移動させてNaのゆくえを探せ

ば，前述のようにたとえ微温:でもガーガー，バリバリと

検出されるので，どの部分にどのように移動するかもわ

かります。トレーサーというのはあとを追いかけてゆく

という意珠です。以下難者らの研究室で行なっている研
究成績を中心に2，3の例をあげて説明して象ま

正確な値を求塗る時用いますが，大体の値がわかればよ

いという時には，これを小型の搦帯用にしたサーベイメ

ーター（探査計）というのが作られ，ビキニの水爆マグ

戸などでは大いに活躍したものです，

なお今回のソ連のたびかさなる核爆発実験以来，わが

国では放射能の雨の測定には従来のカウント数廼表わす

のをやめて，マイクロマイクロキュゥーという単位で表
零･』一~~~ー一一

しよう。

（1）謹分の葉面吸収の画妾証明実験

次に私が燐のラジオアイソトープP3ーこれ

はβ線と呼ばれる旗射線を出しますが，普通の燐

は原子愛が31であるのに対して，原子獄が32であ

るのでP32と書き，普通の燐(P)と区別します－

－を用いてカラマツの蕊から養分が吸収されるこ

とを罰期し室した実験について説明しましょう。

図に象るように，カラマツの下枝の針葉にラジオ
アイソトープP32を塗った後，頂芽のBの部分に

毎日ガイガーカウンターをあてて，もしカウンタ

ーの針が振れ，ガリガリ音がでれぽ,Aに塗った

P32が~ド枝をとおり，幹を昇り]瓦芽の部分に達し
たことがわかります。

実験によれば2日後にカウン孜一がガリガリ鴫

りP32が蕊面より完全に吸収されて生長点であ

る1頁芽の部分に到

達されたこことが

＃
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』雲3ガイガー，カウンター

わすことになりました。（ごくおおざっぱにいえば1マ

イクロマイクロキュリーを300倍すればカウント数にな
る)。

アイソトープの利用法

アイソトープの農林業における利用場面には普通

(1)1､レーサー法（鋤照射法の二つがあります。
トレーサー法（追跡法）というのは，アイソトープ放

射線はガイガーカウンターでかんたんに測れるから，ア

イソトープを利用して，ある特定の物質のある物質体内

やまた生物体内零の移動や変化などを知る方法です。ま

た照射法というのは放射線（主にγ線が使われる）を物

質や生物体にあてて変化（もちろん良い方向への変化）

を与え，われわれが希望する性質のものをつくる方法で

す。抽象的な説明ではおわかりにくいことと思いますの

で，以下具体的に例をあげて説明しましょう。

トレーサー法によるアイソトープの利用

わかり養分の葉耐

吸収が最も厩接的

に証明されたわけ

です。

もし非波射性の

普通の燐P(原子

量＝31）をAに塗

ったのでば，カラ

マツの苗木にもと

もと含まれている

燐（これはもちろ

ん原子量31の燐で

6-NCQu 6帥1

や。。。

▲

P32

刃

I、レーヮーー声I－d弓っノ"インI､ーフーの*U用 す）と区別がつか

放射性アイソトープをガイガーカウンターで測定するないので，たとえ
と，非講に微量なもの童で測定できます。化学分析ではAから吸収されてBに到達したとしてもこれを直接的に
かることの最小限はだいたい100万分の19までです証明することはできません。

が，放射能でしらべるとその限界の1億分の1主ではか筆者らほこのような方法で燐酸塩の葉面散布を行なう
ることができます。このような,性質を利用してアイソトとき，散布液のPHをPH5にした時が最も吸収される
－プを用い，ある物質の物体内や生物体内での移動を洲ことを証明しました。ちょうど土蕊のPHと根による義
くることができます。たとえば血液の中に人間にば障害分吸収の間に関係があるように，葉面散布液のPHと葉
にならない程度の放射性のナトリウム(Na)を注射し，面からの謹分吸収との間には関係があることがわかり，
注射した部位IこガｲガーｶｳﾝﾀーをあてておけI軸確葉面施肥を合理的にやるには散布液のPHも矯正した方

－18－－
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がよいことがわかりました。

（副苗木の養分の移動についての実験

一一苗木が発根する場合，苗木のどの部分の燐が根

に移動するかについての実験一一

筆者は同室の藤田技官とともにスギ苗を水耕栽培して

その水耕液中に燐のラジオアイソトープP32を入れ，苗

木にP32を吸収させたあと，根元より切断して，それを

再び養分を全く含まない蒸溜水の中に浸淡して，ちょう

どサシキのような状態で発根させました。そして発根後

の苗木をラジオ・オートグラフ(P32の出すβ線は写真

作用があり,P32を含むもの，ここでは苗木に乾板やブ

イルムをあてると感光する。このようにしてつくった写

真をラジオ・オーI､グラフといってし､る）をつくると苗

て主に苗長で格付され売買されており，下枝の発達のこ

となどは無視されているため，苗木業者は少しでも本数

をよけいとり，利益をあげようとして，下枝のことなど

考えないで密植して上に伸ぱLて，発根力の少ない弱い

苗木を作っている傾向が住を．にして見受けられ童すが，

錐者らの実験はこれに対して，いささか反省を求め、ま

た新しい苗木の規格作製に対して一つの指針を与えたも

のと考えています。

（3）化学分析への応用

アイソトープを用いて化学実験を行なうと，実験のス

ピードが著しく早くなり，能率をあげることが諸きる場

合があります。林業試験場の藤田技官はP準を用いて同

位元素稀釈法という方法により土壌の燐酸吸収係数を求

写真4（左）発根前苗木の下枝の部分のP32が上の方より，より多く根に移動していることがわか
（右）発根後る。また根の先端の生長点の部分にも燐が:集積していることがわかる。

木の上の方のP32は，苗木の伸長生長に使われるためかめる方法を確立したが，普通の方法でば化学操作で燐酸

あまり発根前の状態と変わりありませんが，苗木の下方を分離して測定するのに対して,P"は前述のようにガ
にある枝葉のP32は著しく少なくなって，発根に利用さリガリ･…..，バリパリとガイガーカウンターで測れるの
れ根の方に移動‘していることがよくわかり毒す（このこでやつ介な分劉繰作も不要で，他の物質が混在したま堂
とは，苗木を上位の枝葉，中位の枝蕊，下位の枝蕊にわで測定できるため,時間的には従来の時間の約'/4の時
けて,それぞれの部分に含まれているP32を測定しても間で実験がす票,実験能率を著しくたかめることができ
わかります)。ました。

苗木は苗畑より山に移植して始めて林業生産の素材とそのほか林業試験場の長谷川技官は林木の中にリグニ
して価値の生ずるものでありますから，苗木には当然発ンが生合成される過程，機構を炭素のアイソi､一プC'4
根力の強いことが要求されるワケですが，‐上述の実験結を用いて研究されているが，その成果の理解については
果より苗木の下枝は発根に重要な役割を果していること難解な専門的知繊を要するので今回は紙数の関係上省脇
がわかります。現在麓木は尺2寸とか，尺3寸とかいつする。

－19－
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装置されたC"よりだされるγ線を一定時間あてたのち

これらの苗木を育ててその性質を調べ，良い意味で変わ

った性質一一たとえば生長の早いもの，耐病性のあるも

の.などを選びだすのです。わが国でこの種の咽焼が行な

われているのは林業試験場だけで，しかもまだ緒につい

たぽかりですが同場の岡田幸男技官はγ獅昌射最を決定

して，大規摸な実験の基礎資料を得ています。

（2）γ郷圖射による木材

ナイロンやビニロンのような化セン生地に放射線をあ

てると，耐熱性が瑚加して熱に弱かったこれらの生地の

欠点をある程度蝿正することができることが実験的に認

過られてい童す。これと同様にもと林業試験場の堀岡技

官（現農工大）の手によって，合板や集成材などにγ線

をあてて；接着力を強いたり，耐水性を増したり，接着

剤の老化を防ごうという実験が行なわれており，すでに

耐水性を強いることが実験的に確認されています。

③γ繩圖射による木材の内部検査

また同場古谷技官により，携帯用のγ郷§器を考案し

て，木材の品質鑑定を立木のま蓑行なおうというアイデ

ィアも出され，すでに予備的実験が行なわれてい童す。

これはレントケン写真と同様に立木にγ線をあて，立木

の裏側にX線フィルムを装置しておいて，写真をとるの

ですが，もし立木にクサレや空洞などの異総があれば，

ちょうどわれわれが定期検診で受ける胸部のレントケン

写真のように写るので，ことさら木を伐倒しなくても木

の内部にある欠点が立木の重まわかるわけです。
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写真5アカマツ苗の栂のP32のラジオ．オートグラ
ブ菌根の部分がとくに光っている。

蕊5はアカマツの根にP32を吸収させたラジオ．オ

ートグラフで，惹根（ミコリーザ）に相当する部分が燐

をよく吸収していることがわかります。このようにアイ

ソI､－プは根の生理磯能の研究にも大きな役割を果すも
のと考えられます。

照射法によるアイソトープの利用

われわれの生活に直接つ厳がる卑近な例からまず申し

述べ篭しよう。2，‘3の例をあげると，食べ物たとえ砿

ジヤカイモや魚のサシミなどの食品にコバルト60(C'0)

という強烈なγ線をだすアイソ1,-プを適当量あてると

腐敗菌やカビなどが死滅して腐り寮せん。このようにコ

バルト60は食品を熱などを加えて変質させないで，した

がって風味も変えないで長期に保存させることができる

わけです。I寓らないサシミなんてちょっと気持悪く感ず

る人もいるでしょう。

次に林業林学領域での照射法の利用場面について、林

業試験場の研究を中,鴎にして述べて桑たいと思い蓑す。

0)γ線照射にゑる育種

林木やタネにγ線をあてて突然変異を起させ，性質の

よい新品種を造ろうとする方法です。これはガンマーブ

イールドγ－Fieldと呼ばれるスリ鉢状の円形の装溌(こ

れは日本でも茨城県大宮町にできた直径100mにも及ぶ

ものです）に苗木やタネをおき，円形装置の中心部に

嚇記〕

本稿は編集事務局より新春の軽い読物風に書くよう

にとのことであったので；用語の説明などに学問的に

は多少正確でない点もでてきたことをご了承下さい。
（筆者・林業獄験場）

へ

一

▽

；おII知!;ら髄せ;一
ー

林業手帖1962年版

○今年もお買い上げいただきありがとうご

ざいました。

○お申込殺到のため売切れましたのであし
からずご了承下さい。

○来年は予約期間中にお申込ふ下さい。

＝ー
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根粒菌(豆科肥料木・草）

の利用

植村誠次

Iはじめに

豆科作物は原始産業時代からすでに農業上重要な作物

の位置を占めており，特に本作物が潅地漣も良く生育し

地力を増進させる力のあることは，古くは紀元前のTh-

eojnrastus(370-285B.C.)の書物にも記載されてい
る。しかしながら根に粒状の形成物.(根粒）が見られる

ことは，16世紀の中頃から注目され,Malpighi(マルピ

ギー：1687）がこれを一甑の虫痩として報告して以来多

くの学者の注目をひくに至った。一方豆科作物が空気中

の窒素を利用することについての実験は,Boussingault

（ブツサンゴール：1860）以来多数の学者によって行な

われ，その結果豆科植物が根粒内において，特殊の微生

物と共生することにより，遊離窒素の同化を行なうこと

が次第に明らかにされてきた。

1888,Beijerinck(バイエリンキ）が豆科植物の根粒

から，根粒菌の純粋分離に成功して以来，豆科作物ある

いは緑肥作物に対する根粒菌の実地利用の問題は，農学

者，栽培学者の注目するところとなり，現在では豆科作

物についての根粒菌の接種は，作物の収量の増加の象な

らず品質の向上にも著しい影響を与え，経済上多大の利

益をもたらすものと熟なされるに至っている。

林業では，飼I畔ﾄ木あるいは被覆作物として，これ蚕

でいろいろな豆科樹木（ニセアカシヤ，アカシア，ハ

ギ，ネム，イタチハギ，エニシダ，クズ属等）および緑

肥作物が用いられており，しかもこれらは，多くの場合

きわめて立地条件の悪い禿縫地，清悪林地，砂丘地等に
揺種あるいは植栽されているにもかかわらず，その多く

は経済性に乏しい樹種に属するたぬか，根粒菌の接種に

関する問題はほとんど考慮されずに過ごされてきた。

簸近九州，瀬戸内地方の暖地では，肥料木のうちでも
アカシア属の樹種（モリシマアカシア，フサアカシア

等）が，婿地，禿擁地における短伐期林業の経済的対象

樹種として広く取入れられようとしており，とくに養
苗，あるいは造林に際して，これらの根粒菌を接種する
､ことば，健苗の養成およびその後の成長促進に著しい効

果をもたらすことが明らかになってきたので，豆科肥料
木に対する根粒菌の実地利用の問題は，いろいろな点で
多大の関心を呼ぶようになってきた。

私共の研究室でば，過去10カ年にわたる，アカシア属

を含めた豆祁肥料木根粒菌の接種試験を行なって来た

が，その一部を紹介して参考に供式ることとする。

Ⅱ豆科根粒菌の種類

豆科植物は，催とんど世界の各地に分布していて，そ

の種類も450余属，12,000種類が知られており，その多

くは根に根粒を形成している。

これまでに約1,200種の豆科植物について根粒の蒲否

が調査されているが，その約10％は元来根粒をかくもの

と報告されている。本邦でも，カワラケツメイ，ハカマ

カズヲ，ハナスオウなどがこれに属するものとされてい

るが重要な豆科作物あるいは豆科肥料木は，いずれも根

粒を形成し，その清香のいかんは，寄生植物の成長と密

接な関連を示している。

これらの根粒内に生息している細菌類は，豆科樹位菌

あるいは単に根粒菌と呼ばれ，いずれもリゾピウム

(Rhizobium)属の細菌に属するものとされているが，

いくつかの種類がしられている。細菌学的にも，いろい

ろの見地から分類されているが，主として実用的見地か

ら，次の交互接種群による分類方法が採用されている。

1．交互接種群

交互接種群とは，異なる種類の間で，お互いに根菌を

交換しても，根粒を形成することができる植物群を示す

ものであって，その主なものは，第1表のようであ為。

第1表主なる交互接種群

群交互接種群 ’ 包含される主なる植物名

第'群|熟ﾌｱﾉﾚﾌ|甦皐ｱﾙﾌｧ，ｽｲーﾄｸﾛー
蕊2群|ｸﾛーバー類|調銘塗墨ﾒｸ芽，グリム
｜ﾆﾝドｳ類|弾ドｳ，ｿﾗﾏﾒ，レン'ﾝソ第3群

第4群|インケ額|ｲﾝｹﾝ類
第5群|ﾙーピﾝ類|各種ﾙービﾝ,ｾﾗデﾗ等
第6群|ダイズ類|ダｲズ,青刈ダｲズ等

カウピー，

第7群カウピー類ハギ，エニ
シァ類

アズキ，落下生，クズ
シダ、ネムノキ，アカ

以上の侭かイタチハギ，ニセアカシア，クララ，ミヤ

コグサ，ダーレア，ムレスズメ，レンゲ等も独立した群

に属し現在25種内外の群が知られているが，1群から6

群に属する根粒菌の梁が種我を明らかにされているにす

ぎない。なお交互接種群による分類方法は，まだ完全な
ものでなく，一方の種類の根粒菌の象が他の種類に根粒
を形成しうる場合の報告も見られている。

2優良（有効）菌株と不良無効）菌株

I司一種類の根粒菌，たとえば同一母樹の，あるいは同
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じ種類のニセアカシアから分離された根粒菌の中にも，

寄主植物との共生による窒素固定能力のきわめて大きな

優良（有効）菌株と，ほとんど固定能力のないか，ある

いは寄生的の作用しかしない不良“効）菌株とがあ

り，薑た同一交互接種群の植物間においても，ある種類

についての有効菌株は，他の植物については無効菌株で

ある場合も報告されている。したがって接種に用いる根

粒菌は，原則として信用ある配布先より入手したその寄

主植物の優良菌株を用いることが必要である。

Ⅲ根粒菌接種の必要な場合および接種方法の種類

現在農業においては，以下のような条件の土壌では，

根粒菌の接種が必要とされている。

1．かって同種作物または交互接種群の1種が栽培され

ていなかった場合

2．事前に栽培された同種作物の根に十分な根粒形成が

見られなかった場合

3・休閑跡地あるいは非豆科作物を取入れた輪作跡地

4．不注意な取扱いを受けて過度に掠奪されている土壌
あるいは不良条件を是正した跡地（薬剤殺菌等の行な
われた土壌等）

これらのことは，豆科肥料木の場合においても当然あ

てはまることと考えられる。なお土壌条件の比較的よい

農地では，一度同種の豆科作物が栽壗されると，その後
7～8年間ぐらいは，それらの根粒菌のかなりの数量が

残存している場合も報告されているが，土壊条件の悪い

播悪林地では，早い場合は1～2年以内で大部分の根粒
菌が死滅するものとされている。したがって土壌条件の
不良なところで肥料木を養苗または植栽する際は，その

つど優良根粒菌を接種することが必要と考えられる。
根粒菌の接種方法も，般初は同種作物を繰返えし植栽
した場所から保菌土錘を客土するとか擶種の際に種子と
混ぜる土躍接種の方法が試承られたが，本方法は有害混
虫，雑草の種子，カビ類，細菌等の病原菌の移入を菫ね

き，多大の労力を必要とし，かつ接種効果も一様でない
場合が多いので，これに代わって大規模に，経済的にか

つ容易に実施しうる人工培養根粒菌の接種が行なわれて
いる。

なおソビエトでは，根粒菌の人工培養が需要に応じき

れないた麺，豆科作物の根系を貯蔵し，次に同種植物を

栽培する際接種にこれ遥使用している例も見られている

Ⅳ根粒菌の分類方法ならびに主な人エ培養根粒菌
の種類

その分離方法はだいたい次の方法で行なわれている。
寵ず苗畑から，成長おう盛な目的とする樹種の苗木を
数本選び，それから新鮮でかつ充実した根粒を採集する
(多くの豆科植物の根粒は,一年中を通じて寄主植物に
形成されているものでなく，開花結実以降になるとその

多くは崩壊をきたすものである。肥料木では7月下旬が
ら8月上旬頃採集するのが望ましい)。採集した根粒は

表面を十分消毒して，内部の根粒菌を含んだ組織を無菌

的に取出し，試験管中の溶融寒天培地（40～45°C)に移
して，培地と十分混んじた後，培地をシャーレ（平皿）
に移す。シャーレは20°Cの定温器中で偏平培泰を行な
う。’～2週間経過するとシャーレの寒天培地に根粒菌

，繍議謎慰緬圃由鶴皇錨職鍾鐸_“"溺鰯
写真1各種噛譲根粒菌

A:試験管培養L:液体j音養,S:間体培泰

の集童り（聚落）が点状に発生するので，この中から適

当なものを選んで試験管中の斜面培地に培謡して原菌と

する。以上の方法によって同一樹種について，いくつか

の系統の根粒の元菌が得られることになる。な鯖根粒菌

の分離用培地としては，普通酵母水浸出液マンニット寒

天，土壌浸出液マンニット寒天，確酸塩マンニット寒天

等が使用されている。

次に，分離した各原菌のうち，どれが優良根粒菌であ
るかを決定するため，無菌的に発芽させた寄主植物にそ

れぞれの原菌を接種して，菌の接種効果を洲査する。接

種苗の発育状態および根粒の形成状態等から判断して優

良菌株が決定したら，これを種菌として保存し，必要に

応じて移植培養して配布に供するわけである。

2．人工培譲根粒菌の種類

現在，試験管（寒天)，液体，固体の三つの培誰の形

が知られているので，これにつも､て簡単に説明すると，

a・試験管（寒天）培養根粒菌

毅も普通に用いられる培養根粒菌で，試験管中の斜面

1.出根粒菌の分離方法

接種に用いる根粒題は，必ず窒素固定能力の大きい優
良根粒菌を用いるべきであることは，すでに球べたが．すでに述べたが，にし大製沃蕊梵に荘潅嵐を蕊義したもめてある。（写真
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1．A参照)。接種には培養後3カ月以内の新鮮なものを

用いることが好ましい。

b.液体培養根粒菌

液体培地に根粒菌を培韮したもので，普通瓶に入れて

配布されている。大きなタンクの中で多量培義した後，

小瓶に分注する場合と，小瓶の中で最初から振霊培養す

る場合とが見られている。筆者の研究室では，後者の方

法により，約300cc入の液体培養根粒菌を製造している

（辱真1･L参照)。液体培泰根粒菌は，拭験管培蓋の

ものに比べて，菌の死滅が早く，また雑菌，ファージ等

にも犯され易いので，冷蔵庫に貯蔵しておいて，できる

だけ早く使用することが望ましい。

c・固体培養根粒菌

外国では，泥炭と土の混合物に，根粒菌を接種培養し

た粉末状の根粒菌が，缶あるいば袋に入れられて市販さ

れているのが見られており，また，この種のものには液

体培養した根粒菌を，その菫ま粉末にした乾燥根粒菌も

いちおう考えられるが，いずれにせよ菌の活力，保存期

間等が製法よってかなり違うので,本邦では試験的以外

には臆とんど製造されていない（写真1･S参照)。

ニセアカシア，アカシア属，クズ等の種子は,a,b,c,

いずれかの方法による。エニシダ，ハギはaの方法で2

分間位の発芽侭堕を行なう，ネムノキ，イタチハギの種

子については普通発芽促進は行なわない。

b.栂泣菌の接種方法

以上発芽促進を行なった種子は，十分水を切った後根

粒菌を接種する。

試験管培養根粒菌を接種する場合は，試験管中に小量

の水（5～10cc)を入れ，割箸等で十分菌体を掻き落し

種子の容蹟の10％程度の均質な菌液をつくり種子に接種

する。豆科作物では,0.1haに播種する種子量に試験管

1本分の根粒菌が接種されているが，肥料木の種子につ

いては1Zの種子について2本程度の接種を行なうのが

安全である。

液体培義根粒菌の場合ば,1Zの種子について15cc程

度の根粒菌液で十分で，接種方法は試験管培黍菌の場合

に準ずるが，できるだけ菌液を薄めて使用すること力窪

ましい。

2．稚苗および山出し苗の接種

多避の窒素施肥のためあるいは土壌殺菌を行なった等

のため,稚苗に十分な根粒形成が認ぬられない時は,梅雨

時の移植の際,根粒菌の篭種を行”ことが望ましい。
苗商10cm位ら溌苗ならば,試験管培養の根粒菌なら
1Zの水に2本分の，液体培養根粒菌ならば1Zの水に

30ccの根粒菌をとかして300本程度の接種に使用する。

また，山出し苗の根粒形成が十分な場合も，根粒菌の

接種は，いちおう考慮されねばならない。この場合はバ

ケツ－杯(20Z)の水に,液体端義根粒菌1瓶(300cc)

を加えて十分まぜた後，苗の根を浸演する方法が便利で

あって，1瓶で300本内外の苗に接種する。

以上接種の怒った種子あるいは苗の根は，できるだけ

直射日光を避けるようにし，また播種,植栽に当っては，

種子や根に直接肥料が触れないように注意を要する。

なお，その他の土壌条件が不良な場合には，事前にそれ

ぞれに応じた土壌改良（酸度の調節，肥料あるいは有機

質の施用等）を行なうことは，根粒菌接種の効果の完全

を期するために特に重要とされている。

一

V豆科肥料木根粒菌の接種方法

豆科肥料木は，豆科作物と異り，多年生でかつ義成さ

れた苗木は，きわいて立地条件の悪い場所に造林される

ことが多いので,種子接種の他に,稚苗,山出し苗に接

種することが必要な場合も見受けられるので，これにつ

いて簡単に記載する。

1．種子接種

a・肥料木種子の発芽促進

肥料木の種子の多くは硬粒種子に属しているので，播

種前に発芽促進を行なう。

a.80｡Cの熱湯中に10分内ﾀ罎漬する。

b.種子の約倍遼の沸騰湯に冷却するまで浸演する。

c、種子が浸演する程度に市販の機硫酸を加えて2分

間放置し，少量の水を加えて90｡C以上に2～3分

間位発熱させた後，多量の水を加えて冷却し，種子

は十分水洗する。

負

ム

、

第3表掃種後2年6カ月後における

フサアカシア成長比較
第2表モリシマアカシア根粒菌接種試験結果

（播種後103日目）
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な洪水防御一辺倒の水政策はとれない。エジプトでは，

国民の95％，農耕地の97％がナイル川の長さ1,000km

の細長い流域に集中して，ナイルの水に頼って生きてい

る。このエジプトの死命を制するナイルの水の6/7は青

テイルの水である。青ナイルの水源地帯はエチオピアの

アピシニア山地で，毎年5～6月頃，季節風による多量

の降雨があり，これが7月になるとエジプトに洪水をも

たらす。エジプトは砂漠気候で，この洪水時以外に水は

得られないので，洪水の水を利用して農作物の植付を行

なう。洪水を防ぎながら農業用水を確保するという水政

策がとられる。年により，洪水が大きすぎると水害によ

る死者を生じ，洪水が小さすぎると植付不能となって餓

死者を生じる。中共の場合はもっと極端である。黄河流

域地帯の降水量は年間約500mmであるが，そのほとん

ど全部が7～8月の数月間に降ってしまう。中共黄河地

帯は一年中干越でその間に短期間の大洪水期がはさまっ

ているといえる。黄河のようないちだんとものすごい広

範囲の大洪水になると，エジプトの場合のように，洪水

時の水を利用するという余裕はない。生命の安全を確保

するのが精一杯である。ナイル川の洪水は7月から9月

まで続く。いずれかといえば緩慢な洪水であるが，黄河

の洪水は短期的で苛烈である。この差は，黄河の場合は

流域全体ことにオルドス地帯の極度の荒廃に対し，ナイ

ル川の場合は幸運にも水源地帯のアピシニア山地に古来

文明人が住主なかったため森林力&完全に保全されたこと

による。エジプト，中共のごとく降水瞳が少なく，しか

も季節偏差のほなはだしい地域でば，洪水時の水を一時

貯水して渇水時に利用する施設がぜひとも必要となる。

水利センターとしてのエジプトのアスワンダム，黄河の

三門峡ダムはこの目的のため建設されている。これらの

ダム院水池は治水利水両施設を兼淑る。

日本は降水量潤沢で，乾燥国に比べれば年を通じて降

水に見舞われるので，洪水時の加ま有害水として一時も

早く流去せしめ，利水用の水は洪水時以外の降水に求め

得た。そのため日本では治水と利水は別物のごとくに考

えられがちである。しかし水に恵まれた日本も近時の急

激な水需要増加のため，時間的，地方的に水不足を告げ

る場合がしばしば生じるようになってきた。たとえば，

時間的にば，東京都のごとき大都会では年煮渇水→洪水

→渇水と時を接して襲来し，地方的には'評本は洪水
九州ば渇水というような事態が年,々顕著になってきた。

さらに近時は工場集密地帯の工業用水が不足し，地下水

汲上げによる地盤沈下を起し，工業立地の良否の鍵は工

業用水の供給が可能であるか否かiこかかってきた。そこ

で，日本でも，過剰時過剰地域の水を一時貯溜してこれ

を渇水時渇水地域に計画的に供給することが必要どな

る。

Ⅵ根粒菌接種の効果について

豆科作物の根粒菌接種の効果については，これ童で内

外を通じ多数の報告例が見られているが，豆科樹木につ

いてはほとんどその例が見受けられていないので,筆者

等が昭和28年以降，主としてアカシア属樹種について実

施してきた接種試験の2，3の結果を示すこととする。

昭和30年，岡山県玉野市郊外の花崗岩を基岩とした禿

瀧地土壌を材料として,鉢試験により,モリシマアカシア

の種子接種試験を実施した結果は第2表のようである。

引続き昭和33年3月，同現地で，フサアカシアについ

て根粒菌接種によ石直播造林試験を実施したが，鐇種後

2年半を経過した昭和35年10月における，各試験区のフ
サ軒カシアの成長状態は第3表のようである。

両試験結果を通じて，接種区のアカシrは，揃ってお

う盛な成長を示しかつ根には著しい根粒形成が認められ

ているのに反し，無接種区のものは成長悪く不揃いで，

大小の差が著しくかつ根には根粒形成を欠いているもの

が少なからず見受けられた。なおこのほか，いろいろな

点で，接種区のものは，無接種区のものに比べて，諸害

に対する識力が強いように伺われた。

嘩者林業試験場）

一

へ里

治山事業と拡水法

武藤博忠

《
・
〆

1．治山事業と拡水法

日本は水に恵まれた国である。年間平均降水量1,650

mmであるから，日本列島に供給される水避は年凌6,000

億tである。このうち，蒸発により雲消霧散するものを

1/3としても，河川の流量は地表流下，伏流水，中間流

を合わせて4,000{"tあるわけである。これに対して現

在の水の利用量は大きく見積っても2,000"t位と推定

される。しかも，2,000億tのうち半分以上は落差のエ

ネルギーだけを利用する水力発電用水であり，水を真に

消費する農業用水,都市用水,工業用水は合計約750億
tで，年間としてみれば，余裕のある水利用といえる。

日本に与えられた水文状況が水利用の面からは恵まれ

ていたため，古来，日本の水政策は洪水防衛に重点が置

かれ，ことに明治中葉以降は，過剰な水を，無害に，速

に捨てることを目的とする高水工事（河川改修，堤防，

分流等）が汎行された。降水量の少ない国ではこのよう
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2．水の貯溜

水の利用の上からは，降水通は年間を通じてコンスタ

ントに近いことが望ましい。降水量の季節的偏差がなけ

ればさまで多量の年間降水塾を必要としないし，寒冷地

帯では多雨はむしろ有害である。もし年間を通じて均等

に降水があれば，日本の年間降水量は現在の1/3で十分

である。イギリスの気候は温暖，冷凉，均雨であるとい

われるが，イギリスの林業委員会の報告によると，「年

雨風が750mm以下の少雨地帯は農林業に適するが，

11000mm以上は適さない」といいきっている。

日本の降水量の季節的偏差は，エジプト，中共に比す

べくもないが’それでも，かなり大きい。これは天与の

条件であり,現在のところ人力で侭いかんともなしがた

い。しかし，いったん，地表面に到達した以後の水，す

なわち，溪流河川の流逓は，人力をもって，水利用に都

合の‘よいように，ある程度操作可能である。すなわち，

｣重流地帯で過剰水時の水の一部をある期間貯溜し，これ

を後腫徐為に放出して水の有効利用に資するわけであ

る。古来，この操作を天然に行なってきたのが森林で，

これを森林の水源酒義機能と呼募。森林と同様に水をあ

る期間貯溜する近代的，土木的，治水利水施設がダム貯
水池である。

過剰水時の水を一時貯淵して渇水時に放出する施設と

して森林とダム貯水池とは共に顕著な機能を発揮する

が，それらの機能にも限度がある。日本のごとき文明国

で,森林面積率が65％というのは世界的にまれである。

これらの森林は現在の施業法からみて，満度に水源酒養

機能を発揮してはいないが，ともかく，森林は面積的に

は十分に保存されている。それにもかかわらず，年盈莫
大な水害に見舞われる現状から，森林のみでは洪水を防
ぎきれぬことを卒直に認めねばならぬ。ダムの働きにも

無論限度がある○けうの降雨時にはその操作を誤まれ

ば，上流また朧下流地帯の水害を激化する場合もある

し’また,適当なダムサイトはなかなか得られない。将

来，治水利水の目的から多くの大ダムが築造されるであ
ろうし,また森林も整備されるであろうが，それでも洪
水被害を絶滅することは困難である。そこで，第3の水
の貯溜施設として，近時研究され始めたのが本稲の目的
である拡水法である。

3．拡水法

拡水法は地上の水を人工的に地下に導入して洪水ピー
クを軽減するとともに，地下の中間流，伏流水を潤沢に

し，また地下水の水頭を高めることによって利水に資す

るものである。氷を地下に導入する方法により次の四つ
に分類できる。

（1）参透法これは土堰堤その他簡単な土木的工作物を

適当なサイトに設置して流水を留止することにより，流

水の地下への謬透量を増加せしめるものである。このよ

うな堰堤はDetentiondam(阻止堰堤）と呼ばれる。

②氾濫法これは一定の流路を流れる水を山腹斜

面，扇状沖職地等に氾濫せしめて鯵透せしめるもので，

原始的な方法である。

（3）溝渠法斜面の水路を，故意に迂回させて水路の

距離を長くすることにより鯵透量を増加せしめる。

④竪穴法もし地表表層部付近に不透水層があれ

ば，竪穴によってこれを突き破らねばならぬ。竪穴の深

さは数10mに達することもあり，最も経饗のかさむ方法

である。

拡水法という言葉は故平田徳太郎博士が最初に使用さ

れたのでspreadingの訳語である。アメリカでは初期に

は氾濫法が行なわれた。これは文字通りspreadmgであ

り，拡水であり，山本荘毅博士は分散珍透と訳してい

る。のちに行なわれるようになった，(1)(3)側の方法は言

葉の上からは拡水または分散謬透というのは当らない。

「地下水の人工滴養」と呼ぶ人もある。しかしだいたい

において(1)(2)(3)㈱とも広く拡水と総称されている。

本稿の拡水も無論広い意味の拡水である。

拡水法が古くから研究され実用に供されているのはフ

ランスとアメリカである。拡水は治水利水両面の効果を

発揮するが，フランス，アメリカ共に洪水より渇水に悩

む国柄であるので，拡水の目的は農業用水，工業用水，

都市用水の狸得が主眼であるため，拡水法は下流地帯で

行なわれ，地下水頭を高めて，経済的にも技術的にも地

下水汲あげに便ならしめることに努力が向けられてい

る。フランスのデユーロンス川，アメリカのロスアンゼ

ルス地方の拡水は代表的なものである。

日本で拡水法を実施する場合，利水上の要請もあるが

世界有数の水害国である国柄を考えれば治水に重点をお
くべきであろう。治水に重点をおくならば，拡水施設は

下流地帯よりも上流水源地帯に設置されるべきで，した

がって治山事業の一環として実施されることが最も望ま

しい。下流の巨大な土木施設ではなく，水源森林地帯

に，小規模な拡水施設を要所要所に設簡すれば効果的で

ある。

水を貯溜する場合一地上貯溜でも地下貯溜でも一下流

に貯溜するよりも上流に貯溜する方が有利である。同じ

量の貯溜水でも簡所の水は低所の水に比して落差のエネ

ルギーをもっており，それだけ価値の商い水であるのみ

でなく，高所の水は状況によってば他の渇水流域に容易

に分配することも可能である。他の条件が同じなら水は
高所に貯溜すべきものである。また将来地価の高い下流
地帯に容易に大貯水池散を狸得することは当然困難とな
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るので，上流地帯，それも地下への貯溜が促進されるこ

とになろう。

続き,11m以下は再び粘土分を増し，滞水が多くなっ･て

いる。そこで本試験は地表下6mから11mまでの巾の地

層に拡水せしめ，そのレー1,を求めるわけである。

昭和33年10月下旬からこの竪穴に注水を開始した。初

期には注水量を期減したことがあるが，10月末ごろから

翌昭和34年6月はじめまで,毎日，鐙大競460m3を連続

注入した。その期間の注水量は，ほぼ，8..2万XnSであ

って，その水量は注入と同時に拡水鯵透し，まだかなり

の余裕があることが魂められた。

昭和34年夏期は注入を行なわず，11月27日以後再び上

記同様に毎日約600m3の注水を継続し，昭和35年4月

に中止するまでの総蛾は,R.8万In3で，合計純17万

In3が拡水惨透したことになる。

しかし拡水レートは無限に維持されるものではないこ

とは本試験においても示された。すなわち，きわめて緩

慢ではあるが，昭和34年になるとj拡水レートが低下し

ていくのが認められた。拡水レートの大きい地個でも，

その容水量が漸次みたされていくわけである。竪穴の水

位でみると，昭和33年12月頃は注水量一時間20m3,日

量480～500mﾖに対し，水位は4.6m内外であったもの

が，注水継続の結果，34年5月頃には,8m内外まで上

昇し，さらに35年3月頃には9mに達した。

赤城山の拡水試職は，わが国最初の拡水法の実験であ

るが，その効果は予想以上に大きいものと思われるので

あり，多雨地帯はもとより，瀬戸内を中心とする温暖乾

燥地方においても，拡水法の実施が，治山治水利水の全

般から考えて肢も良好な結果を招来するものと思われ

る。拡水法は気候，地質の相違により，それぞれの地方

で適当な拡水方式が考案されねばならぬ。従来，水源地

帯の水の貯溜は森林の水源酒養機能のみにたよっていた

わけであるが，それの補助ないし増強手段として，拡水

法が治山事業の一環として実施されることを希望するも
のである。

4．赤城山の拡水試験

以上の察情を考慮して，水利科学研究所では，昭和33

年，赤城山に拡水試験地を設け，昭和36年上半期までに

一応のﾀ嘩を終え，目下取まとめ中で，近く詳細な報告

書を林野庁に提出する.が，報告書を十分ご検討の上ご批

判を賜わりたいが，試験の概要を紹介すると次のとおり

である。なお試験地の設定，試験施設の設置，観測等の

いっさいは武田繁俊氏指導のもとに前橋営林局治山課の

諸氏の協力を得て実施された。

試験地は群馬県利#認K利根村大字砂川（赤城山北面，

標高1,100m)で，試験の目的は山腹の地表流下雨趣の

多い場合，適当な地点で拡水法を行なってその一部を安

定した地層内に留保することにより，洪水ピーク流通を

低下せしめるとともに中下流地帯の地下水を補給するに

ある。また林木に対し地下潅水の効果をも期待し,てい

る。研究結果ほ実際に応用しうることを目標としてい

る。

この目的のため《)謬透法伺竪穴法的ポーリンク．

穴による試験㈲湧水観測㈱電気探査を実施した。《）

と(ﾛ)について説明すると次のとおりである。

《）鯵透法，従来の谷地形のところ（集水面蔵8.4ha)

に土埴堤（高180cm)を設けて簡易な貯水池（容獄約

110m3)を作り自然降雨による地表流下水を貯溜して鯵

透を促進する。自記水位計を設蔽して謬透レートを測定

する。

この施設設置後5回の大雨があり，いずれも放水路か

ら溢水した。計算の結果，降雨瞳が100mmならもう，

ヵ所,250mm(洪水出現限界）ならさらに5カ所の同

様施設を設置すれば全地表流下鐙を鯵透せしめることが

できる。また’ヵ所なら,100mmの雨なら1/2,250mm

の雨なら’/5の地表流下量を浸透せしめうる。

③竪穴法《)と地層的に関連するやや下方の地点に

深さ12mの竪穴(逆井戸)を堀り，随時任意量の注入を行

なうことにし，これに送水管,自記水位計を装備した。電

気探遊の結果および地質調査の資料によれば，この地帯

の地圃状態は地表から6m位までは粘土分の最も多い主

として「コピ」層で惨透能は零に近い難透水層である。

それゆえにこの地帯では，溶透法，氾濫法，溝渠法は採

用できない。地表部の難透水層を突き抜いて深部の惨透

能の大きい地層部にまで地表水を到達せしめるために竪

穴法によらねばならぬ。この地帯は地表下6m以下にな

ると急変してやや荒い砂と礫との固結層となり，渉透

能，透水能共に大きく，したがって拡水レートもはなは

だ大きい。この拡水レートの大きい地層は地下11mまで

へ男

《
一

5．エ学的効果の経済効果への換算

拡水法を広く普及するたあには,拡水施設の効果を経
済的に評価せねばならぬ｡赤城山の試験の場合,直径約2

m深さ12mの竪穴に，日鐙400～600m3の水を8カ月継続

注入し，4カ月休止して,さらに8カ月継続注入して,なお

余裕があるのであるから，拡水法の効果は明瞭である。

しかし，治山事業の一環として拡水性が採用されるた

めには，拡水施設に要した費用と，それにより得られた

効果とを比較検討せねばならぬ。この場合の効果は，ま

ず，工学的の効果を求め，さらに，これを経済的効果に

換算せねばならぬ。たとえば，○○haの集水地に○○

mmの降雨があった場合，拡水施設によりそのなん％

が鯵透，透化されるかということを算出する。これが工
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学均効果である。つぎにこの工学的効果は治水，利水に

どれだけの好影響を及ぼすか，どれだけ，洪水，渇水を

緩和ずるか，その効果は金銭に換算すればいくらになる

か，ということを知らねばならぬ。

拡水の場合に限らず，工学的効果を経済効果に換算す

ることは，すべての公共事業，公益事業の計画立案の基

礎となるべき事頃でああ。水利科学研究所では，この問

題解明の端緒を得るため，昭和36年度から「治山事業の

経済効果の算定」という研究題目で応用研究費により着

手している。ダイナミック・プログラミング，多段ハイ

ドログラフ.オペレーション・リサーチ等の近代数学を熱

入して，問題解決に新機軸を出したいと努力している。

（筆者氷利科学研究所長）

木材の小量成分

中塚友一郎

一鋼鉄の硬さ－

つい先日までは籍い暑いと開衿シャツでいたのに，昨

今は雨でも降ると火鉢がほしくなった。この原稿も火鉢
のそばで書いている。1月号にのって読者のお手許に届

く頃憾，コタツにもぐりこみ，木炭なしではいられなく

なる。近頃は暖房炊事も木炭一辺倒ではなくなってきた

が，それでも家庭で使う木炭の鐙は莫大である。この家

庭用に対して工業用があり，前者の方は単純であるが，
後者の方となると多種多様である。製金鉄,製薬,印m11,
化鮭品など，こんなことにまで木炭を使うのかとびっく
りすることがある。製鉄をのぞいてみよう。鉄鉱石，コ

ークス，石灰石を熔鉱炉に入れ，熱風を送ってコークス

を燃し，高温にすると鉄がどろどろと出てくる。この鉄
が銑鉄である。主成分はもちろん鉄であるが，いくつか
の副成分を含んでいる。炭素が3.5％以上，燐が0.5％以
下，硫黄が0.1％以下といったところが標準である。燐，
硫黄の量は全体からみればわずかの戯であるが，この少
量の成分が銑鉄や銑鉄から作る綱鉄の品質に非常に影響

するので，極力少なくしたいのである。極度に燐，硫黄
の少ない銑鉄が必要な時は，石炭から作ったコークスを

用いたのではだめで，木炭を使う。できた銑鉄は木炭銑

といい，コークス銑とは区別している。

銑鉄はもろいが，熔かし易いので鋳物に用いられ，護

允鋼鉄の原料になる。銑鉄から綱鉄を作るにはいろいろ

,の炉があるが，要するに銑鉄中の炭素を追い出し，また

燐，硫黄などを除くようにするのである。鋼鉄の炭素量

は0.04～1.7％であり，燐，硫黄，その他は僅微哀跡で

ある。この僅かの炭素が鋼鉄の性質，従って用途をずい

分変えるものであって，炭素の少ない方が軟かく，多い

方が硬い。炭素0.25％以下のものが極軟鋼，0.5～1.0％

のものは硬鋼，1.0％以上のものは極硬鋼である。軟か

い方はねばりけがあり，トタン板，ブリキ板，釘などに

よく，硬いもの憾強いが，ねばりけがへり，引伸した

り，板にすること力灘しく，レール・バネ・刃物・工具

などによい。鋼鉄にニッケル，マンガン，クロムなどを

加えると特殊鋼ができる。加える元素の種類，麓によっ

て製品の品質，特徴は千差万別である。たとえば，ニッ

ケル1.5％，炭素0.3％のニッケル鋼は潴靭性，強度が大

で，低温でも強く,‘機械装置に広く用いられ，マンガン

0.4％，炭素0.25～0.35％のマンガン鋼は値が安く，ニ

ッケル鋼の代用となり，レールその他に用いられる。ク

ロぶ1.5％，炭素1.0％のクロム鋼は軸受用に賞用され

る。ニッケルとクロムの両方を加えたニッケル・クロム

鋼，たとえばニッケル2.6～6.0％,・クロム0.5～1.5％，

炭素0.2～0.4％のものはさらに強靭である。耐腐蝕性が

強く，さびない鉄もこのニッケル・ク戸ム鋼である。

炭火から特殊鋼まで話を移してしまった筆の勢で，正

月につきものの汁粉の味に触れたい。砂糖だけで調味し

たものは甘いことは甘いが味がちょっと淋しい。これに

食塩をほんの少量加えると味が生きてくる｡汁粉にご縁

のない方は奥さんか，同僚の女性にでもお尋ｵｭいただこ

う。近頃は甘味にご縁のない女性も多いから，この記事

は肯定して貰えないかも知れないが。

舌の微妙さもさることながら，目も面白い。紙を純白

に見せたい時は，漂白だけでは物足りない。青い染料を

痕跡程度加えると白さが増して見える。

鉄，汁粉，紙と三題話にもならないことを書いたが，

少量成分が以外な働きをすることを書いたつもりであ

る。さて，それで木材の少鼠成分はどんな働きをするも

のであろうか。本論はこれからである。

愛1噸輪
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－1万分の3の成分一

ヒバ材･のよい点は耐街力が強いことであり，この耐朽

力は材中の糖油のためである。それでは精油はどのくら

い含まれているかというと，1％内外に過ぎない。この

精油の全部の成分が毒性に強いというわけではない。酸

性の成分が特に毒性が強く，その瞳は精油中3％程度で

ある。1％の3％であるから，この強力な毒性の成分は

木材中0.03％（1万分の3）の存在量となる。精油全体

が毒性を示すとしても，1％ぐらいであるから，正に鋼

鉄の性質を左右する炭素量に匹敵する｡､鐙も灘性の強い

酸性成分とは具体的に朧何か。わかっているものをあげ

ると，戸ジン酸，カルパク戸一ル，嘩一ツヤプリシン，ヒ

ノ‘キチオール（β一ツヤプリシンともいう），β一ドラプu

ンといったものである。

マツヤニのことをロジンともいうので，ロジン酸はマ

ツヤニの酸と早合点しないでいただきたい。別物であ

る。カルパクロールはフェノール性の物質であり，魁の

甲（6角）に首や尾がついたものであるが，α一ツヤプリ

HO

HO

ジスチリン(ｷｼ物〃
■

Ⅲ○砦酬-剛-〈ご識
ピノシlレピ》一

’Ⅱ●側=側‐。W&
上pﾉ･;,ルピレモノメナILエーア'し

力､ソフニン

シン，ヒノキチオール，β－ドラプリンは7角の他の甲

で，トロポロン化合物である。あとに出てくる？一ツヤ

プリシンも同系統のもので，首の位腫が違っているもの

であることは式をゆっくりごらんになれば明瞭である。

β一ドラプリンはヒノキチオールの首から水素原子2コを

減らした形である。このような織造式を書くと嫌われる

ようであるが，椛造式などはむずかしく考える必要はな

い。林業家が林相図や林相写真でも見るような気で見れ

ばよいのである。

木曽のアスナロ材はヒバ材にくらべると耐朽力は少な

い（北島：林試蕊報，46号，1938年)。精油含量は0.1％

であり，糒油中の酸性成分の割合もヒバ材油より少な

く，さしもの毒性もあまり少量となれば効力が低くなる

わけである（藤田：林試研報，76号，1954年)。

アメリカ材で耐朽力の強いものはペイスギ(Thuja

plicata)とベイヒパ(Chamaecyparisnootkatensis)であ

る。ベイスギにはα一ツヤプリシン，β一ツヤプリシン(上

ノキチオール)，トツヤプリシン，7－オキシー4－イソプ

ロヒルトロポロンがある。総量は材中わずかに0.026～

0.78％に過ぎないが，これが耐朽力の源である。7=オキ

シー4-イソプロピルトロポロンは舌をかぷそうな名前で

あるが，β一ツヤプリシンに一つ－OHをつけ足した形で

ある。毒性はツヤプリシンより弱く，材中の瞳は0.01～

0.08％である。ペイヒバの方にはヌートカチン（材中

0'％）という卜戸ポロンだけである。この物も毒性が

強い。ペイスギと同属の本邦産のネズコ材にはヒノキチ

オールが存在している。

一一赤い信号一

次のような実験をして象よう。カラマツの心材の鋸屑

（鉋屑でも，マッチの軸木のようなものでもよい）にア

ルコールを加えて放置する。アルコールに色が少しつ

く。成分のごく少量がアルコールに抽出されたわけであ

る。このアルコール液をとって少量の塩酸を加え,次に

マグネシウムの粉を加えてみ､る。泡立つ，水素が発生し

ているのである。ここでアルコール液が赤くなっている

のに気づくであろう。実験はこれで終りで，至極かんた

んである。この反応をフラポン反応とか塩酸．マグネシ

ウム反応とか呼んでいるが，呈色（赤い系統の色)すれ

ば陽性（＋)，呈色しなければ陰性（－）である。エゾ

トド，ヒノキ,スギ,モミなどは陰性である｡陽性の時

は材中にフラポン類が存在すると思ってよい。厳密にい

うとややこしくなるから，ここではかんたんにしてお

く。それではカラマツのプラポン類は何であるか。カラ

マツが陽性であることは前からわかっていたが，1951年

に長谷川さんと白戸さんがジスチリンであることを確め

た。だいたい3％前後含まれている。ジスチリンはイス

ノキ(Dystylumracemosum)材から九大の西田さんと

近藤さんが見つけ出し，学名に因んで命名，榊造をきめ

たものである。これと相前後してアメリカで,Pewさん

がベイマツ（ダグラスファー,Pseudotsugalaxifolia)

材からも見つけ出している。タキシホリンともいわれて

いる。日本産のPseudotsugaは四国に産するトガサワ

ラで，これにも存在している（材中0.72％)。

カラマツ材を亜硫酸法でパルプ化しようとしてもどう

も具合よく煮えない。このSP(亜硫醍ミルプ）がうま

くできない主な原因は，材中わずかに3％程度存在して

いるジスチリン（タキシホリン）にある。この少量成分

のために蒸煮液が正常に働かなくなってしまって，パル

プができないのである。なお，そのほかにカツラニン

（カツラ材にあり，その名淀因む）も含まれていて（材

中0.3％程度)害をしている。溌初に書いた簡単な実験

が，こんなことを無言で示しているのであって，簡単な

ことでも意味する･ことは大きい。パルプ化を妨害するこ

－28－
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れらの成分も，土建用材にカラマツを使う時には，腐朽

菌の生育を阻害して,耐朽力を増す役割をしているから，

憎くいやつと目の敵にするわけにはいかない。

-KP株はあがる一

目下重要なパルプ原木であるマツも技術的には良好な

パルプ用材ではない。モミ属，1､ウヒ属のものがありあ

まれば，使わないであろう。砕木パルプ(GP)や亜硫

酸パルプ(SP)にすれば樹脂障害（ピッチトラプル）

が起る。樹脂障害とは，樹脂質成分が機械装置に付着し

たりして，パルプや紙の品質を損傷することで，パルプ
、

紙工場では大問題である。対策としては長期にわたって

原木を貯木してシーズニングする。忙しい世の中でこの

ような対筬ではやりきれない。またパルプをよく洗うこ

とであるが，費用がかかる。SPの場合にば樹脂障害の

ほかに，心材がエゾ，トドのようにうまく煮えないとい

う難点もある。これは材中にピノシルピンやピノシルピ
ン毛ノメチルエーテルといったフェノール性成分が存在

しているためである。含逓の一例は，前者が07％，後

者が0.7％である。フェノールとはベンゼン（例の亀の
甲）に一OHがついているものであって，この構造が分

子の中にあるものがフェノール性成分である。タキシホ

リン，カツラニンならびに上記の二成分がこの類である

ことは式を見れば明らかである。いったい，ピノシルピ

ンにしろ，樹脂にしろ，木材中にどのくらいあるのか。

こういった成分をひっくるめて見当をつけるには，木材

分析で定鐘するアルコール・ベンゼン抽出物の量を見る

のも一方法である。アカマツで2～4％程度,､カラマツ

で1.8～5.5％程度ある。この僅少の成分がパルプ技術

屋泣かせと唯驚くほかはない。もっともアルコール・ベ

ンゼン抽出物がすべて必ず障害になるとは限らない。た

とえば，エゾ・トドでは2～4％ぐらいあるが，無害で

ある。とにかく抽出物は油断がならない。

フェノール性成分や樹脂はアルカリに溶けるから，ア

ルカリ液で蕪首するサルフェート法(KP)では問題に

ならない。それどころかじゃまにされてきた樹脂質成分

がトール油となって取得でき，有用副産物となるのであ

る。トール油のことは本協会発行｢これからの木材利用」

に解説が出ている。つまりKP製造の場合陣カラマツで

もマツでも，そのほかどんな樹種でもOKで,KP工場
がどんどん贈加するのももっともなことである。

－宝探がしへの出発一

紙数の制限もあるので，その他の例は割愛するが，以

上で木材中の少量成分が木材の性質に大きく影響するこ

とはご理解できたと思う。

近時，林木育生の技術が進み，育種・肥培によって優

良な品種がすくすくと生長し，森林の生産力が蛸してき

たことはたいへん結溝なことである。育種・肥培によっ

て，具合の悪い少鐙成分をなくし，具合のよい少量成分

ば蝋すように育てることはできないものであろうか。農

業の方では味のよい果物確品樋改良と施肥技術で作り出

しているようである。この味となると少溌成分がきいて

いる。林木は超永年作物だから果樹とは同一にはならな

いが，研究は望ましい。

先に書いた木材のフラボン反応であるが，カラマツは

材料によって差があるようである。平井さんによるとグ

イマツは反応が陽性であるが，微弱であり，また干欣さ

んは満洲材中チョウセンカラマツは陽性，ダブリカカラ

マツは陰性としている由である（平井：北海道林業時報

38号，1941年)。カラマツ属は林木育種の好材料の一つ

のようであるから，各種について育種学的に化学的に徹

底的に調べてみたいものである。この方面の研究が全く

ないわけではなく，林業試験場その他で成果があがって

きている。

木材の少量成分の研究機運は世界的に高まってきてい

る。スエーデン，アメリカ，イギリス，ニュージーラン

ド，カナダなど諸所で盛んに研究されてL:る°この機運

を助長するものに医薬品探究のことがある。血圧降下

剤，ガソ治療剤などが非常な熱意で探がされている。そ

の対象には合成薬品もあるが，天然物すなわち植物成分

もある。入手できるものはなんでもシラミつぶしに調べ

ている。木材を見逃がすはずはない。宝はどこにあるか

わからない。探すよりほかに方法がない。樹木・木材関

係者の間腫探究者が多勢現われてほしいものである。も

ちろんどの方面の人が仕事をしてもよいことではある

が，このことをここで望む理由は次のように考えるから

である。木材成分を取り出して化学構造を明らかにする

といった事に止らず，その前とその後を関連させること

が望ましい。その前とは当該成分が環境でどう変わるか

品種間でばどうか，交雑ではどうか，施肥ではどうかな

ど，生成の状況を指し，林木育生上の諸問題である。そ

の後とは，成分が木材の性質にどう影響するか，利用対

紫をどうするかといった利用産業上の諸問題である。成

分内容の解明，生成，利用という一連の研究は樹木・木

材関係者においてよく成し遂げられるように思うからで

ある。昭和32年はその機運が一層高まる年でありたい。
．（筆者・東京大学教授）

× × ×

× × ×
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林 業と計画数学

有水 彊

1．はしがき

林業とは何であるかについてはその立場なり目的によ

って意見を異にするようであるから，ここでは最狭義の

定義から蛾広義のそれまでをふくめて，つまり林木育成

から林産物加工販売までのいっさいの産業について考え

てみることにする。そうすればあらゆる林業人に共通し

た話になってくるわけである。

このような定義は他面，林業の中心である生物を対象

とする分野から理工科，経営，経済等の相当数の異質的

な分野にわたることになり，その時左に応じて話題の対

象を明確にする必要が生じてくる。しかし幸いなことに

OR(オペレーションズ・リサーチ）の一部門としての

計画数学，特にbP(ダイナミック・プログラミング）

はこれらのあらゆる分野にその応用の場を見出している

ので，主としてDPの立場から私見を述べてみたい。

ところで計画数学についてであるが，これは作戦計画

から出発し，経済，経営計画に役立つことを目的とし鹸

近10年間に驚異的な発達をとげた数学である。つまり非

常に複雑な現実の下で最適な計画を作り出すために考え

･られたものであって",DPはその中で簸商の理論体系芝

もっている。動的計画法と訳されている。元来林業では

多数のプアクターについて時間と空間との系において考

えることが要求されてきたのであるが，そのような必要

性に応ずる嫌かりでなく，そうした考え方を発展させる

ものとしてはDPが最も適している。

私は約3年前から日本科学技術連盟研修所で講師とし

て国鉄，電な公社，防衡庁，その他一流会社から派避さ

れた理工科，経済出身の艇秀な人達にここで取上げる計

画数学を教えたり，その人達の属する各種の企業の問題

について相談を受けて．きた。今年になって農林水産技術

会議から国内研修を命ぜられ東大航空学科に数学の研究

にきている。その間多数の林業以外の人達と接して象

て，だれもが林業と同じ悩みをもっていることを知って

興味深く感じたわけである。そこでファクターの少ない

産業ばないということが結論としていえることである。

もっとも林業の中でも林木育成部門となると無類の生

産期間をもち，その間に不確実性にさらされているとい

う困難な問題はもっている。しかしここで最も重要なこ

とはいたずらに問題の複雑さをなげくことではなく，裁

’睡的にまた組繊的にそのような困難な問題に対処してゆ

くことではないであろうか。

たとえば生長産業といわれる産業ではここに取上げた

計画数学の企業への応用が真剣に試みられている。その

ためにそうした企業では毎回日科技連のOﾉR,DPコー
スに人を出しているくらいであるが，林業で最も要求さ

れているはずの多くのファクターを取扱う学問としての

計画数学に林業ではぼとんど関心のうすいことは「口と

腹ほ別のもの」という感じを起させるくらいである。

最近生物物理学会力誕生し，生物学の研究にORの手

法が日本でも応用され，計画数学がこの分野に貢献でき

る日の近きにあることを思わせる状勢になってきた。

2．計画数学の発達

OR*LPについては使って歌たこともない人達の醤

いた書物が多数出版されているがここでは前にも述べた

DPの鹸近の発達を中心に説明してみよう。

その場合まず第一に取上げなければならないことはソ

連のICBMである。それは1万2,000kmを30分間で

飛び，目標から1km以内の所に落下したことをアメリ

カ側で認めているということである。最初は2km以内

であったが，わずか’年以内で1km以内に縮小されて

いる。実に驚異的な精度である。

ところでこうしたICBMには全部で20～30万個のト

ランジスターが多数の装置に使われており，一つの装瞳

に故障が生じても打上げに失敗するという精密なもので

ある。そうした個煮の部品の精度は現在の品質管理によ

って数パーセント以内に止まっているが，それを総合し

てすぐれた誘導制御装置を作ると常識では考えられない

精度が実現される。つまり常識は破れたわけである。

私の航空学科での研究はICBMの.誘導にも用いられる

数学の開発であり，ソ連が開発した道を後から行って↓、

るのか，または別の道をたどっているのかいつ.さい不明

である。しかし常識では考えられないくらいの多くのフ

ァクターよりなる組織の作り方とその溌適誘導の仕方を

研究している。そのような研究は元来森林計画法の研究

から出発したものであり，例をある大森林所有者にとれ

ば，その企業会計の立場，治山治水，地元経済，木材価

格の安定，施業，林道開発等，林木育成をめぐる無数の

ファクターより織成されてし､る森林経営単位のもつ多数

の経営目的の評価選択の蕊準，その結果えらばれた目的

は経営単位の発展段階によりその内容を異にするもので

はあるが，簸終目的に股も経済的に到達するための誘導

方法等を研究目標としている。そうした時間と空間より

なるシステムの不確実性を考えた上で般適なコントロ.－

ﾙをするとなると,ICBMの誘導と共通した数学の問

題になってくるのである。

IOBMと異なる点は,ICBMの物理，工学系に対
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して，生物系，経済や経営関係のシステムが登場してく

ることであり，そのために私は林分構造の解析について

日本OR学会で3回研究論文を発表している。その最初

の論文を英文OR学会誌に載せたが，アメリカのパデユ
ー大学経理学教授がそれを読んで昨年3月全米森林経営

会議で代読したほか，ノルウェーやスウェーデンの森林

計画の研究者がそれを読んで文通を求めてきた。

最近までの研究は3論文にまとめ，去る11月4日名古

屋電通支社で中京OR学会誕生を記念して日本OR学会
が開かれたときにその全部を発表した。そのなかの一つ

,は従来不可能とされていた数値計算を可能にし，方程式

の数が3を上限としていたのを，現在の電子計算機を用

いても数百個の方程式(連立原型微分方程式）にまで拡
張したことである。1期間について拳ると方程式の数を

500とLても，ファクターの数はその2～3倍位はある

ので，その数に計画期間の数だけ，または空間の数だけ

乗じたものまたはその相乗積が考察の対象になる。

その他に治山治水の織造の推定方法，上に述べたグル

ープが他に何千もあるときの簸適制御の方法を引続き発

表し,発表論文数においてOR学会の新記録を作った。

このような接近はすべて不確爽性を考えた上でのもの

であるが，まだ開発する余地が相当あるので今後とも引

続き研究を続けたいと念願している。この接近から林業
の問題を正面から攻蝶すると現在の計画数学の殿高水準

が要求されてくるのであって，現在それはソ連のICB

Mや迎撃用ミサイルの出現により具体化されているが，

そうした学問ほ遠からず経営管理の技術として非軍事科

学の分野に応用されてくるものと思われる。また経済

学，工学の制御問題にも大きな影響を与えるであろう。

こうした計画数学は人間の勘と経験を克服するために

用いられたものであり，人間の勘と経験に対する不信に

その出発点がある。原子炉の操作もその一例であり，企

業におけるオートメーションの発達もその具体例であ

､る°そうした段階に到達するためには，関係者が人間の

能力の限界を克服する必要性を魂めることが第一歩であ

る。工学の分野ではこの傾向は今後ますます助長され，

将来は人間の思考活励の粕当部分は「考える磯械」にま

かせることになるであろう。そして人間は創造的な，芸

術的な高級な思考の世界において活動することになる。

その一つの結果として工業部門と俊業部門との所得較差

侭し､っそう拡大されるのではないかといわれている。

もう一つの例としては，人造ネズミとねこがある。最

近作られた人造ネズミは迷路をひとりで通り抜けてしま

うし，人造ネコは本物のネズミなら追いかけるし，鏡に

写るわが身を見ると恥しくて，ガタガタふるえるように

なっている。

3材業での問題

日本の林業では加工部門を除くと大企業はいずれも公

益事業や公共事業としての企業形態をとっており，加工

部門をも含めて中小企業力識の上では圧倒的な多数を占

めている。私的大企業はパルプ部門に少数のものが活躍

しているにすぎない。しかし全般的に林業では他の多く

の産業に普通に見られるきびしい国際競争も国内同業者

間のはげしい競争も少数の部門を除くと見当らないし，

その意味では泰平な産業であった。したがって血で血を

洗うような競争にさらされている他産業に比べると，そ

の産業の存続に真剣になる必要もないし，競争に役立つ

手段の採用に関心が薄いのも当然であるかも知れない。

このような林業の真の相手は自然であったようだ。自

然ほ人間より強力であり，人力で制御できる限界は限ら

れている上に，かなりの不確実性にさらされる。その点

で農業より自然に左右される程度は強い。そうした問題

を解決するとなると「ファクターの数が多い」という言

葉で代表される困難さがあるのに相違ないが，今までは

林業の分野を基盤にした学問なり技術を発展させるより

は，他の産業で発達した学問や技術の導入が優先してき

た。その点においてわが国の工業技術の獺当部分が外国

からの技術導入によって椛成されているのと似ている。

しかし自由化を前提とすると国産技術の開発の必要性
が叫ばれるように，困難な林業技術の開発ほ林業関係者

の創意に鮪ぃ遂行されなければならないであろう。その

ためには弾力的な自由化，基礎的な研究が何よりも必要

である。

4．むすび

前節で利潤追求を目的とする企業など計画数学の導入
に熱心であると書いたが，利潤追求に全く無関心な軍事
組織の方がはるかに熱心であり，かつ進歩している。そ
の理由は研究開発費が大きいことと，愛国心が大きく作
用しているためと思われる。日本の防衛庁のORグルー
プの雰囲気は実に真剣かつ厳粛であり，思わず襟を正し
たくなるほどである。

現在日本の保有する電子計算機の数は世界でも有数で
あり，一時はアメリカについでいた。その大多数のもの

ば最近事務計算から技術計算に転向しつつあって，たと
えば原子力研究をこれから始める三菱原子力研究所ほO
Rから先に仕事を始めるといわれているが，年間6億円
の借用料を払ってIBM709を導入する。それは三菱全
体の技術計算とORのための計算であるといわれて､、

る。計画数学の理論の発展にば電子計算機の知識がいら
おうは必要になるが，それを実施するとなると電矛計算

機の中でもきわめて性能のすぐれたものが不可欠になっ
・てくる。ICBMは甑子計算機を秋んでいるが，寵子計

算機の発展によって計画数学も発展する関係にあった。

しかし今後は相様が変わり計画数学等の発展に応じて電
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子計算機がそれについていくことになる。それは現在の

技術をもってすればいくらでも高速度で，記憶容愈の大

きな計算機を作製することが可能であるが，数学がそれ

に追いつけないので需要に応じた機種の生産に止まって
いるからである。

今後計画法の有効性を左右するものは，計画が失敗し

たときの原因の探究法である。従来の森林計画法には照

査業務や検訂ということがいちおう形式的には必要とさ

れていたが，実際上はほとんど無視され，計画の立案は

メモあるいは作文の域を出ず，予測は当るも八卦，当ら

ぬも八卦の域を出ていなかった。そこでは同じことが繰

り返えされるだけであって，「禍を転じて福」となすた

めの客観的な理論が欠けていた。また統計的手法の応用

もある時間の断面について機械に対し行なわれるのに止

まり，ダイナミックな性格を全く欠いていた。つまり標

本調査法と予測の関係が一方的であり，予測の精度が事
後客観的な理論によって検証されることがなかった。

こうしたゆき方に対し数年前よりDPの分野で発達し

つつある理論に最適制御過程がある。それはどのように

標本調査をしても観測値の精度に限界があることを認
め，またその観測値がきわめて精度が商くても予測に成

功するとは限らないという関係から，両者を今までのよ

うに別個のもの，あるいは標本調査→予測という関係に
おかないで，両者を総合しようとするものである。そし

て計画の中に標本調査，予測，検討の3者を相互に有機

的に関係づけ，確率変数の分布を研究することにより精
度を上げ計画の実行性を高めて行こうとするものであっ

て，ソ連のICBMはこうした最適制御の方式を採用し

ている。それの著しい命中精度はこの制御方式の優秀性

を証明しているといえよう。それに対し従来の計画法は

砲弾の発射と同様であって，命中精度は遠距離になれば
なるほど劣る。

従来計画数学を用いる場合，さきにデータがなければ

といわれてきたが，大部分の既存のデータは無意味なも
のが多かった。しかし過去のことは止むをえないとして

それから出発するとしても，第2期以降は計画数学の立

場から標本調査を行ない。計画量と現実量との食い違い
をデータの検討からそれ以降において減少させることが
できる。

このことは計画数学と統計理論を総合するもので両方

の分野において非常な関心をもたれている。そして般適

制御を用いるか用いないかにより，計画法を古典的なも

のと，より現実的なものとに区別することができる。

．“者・林業試験場）

電子顕微鏡の利用

原田 浩

1．はじめに

戦後このかた十数年間における電子顕微鏡の発達にぱ

めざましぃものがあり，これに伴ってこれを利用した研

究も医学をはじめ理学，工学，農学の各分野において著
しい進歩を遂げた。

さて編集者からの要求は，電子顕微鏡の林業における

利用の展望を響けということであるようだが，筆者は木
材の研究に電子顕微鏡を利用する仕事に携わっているの

みで他の林業一般に対する利用に関してはほんのわずか

しか知識がない。しかもその木材研究への利用も基礎的

なものが多くかつ研究の進展も遅狗としているので電子

顕微鐡の木材への利用を概観するには荷が重すぎる。し
たがってここでは電子顕微鏡自体の特徴とこれを木材の

研究に利用するためのプレパラートのつくりかたを述

べ，ついで木材の研究への利用の一端を紹介することに

よって責をまぬがれたい。これによって電子顕微鏡が他

の林業の研究に利用される可能性を推定していただくこ

とができればと思うわけである。

2．電子顕微鏡

海の波が進行してくる途中に小さな島のような障害物！

が横たわっていたとすると，島の後には島の形だけ波の

こない陰影ができる。ところが波の幅よりも小さい岩が

横たわっていたとすると，波は完全に岩の後まで廻わっ

てしまって岩の形の陰影など後には残らないであろう。

光の波の中に粒子をおいた場合も全くそのとおりで，光：

の波長が粒子の直径よりも十分に短い場合にははっきり

粒子の陰影をつくるが，逆に波長が粒子の直径よりも長

い場合には粒子の陰影をつくらない。このような光の波

を物体にあててその物体の形を見ようとする光学顕微鏡

では，光の波長よりも小さい径をもっている粒子の形は

もはや見ることができない。これが光学顕微鏡で物を見

分ける限度（分解能200m"=1/5,000mm)の存在する理、

由である。一方X線回析によって一躍1m"(1/1,000,000

mm)程度の格子間隔をもつ結鮪格子の配列が探求しう

るようになったけれども,100mﾒ‘から11n〃までの間に

存在するものは依然として不明でありそしてこの領域に‘

こそ木材を含めて多くの物体の謎が存在すると推定され

ていた。この未知の領域をアバくために登場したのが電

子顕微鏡である。われわれはこれによって，ついに数一
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m似の物まで見分ける可能性を与えられたのである。

電子顕微鏡の職造の第一の特徴は光線の代わりに電子

線を用いることである。電子線を出すためには電子鏡と

高い電圧をつくる装置がいる。タングステンのヒラメン

トを真空中で熱すると，（一）の電気を帯びた電子が飛

び出しやすくなる。（＋）の噛位の陽極をそばに齢くと，

（一）の電子は（＋）に引つけられる。この（＋）（一）

の差すなわち電圧を高くすると電子の速度はだんだん早

くなりl司時に波長が短くなって，10万ボルトの電圧で

電子線の波長は1/250,000,000面皿となり，したがって

分解能をあげることができるわけである。第二の特徴は

テレビのブラウン管や真空管のように顕微鏡の筒の中を

十分に真空にしなければならないということである。電

子線は空気のある所では真直に進むことができない。空

気中では空気の分子がお互に農つかり合いながら飛び回

わっていて，原子を織成している電子のようなきわめて

小さい軽い粒子がいくら早い速度で走ってきても皆はじ

き飛ばされてしまい空気の中を通過することができず，

空気の分子の数を極力少なくへらすために真空ポンプで

真空にする必要がある。したがって電子顕微鏡では，生

のもの，水分を含んだものをそのまま観察することはで

きない。第三の特徴は光線の場合のガラスのレンズのよ

､うに拡大したり像を結ばせたりするために電子レンズを

用いる。電子線は空気の中さえ通過できないほど物を通

過する力が弱いのでガラスのレンズ等は完全に電子を遮

断してしまう。電子の流れは電流と同じような性質をも

っているので，空気の電場や磁場で径路を曲げることが

できる。電場を使ったものを静電型レンズ，磁場を使っ

たものを磁界型電子レンズという。現在ほとんどの電子

顕微鏡は磁界型電子レンズを使っている。

電子顕微鏡はこうして高い電圧をかけた寵子銃からで

てきた電子線を真空の中を通し，途中に見ようとする試

料を入れて電子レンズで拡大すれば，光線よりもはるか

に細かい所をみることができるわけであるが，電子線は

I目で感じることができないため，テレビのブラウン管の

ように後光板に当てて光らせて観察する。この螢光板は

多くの場合シャッターの役目をもするから，この下に乾

板を入れて接光板をよければ蹴子顕微鏡写真をとること

ができる。

3．レプリカとウルトラマイクロトミー

電子顕微鏡の出現によって、似の世界はかんたんにア

ーバかれうるかに見えたのであるが，ここに立まった一つ

の障害があった。われわれは小さいことの形容に「針の

孔程」という，また薄いことを「紙のように薄い」とい

うのであるが，それは前者でほぼ1/10mm,後者でも

1/50～1/60mm程度である。

ところが電子顕微鋭で物をみる場合の,切片の厚さは，

厚くても0.1"(1/10,000mm)をこえてはいけないの

である（光学顕微鏡の場合には最も薄いときでも1～2

脾もあれば十分であるのに)。なぜこのように薄く切ら

ねばならないのであろうか:その第一の理由は前述のよ

うに電子顕微鏡に使用する程度のエネルギーをもった電

子ほ物質を貫通する力が非附に弱いということ，第二の

理由は電子顕微鏡の視野が非常に深いということ，つま

り焦点深度が大きいので切片が厚いとその厚みの間の各

点ばみな焦点があい，したがって内部榊造が重なりあっ

て見え，立体的な識別を誤まることになるということで

ある。ところがこのような薄い切片（これを超薄切片と

呼んでいるが）をつくることは木材のようなかたいもの

では特に容易ではなく，そのために最初は木材をそのま

ま，または軽い化学処理を施してこれをミキサーにかけ

て細胞膜をバラバラにするいわゆる解体または解繊とい

うような方法が発達したが，さらに被検体の表面のみを

観察できるというレプリカ（転写）法が案出された。

レプリカ法は木材に対してはきわめてすぐれたプレパ

ラーI､作製方法の一つであり，筆者の研究でも鎧も力を

入れているものである。レプリカ法というのは光学顕微

鏡の観察に用いられるスンプ法のようなもので，電子線

に対して無機造な薄膜に木材組織の凹凸を写しとって，

この薄膜を検鏡するという方法である。一例として木材

に対して最も適切であると思われる方法を紹介しよう。

まずエチルメタクリルという合成樹脂を重合して薄板片
向

をつくり，これを観察したい木材材片の表面上におき’

cm2当り数kgの加圧と100｡C前後の加熱とを行なうと

合成樹脂の熱加塑性によって木材,々 片の凹凸が合成樹脂

面に転写される。これをはがしてその転写面上に其空中

でカー素ンの蒸気を真上から吹きつけ，またコントラス

トを蝋加するためにクF'ムを蒸気にして斜から吹きつけ

（これをシャドウイングという）て薄いカーボンとクロ

ムの重なった薄い被膜をつくり，ついで合成樹脂を溶か

して得たカーボンとク戸ムの薄膜を寵子顕微鏡中に入れ

て観察する。このようにするとカーボンとクロムを蒸着

する量を調節しさえすれば，前述したような所望の薄さ

の膜がつくられるし，またこれは電子線に対してもすこ

ぶる安定である。レプリカ法は木材を片の最表層のみを

示す忠実さの点においてはすぐれているが，木材そのも

のを見ていないという点，たとえば一つの細胞の膜全体

の柵造を知るのには個念の結果を組立てる必要があると

いう不利がある。木材そのものを検鏡するというウルト

ラマイク戸トミイ（超薄切片法）は熾初すこぶる困難を

きわめたがその後技術が改良進歩し，木材に対してもよ

うやく実用化の段階に立ち至った。ウルトラマイクロ1、

ミーの第一は包埋である。木材片から約0．5×0.5×5

mmの小棒状の試片をつくり，これをアルコールで脱水
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して’メチルメタクリル，プチルメタクリルというよう

な合成樹脂の中に埋めこんで加熱して重合固化する。第

二は切断であるがこれにほ特別に設けられたウルトラマ

イクロトームを用いる。これはかなり精密な機械でなけ

ればならぬと同時にこれに劣らず重要なことはナイフの

鋭利なことである。厚さ5cm位のガラス板をある方法

で叩いて割ると鋭いエッジができる。この部分は理想的

なナイフで素晴しい切れ味をもっている。合成樹脂に包

埋された木材はガラスナイフで第1図のようにして切断

される。切断してえた超薄切片を溶剤中で合成鋤旨を除

き，そのまままたはクロムシャドウイングを施して電子

式料

の双

第1図

顕微鏡中で観察する。

上述のように木材に対しては三つの試料作製

方法があるが，いずれかの一つだけでは目的を

達することはできないので，これらを併用して

研究しなければならない。要するに電子顕微鏡

を利用ずる研究はその試料のつくり方に非職に

苦労するのであって，良い試料ができたら目的

の90％は達せられたといってもよいのである。

4．木材の紋孔構造の研究への利用

木材の構造的な大きな特質の一つは，多孔体

であるということである。すなわち，その空隙

は大きいものは肉眼で認められるような広葉樹

材の導管から，小さいものは細胞膜の中の超顕

微鏡的な微細なものにわたっている。このよう

な空隙の存在が，木材の長所や欠点をひきおこ

すいろいろな物理的性質の場として働らき，ま

た木材の加工や処理の上に関連をもつものである。この

ような木材の空隙は，従来その大きさによって次の三つ

に区分されている。その第一は金燦樹材の横断面にみる

ような細胞腔であり，第二は針葉樹材仮導管に存在する

紋孔膜の小孔，第三は細胞膜中の微細空隙である。とこ

ろが第一の空隙憾光学顕微鏡可視の範囲であって，電子

顕微鏡の対象となるのは第二，第三の空隙であるがここ

では第三に関することについて述べよう。紋孔は木材加

工上大きな役割を演じていると考えられる。なぜなら，

たとえば防腐剤や合成樹脂等を木材中へ注入する場合に

は，紋孔は最も大きな細胞相互間の液体の通路であると

同時にまた一つの関門でもあるからである。針葉樹材の

大部分を占める仮導管では生育中に仮導管相互間の通導

を容易にするために，小孔（紋孔開口）が二次膜を横切

って開口したまま残っていて重紋孔を構成し，この開にw

の中で両仮導管の境界膜となっているものを紋孔膜と呼

び，これは中央の肥厚部分トールスとそれ以外の部分閉

鎖膜とからなっている。第2図の右ば重紋孔の模式図を

示すが，このうちTはトールスMは閉鎖膜である。とこ

ろがこのような紋孔膜の権造については光学顕微鏡では

M T

第2図

第3図12,000倍

細かいところまでわからなかった。第3図はアカマツの，

柾目面の電子顕微鍵享真で春材仮導管の紋孔膜の構造の

一部を示している。この写真は第2図の左の矢印側の表

面をレプリカして得たもので紋孔膜が重紋孔の輪帯面に

くっつき，トールスが紋孔の内開口を閉塞している状態

を表面から見たものである。写真のTはトールスMは閉

鎖膜でそれぞれその一部を拡大したものであるが，トー

ルスはトールスの縁からでた多数の小繊維によって吊上

けら飯ており，そしてまたこめ4．撒淵”間にはさらに微

－34－
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新技術の林業への応用

細な繊維が不規則に存在している。後者の微細な繊維の
。

太さはほぼ200Aでいわゆるミクロフイプリル（天然繊

維の電子顕微鏡的構造単位）に相当するものと考えら

れ，また前者の小繊維はこのようなミクロフィプリルが

数本集束じた程度の太さである。特に注目すべき点は閉

鎖膜には電子顕微鏡ではっきり認められるすき間が存在

していることで，その大きさは一般に春材仮導管では約
0

2,000Aの直径をもつ粒子なら容易に通過しうる程度の

大きさであることがわかった。したがってこのことから

第2図右のように紋孔膜が重紋孔の中央に位置している

第4図12,000膳

ときには閉鎖膜のすき間を通って液体の移動が容易に行

なわれることになり，木材が心材になったり乾燥したり

して，トールスが第2図左のように紋孔口を閉塞すると

液体朧一つの仮導管から他の仮導管へ移動することが困

難になるから，紋孑u漠が重紋孔の中央に位置するように

保持できることが，木材中への液体の注入を容易にする

一つの因子であろうと推定できる。

5．その他の研究への利用

上には電子顕微鏡の木材組織研究への利用の一つの例

を述べたに過ぎないのであるが，さらに木材組織の基本

的問題については一つの仮導管や木繊維膜が，どのよう

な膜層からなっているかというような細胞構造のモデル

をつくり上げるための研究に用いられ，直接観察によっ

て既往の光学顕微鏡的結果の確認や新しい事実を発見

し，木材の諾性質を理解するための知識を確かなものと

した。また，今まで未知であった細胞膜中のイポ状概造

を発見し，これが針莱樹材の種類を識別する一つの特徴

となることを見出している。また，さらに広葉樹材の紋

孔膜の#鑓についてそれが上述の針葉樹材の場合と異な

ることが明らかにされ，したがって材中における液体の

移動についても別な推定がなされた。第4図はブナ材の

紋孔の断面の超切片写真で，紋孑娠憾単一な膜である。

一方木材が腐朽菌に侵された場合，細胞膜がどのよう

に侵されてゆくかを明らかにする腐朽過程の研究に利用

され，菌の種類によって細胞膜層が侵され易いか，また

侵される膜層の順序などが明らかにされた。

また木材の防腐剤を注入した場合，いったい防腐薬剤

が木材中のどの部分に入っているかをしらべるのに利用

され，その結果，たとえばシナノキ材にペンタクロロフ

ェノールを注入した場合，生材に注入した場合には防腐

剤は細胞膜の中まで入るが，気乾材や絶乾材.に注入する

と，防腐剤は木材の細胞内壁にしか入らないことが明ら

かにされた。

さらに木材からパルプをつくる過程において細胞膜の

職造の変化を研究することに利用され，その結果たとえ
ばセミケミカルバルプやメカニカルパルプの場合アスプ

ルンドやマソナイト法のように高温で処理したものは’

繊維の分離は細胞間層でおこるが，コールドソーダ法で
は二次膜の中層において分離がおこることなどが明らか

にされている。

6．おわりに

以上電子顕微鏡の特徴と木材研究に利用する際のプレ
パラー1､のテクニック，および木材研究への利用の一端

をかんたんに紹介したが，現在なお難政している超薄切
片作製技術が進歩すれば，その利用はさらにいちだんと

活発になるであろう。なお前述は専門に流れ軽い読物と
ならなかったことを蕊えるが，この駄文が今日の電子顕

微鏡の今後の木材，林業の研究の利用にいささかでも参
考になれば幸甚である。（筆者・林業試験場）
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高い山凌に囲まれた信州地方において広く造林されて

きたカラマツは，最近では北海道をはじめ東北，関東，

中部など諸地方においても重要な造林樹種の一つにあげ

られるようになった。しかし造林面積の著しい増大とと

もにカラーマツ造林の中心を占め

る長野県の各地において，不良

造林地対策などを含めた造林技

術上困難な問題が新しく出はじ

あてきた。

これはこのシリーズでとりあ

げてきた他の多くの有名林業と

は異って，信州地方のカラマツ

林業というものが育苗技術を除

いては固有の技術的特徴をもつ

ほど歴史が古くないことを裏づ

けているように思われる。とい

うのはカラマツにおいても造林うのはカラマツにおいても造林写真1

技術の多くは経験的な民間技術の上に確立されたもので

あるが，そのほとんどは明治の先覚者によって指導され

てきたたぬ，スギ，ヒノキなどの造林技術をそのまま取

り入れて造林してきたきらいがあった。そのため環境を

無視し，生態学の原則に反するような造林さえしばしば

行なわれてきたが，今その後の仕末に頭を獺めているの

が現状であろう。しかしこのような苦い経験もまた一つ

の踏台となって新しい技術が生まれてくるのであり、今

後われわれはカラマツ育成上のあらゆる問題に正しい科

学的なメスを入れてゆるぎない技術を確立し，カラマツ

造林に対する不安を早く取り除きたいものである。

このようにカラマツカ唖高山性の代表的な造林樹種と

して独特の造林技術を確立するまでにはまだまだ問題が

多いようであるので，ここでは信州地方におけるカラマ

ツ林業の紹介は概酪にとどめ，むしろその問題点の承を

造林技術面から解析してゑたい。

信ﾘ111におけるカラマツ林

南北アルプスから八ケ缶，浅間山一帯の海抜1,000～

2,000mにかけては，天然生のカラマツがかなり分布し

筆者：信州大学

ているが，その而積は小さく，また先駆樹種としての糖

性から*琳状をなしているものはごくわずかである。

しかしこれらの地域の天然生カラマツは今日まで信州

のカラマツ造林の発展に大きな役割を果してきた。

とくに民有林においては，明治初年，育苗の成功やカ

ラマツ種子の豊作によって造林意欲を刺戟されたため，

佐久地方を中心として造林面種が次第に広がり，やがて

長野県下全域に及ぶようになったと思われる。一方国有

林では明治32年から20数年間特別経営事業によってカラ

マツを主体とする造林が大面績に行なわれたが，現在こ

れらの造林地のいくらかはりっぱな美林をなして，早い

ものはすでに収穫されている。

これらの造林事業は明治大正昭和と時代を追って好不

況の波を背景に造林面積にも増餓はあったが，第2次大

伐期に達したカラマツ林(戸隠付近の国有林）

戦後の踊進は第1図のようにきわめて著しかった。特に

的0卜

最近の国有林の全国力200，

ラマツ造休面積はスギ

より多くなったが，こ’00’

のなかでｲ笥刑における釦，
カラマツ造林面職の占

込る割合は意外に小さ20，
い。しかし同N地方に

おける適休樹種として’0，

適当なものはスギ，上5，
ノキ，カラマツ，アカ

マツなどであるとされ2’
ているが，カラマツを

除く他の樹種の造林は’，

きわめて少なく，大部

分はカラマツで占めら'JV…〃ザダ、〆里#三14露つ 元
年

れ，とくに国有林の人第1図スギ，ヒノキ，カラマ

エ造林地は今後20～30ツの造林面談の移り変り

年後にはその約80％以上がカラマツにおきかえられるよ

うである（長野営林局造ﾎ離進協議会報告昭．36.6)。
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浅田，赤井：育林技術的にゑた信州のカラマツ林

信州といっても木曾はヒノキ,4帳や南信南部ほスギ

の方がむしろ有名である。カラマツが造林されている主

な地域は蕊2図のように東信，中信，南信北部一帯で，

これを山塊で示すと洩間山，八ケ缶，美ケ原，入笠山周

辺の山麓,WJIIでは千鮒川上流ならびに天竜川上流の地

域がその中心地である。これらの地域はまた2代目不良

造林地の分布と一致しているが，これはそれだけ造林の

歴史が古くまた事業戯の多いことも裏づけているであろ

う。また，不適な土壊環境に起因する一艘の不良造林地

も多くあらわれたが，カラマツにかわる適当な樹種が承

つからなかったたぬ（現在もそうであるが),カラマツは

よいものと信じてこれらの地域では造林が続けられてき

た。したがって有名なこれらのカラマツ林業の中心地で

は優良造林地と不良造林地が隣りあわせて成立している

第2図長野におけるカラマツの造林

面識の移り変り

ことも不思議ではない。しかしこの地方における気候風

土は，カラマツの生育に最も適しているようである。

このようなカラマツ造林地の実態について錐者らは，

ここ数年来調査を続けて来たが，幼令林分における良，

不良造林地の生長錐の差はきわめて明らかで，不良造林

地は枯死木が多いため林分構造において第3図のように

優良造林地とは著しい対比をなしている。

一般の壮令林以上の林分の生産力については今夏信州

においてくわしい調査を行なった（北大，東大，京大，

大阪市大，信大合同調査一代表者四手井教授）ので，い

う割Lその結果がまとめられるが，林分椛造として直径分

布の状態を承ると，正規分布よりそのモードがいくらか

階級の低い左の方にかたよった分布状態を示す場合が多

い。なお，信州馳方におけるカラマツ林の収獲表につい

1

熟

1
本

数

写

樹高

第3図7年度の林分椛造(長藤地区）

ては東大嶺教授の業績があるが，これによって蓄俄量の

大体の基準を示すと第1表のようである。このようなカ

ラマツ林の現状に満足していてよいのか，非常にむずか

しい問題であるが，節を改めて検討して象たい。

第1表信州地方におけるカラマツ林の基準

怜令平寧…轤嘩ha豐晶本数臘割職”地位

107．58．12，200053．9

2015．918．3922200．9

13021.324.3554286.0

4024．929．2429374.3

5027．634．3331403.5

105．56．02，20019．6

2011．813．81，466138.9

Ⅲ3016．018．4868192.3

4019．122｡1674253.0

5021．125．7546302.7

103．33．42，2005．0

208．110．51，76259．6

V3010.913．61,346109.5

4012．9宙16．71，023149.5

5014．519．6776173.7

カラマツ林の成立環境

カラマツは日本における主な用材林のなかでただ一つ

の落葉針韮樹であるが，それだけにカラマツ林の成立に

はいろいろな特徴が承られる。春の芽ぶき，秋の紅葉と

あの美しい曇観を示すカラマツは環境に対し適応性の巾

が広い種類であると思われているが，浅根性でもありし

かも嚴しい環境に育てられるカラマツは，不都合な条件

に対しては敏感に反応する場合が多いようである。した

がってりっぱなカラマツ林の中に入って象てまず驚くこ

とは意外にも不ぞろいで．しかもかなりあなのあいてい
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識田，赤井：育林技術的にゑた･EjII'lのカラマツ林

ることである。これは不適当な環境条件とともに不十分

な保育管理がもたらした結果であって，他の樹種ではあ

護り承られない現象ではなかろうか。

さて，カラマツ林の成立に影響する環溌因子を大きく

土壌と気象の二つに分け，特に重要なものの承について

とりあげて象たい°

1）土難条件

カラマツは同じカラマツ属の中でもグイマツとはちが

って一般に湿性の土地には育ちにくい。カラマツは環境

に対する選択性の巾がいかに広いといっても，他の多く

の用材樹種と同じように土壌の物理性，化学性は良好で

ある方がよいことはいうまでもない。ただとくに排水が

問題になるようである。今年度の細査の結果では，排水

の困難な粘質な土壊や，傾斜がゆるく水が停淵しやすい

地形の所の造林木は明らかに生長が悪かった。したがっ

て傾斜している地形の方がずっと有利である。しかし雨

水や地下水によって供給される土壌水分が，これまでの

報告からしても，春から夏にかけての生長期にそれほど

重大な影響を及ぼすものとは思えない。またカラマツ造

林木の生長に決定的な影響を与えるほどの過湿な水分

が，一時的にせよどのようにして供給されるのか今まで

よくわからなかった。

1961年末から今年にかけて行なった土壌凍結に関する

長野営林局の依頼調交の結果は，この問題を解きほぐす

糸口を与えたようである。すなわち同じ信州地方であっ
ても北信地方の多雲地帯ぱ積雲のため土壌は凍結せず，

不良造林地もあ重り見あたらないのに反し，中央部の雲

カラマツは亜高山性の樹種であるため耐寒性は強い

が，早霜晩霜の被害はしばしば受けている。早霜の被

害嫁主に苗畑で,最近では昨年の9月下旬には東信地方

に相当の被害があった。造林地に被害の大きいのは晩霜

で，芽が開き始遮た5月下旬の低温は大被害を与える

が，今年の5月23日は，-2.6.Cという低温が野辺山な

ど東信の海抜1,000m以上の地帯をおそい，瓶つけ後1

～3年目の造林木にかなりの被害を出した。

被害に関する対策は現在はまだほとんどとられていな

いが，健全な大苗の植つけ（霜高以上に早く生長さすた

め),抵抗性品種の育成など今後考慰すべき問題は少なく

ない。

以上のように現在信州地方に見られる大面溌のカラマ

ツ造林地は，すべてがカラマツに股も適した環蝿に育っ

ているとは思えないが，適当な代替樹種が見あたらなか

ったことと，土地の選択性に巾があ燭と見られていたた

め，とにかくカラマツを植えつけ，その後，いろいろ対

策を講じてきた先覚者の努力に支えられて成立した森林

であるといえよう。それゆえカラマツ林の育成にはまだ

まだ多くの問題が残されているのである。

へ4

カラマツ造林が直面している諸問題

すでに述べてきたように，信州のような高寒の気候風

土に適した短伐期の造林樹種はカラーマツ以外見出すこと

がむずかしかったことや，かって白沢保美氏が，明治末

期に，寒冷，乾燥の地にもよく育ち，造林は霊でしか

も生長の早い樹種としてカラマツを推したことが埜本的

の少ない地帯には厳名季において普通30～60cm

の板状凍結が見られ不良造林地もあ･らわれる。し

かし同じような凍結状態であっても，砂礫を多く3
含んだ土壌や，傾斜の急な地形の所に成立するカ

ラマツは良好な生長をしている。また凍結土匪の伸
含水量を測定して象ると絶乾士鰹重の3倍もの水長2

を含んでいるような場合もあった。このようなこ量

とから春の融凍期において著しい過剰水分が一時

的（'職日以上か）に停滞し，それが造林木に対，

して重大な影響を及ぼす可能性はきわいて大きい

ものと思われた。またこの現象はカラマツが生長

を開始する時期と一致しているため，芽ぶきを始

鍾た直後の造林木ｶﾐ立枯れている状態をよく見か

ける。このようにな過湿による障害は，造林木自

体の生物的な問題と根腐れなどによる被害がいろ

いろかさなり合ってあらわれるものかもしれない。

以上のような環境条件は信州のような高寒地において

始めてふられるものであるが，カラマツの成立を左右す

る因子としてはかなり著しいものといえよう。

2）気象条件

(cm)
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第4図

燐酸単用試験窒素・加里標準最加用試験

な考え方となって，カラマツ造林が普及したのである

が，その歴史が浅く造林の獅侭にはまだまだ問題が多い

と肇られる･すでに数代を繰返しているスギ，ヒノキな

どの有名林業地とは違って，信州のカラマツ林業は今や
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つと2代目造林地が問題視されるようになったのである

が，これを中心に2，3の問題点をひろって象よう。

1）2代目不良造林地の対策

皆伐の繰返しによる肥沃性の低下，とくに同じ樹種の

造林庭よる林地生産力の減少は人工造林の重要な課題と

してすでにOvingto励などによって指撤されていたが，

最近わが国においてもスギ，ヒノキなどの先進林業地に

おいて問題視されるようになってきた。しかしそれらの

樹種の生長量の減退は著しいとしてもカラマツのように

明らかな場合は少ないようである。これまでの調査の結

果では，同じ立地条件に植付けたものでも，カラマツの

跡地に植付けたものは第3図ならびに写真4のように箸

写真3カラマツのつぎ木苗

しく生長が悪く，環溌によっては枯死が多いため全く成

林の見込みがない造林地さえ見られた。

この原因について錐者らは数年前からその実態を詳細

に調査するとともに，とくに理学的に化学的にあるいは

生物学的C微生物も含ぬて）にあらゆる角度から土壌環

境を解析した結果，複雑な機構の一部を明らかにするこ

とができたようである。すなわち林地の土壌中の泰料と

林木の譲分吸収機構を解折し，カラマツ林が伐採された

直後の譲分収支を計算して蕊ると，林外にもち出された

木材中の窒素量は林地残存量に上砿してわずかである
が，燐酸や加里の失なわれた割合はかなり大きく，とく

iこ物質循環面において閉鎖的性質の強い（林外から供給
される可能性が少ない）燐酸ば次代のカラマツを十分成

育させるに余力をもたない場合もあることがわかった。

このような養料収支上における燐酸の欠乏状態は，信州

のカラマツ林業地帯に多く分布している火山灰質土壌

が，燐酸を不可給態にする性質をもっていることによっ

てさら漣助長されると思われる。

燐酸の著しい欠乏はカラマツ樹体の生長を減退するば
かりでなく，根系の発達を阻審し，根腐れ病などの土壌

病害を誘因することも多い。また削陳期における一時的

な停Wi水などの不適当な環境条件は燐酸の欠乏によって

起る障害をさらに助長していると考えられる。それゆえ

-2代目不良造林地に対する根本的な対策の一つは，失わ

れた燐酸を速かに林地へ還元し，健全な森林共同体にも

どすことであると推誉された。

実際2代目造林地において燐酸を主体とした肥料の施

用試験を行なってぶると，第4図のように標準施肥量の

10倍程度までは著しく生長量を増加することがわかつ

鰯｛嬢i■噸咋:職瀞蕊霊蕊蕊・鴬、 薮、‘

写真4カラマツ1代目造林地(後方)と

2代目不良造林地

た。しかしここで注意しなければならないことは，燐酸
の欠乏した火山灰質土壌における窒素肥料の効果であ
る。第4図bからも明らかなように窒素として硝安を加
えると火山灰質土匪（川上試験地）における燐酸の施肥
効果は少なくなるようであるので，このような土壌では
窒素の施用は注意すべきであろう。

2代目不良造林地は，上に述べたように，林木の栄養
循環系における蓋料の不均衡が原因しているものと考え
られたが，これと類似した障害は1代目の造林地にもあ
らわれる可能性がある。さらにこのような現象は，全幹

集材法を行なう枝条，落葉の集約利用に対し，森林生態
学的な立場から尊い教訓を与えている。

2）病虫害対策

適地に育っているカラマツは比較的耐病性が大きいと
いわれているが，大面積に一爽適林されてからはいろい

ろな被凄が問題になってきた。現在最も悩まされている
のは落蕊病であって，すでに長野県下全域にわたってい
る。この病害によって枯死することはほとんどないが’
生長が著しく阻篝されるので，広紫樹などの混植を行な

うとか保育，肥培な､どの管理を十分行なって健全な森隊
に仕立てるよう努力する必要がある。なお獅威首,東北
地方で大問題になっているカラマツの失縮病は現在信州
には承られないようである。

カラマツ林の害虫として代表的なものはハバチの類で

あるが，現在はそれほど問題になっていない。しかし不

断の注意が必要であろう。

いずれにしても今後カラマツのプ画萱林に対してはまだ

経験が淡いたいﾙ､ろいろな危害の発生が予想さ”るが’
一濟鐵沌林ではそれらに対する麹充力が弱いとされてい
るから，カラマツ林の経鐘についてあらゆる角度から積
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し，このあたりで反省して承るのも意義があるであろ

う。ドイツトウヒなどを含めた植つけ試験地や混交林試

験は小規模ではあるがすでに一部に設けられているの

で，それらの解析を行なうとともに，いろいろな環境条

件を考慮した大規摸な生長比較試験をできるだけ早く始

めてもらいたいもである。こうして樹種選択の基準がで

きるようになった時こそ，信州の林業は飛曜的に発展す

るであろう。しかしまたそれとは別に現在あるカラマツ

林の生産力をいかにして高めるかという育林技術上の問

題の解決に努力をはらう必要がある。

造林初期におけるカラマツ林の経営の目的は質あるい

は鉦のいずれが主眼であったのであろうか。ダ木といわ

れ一時はその用途にさえ腐心したカラマツの植付け本数

は，時代の要求に敏感に順応してha当り最大5,000本か

ら溌少800本までの間を上下したが，一般的な傾向とし

ては明治時代3,500本,大正時代3,000本，昭和初期から

20年代前半までは2,500本と減少を続けた。これは量の

追求を行ないながら間伐などの手間をはぶくたぬであっ

たようである。しかしその後木材価格の高トウとともに

利用される市場も広くなったため,植つけ本数も4,000～

5,000本と著しく増加し，最近では今までにない著しい

密植さえ提案されている。

いずれにしても林分の材積生産量を高めるためには京

大四手井教授も指摘しているように，林分密度を高過て

極的な再検討がなされなければならない。

3）育種対策

短伐期経営を行なうカラマツは初期の生長量の大小が

材籏生産過に大きく影響するので，幼令期にようやく伸

長する系統を選ぶべきであろう。しかしこの方面の技術

はスギなどに比較して著しくおくれ，民間においても定

説はないようである。しかし浅間系，八ケ缶系，川上系

などと呼ぽれている系統別の詳細な比較試験が行なわれ

ているようであるが，カラマツの林業品種の確立を一日

も早く期待したい。

またカラマツはさし木がきわめて困難であるので，優

良個体はつぎ木によって増殖しなければならない。浅間

山麓の林木育種場関東支場においては大規模につぎ木苗

（写真3）を生産しているが，採種園におけるカラマツ

の結果習性に関する究明とそれに対する管理など今後に

問題が多い。

4）林地肥培

カラマツはもともと浅根性の樹種であるた過表層土壌

中の義分減少は早い上に，すでに述べたように林分の謹

料循環系より承て燐酸は特に欠乏しやすい状態にある。

さらにカラマツの造林地は70～80％までやせた火山灰

質土錘地帯である。このような現状において林地肥培の

気運が高まりつつあることは当をえているといえるよう

である。とくに短代期経営が繰返えされる場合はなおさ

らである。しかし肥培の方法には大きな問題があるであ

ろう。たとえぽすでに述べたように，燐酸の欠乏した火

山灰質土壊への窒素の施用はマイナスの効果をあらわす

場合があることや，施肥量の問題である。それゆえ肥培

を行なうにあたってはこれらのことを十分考慮する必要
がある。

カラマツはもともと燐酸を要求する樹種であるといわ

れているが，菫たその成立環境からしても他の樹種とは

かなり違った性質をもっているたい，カラマツ用として

の特別の肥料一燐酸を主体とした（たとえばいげた燐

酸のような）－を設計する必要があるであろうし，さ

らに土壌の種類によってその配合比を変える努力がなさ

・れるべきであろう。

カラマツ林の今後の経営

カラマツ林は信州における林業の一つの大きな特色と

肇られているが，各地の林分をくわしく調べて象ると，

生産麓の大きい優秀な林分はそれほど多くないようであ

る。これはすでに述べたようにカラマツの造林のやさし

さと，他の亜高山性樹種に比較して生長が早いというミ

リョ.クにおぼれすぎていたためではなかろうか。

時代の要求は現在カラマツでも十分満足できるようで

あるが，カラマツ以上に有望な樹瀧はないものであろう

か。容易に妥協しすぎたきらいのあるカラマツ造林に対

＝

~色

(m3)

10K

1

15!
戸
一
一
■
。
二

壱

一
一
一
一
０

胤
×

麓 〈
兵

、
、翌

"l
〃

、
●

、園
ミ

、

t
－1

10

－5

10

、
、

、
、

･入
④

両｡L
lll｜｜｜‐八I｜l

|||||n~｢Fn
10310"105106107-~IO8

、

、。咄
林分密度（本/l'a)

O5大学合同調燕結鵬×河田氏疎密試験(IHi伐前）
o徹氏収稚表作製槻準地、苗l畑一床替2年生苗

第5図カラマツの平均翠木凋積と密度の関係
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がよいとして，極端に本数をふやしても，生物学的原則

は越えられない。さらにそこには造林上の諾経費と4経

木の利用という経済的収支からゑた限界もあろう。われ

われは生物学的にも経済学的にもいちおうその要求を象

たしうる適切なカラマツの経営方式を染つけなければな

らないと念願している｡(林分密度に関する賛料の一部は

京大四手井教授のご好意によった）

以上のように信州のカラマツ林業は，信州の特色とし

てしたしまれながら明治からの幼少期を総え，多くの問

題をかかえたまま青年期に入った感がある。それゆえ現

在カラマツが直面している問題をよく直視するととも

に，その一つ一つを正しく解析して，カラマツ独自の新

しい技術を確立することが，カラマツ林業発展のための，

急務であると信ずる。

なお，ここでは信州におけるカラマツ林業が直面して

いる問題点の象を取りあげすぎたようである。

また，技術的な問題点の解析にも偏見があったかも知・

れない。お許しいただくとともにおおかたのご教示を切

に期待したい。
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仕立てることが必要であり，単位面積当りの幹材積を多

くするためにはできるだけ立木本数を多くする方が有利

である。これは林分が太陽エネルギーを最高度に利用す

るための生態学の法則からして当然のことである。

今夏信州で行なわれたカラマツの生産力解析に関する

5大学合同調査の資料（未発表）に，嶺教授の収穫表作

製に基準となった標準地と河田氏の間伐試験の資料を一

部加えて，平均単木材積と密度との関係を求めると第5

図のようになった。そして密度と材籏の媛大点を結んで

承ると図の直線のようになり，その関係式は

Vj==平均単木材赦(m3)

職＝10,000ヵ－2/3jj=ha当り本数

となった。すなわちこれはカラマツの特性曲線であって

2/3剰則をよく満足する

このことはある平均単木材積をもつ林分はこの直諜上

の密度まで本数を高めることができることを意味してい

る。それゆえ図からも明らかなように信州におけるカラ

マツ林は生態学的にはかなり空間の利用をロスしている

ようである。また河田氏の疎密試験による査料(間伐前）

では，壮令期においても間伐過度による損失が目立って

いる。カラマツは陽性の樹種であるので枝がふれあわな

いのが縛徴であるとして強い間伐を繰返えしてきた今ま

での経営方式については今後くわしく検討されよう。こ

れは枝打についても同穣である。四手井教授が指摘する

ように枝打ちは質的な目的だけでなく，密度を高める技

術として今後の絞討を期待したい。

要するに林分の生産力を最大にするためには，2/3剰則

にそった経営方法がとられること力窪ましい。ただ密植
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林業経営のための

大面積森林調査

U､S.A,第3営林局発行の
林業経営便覧よりの抄訳

名村二郎

汎論

準備調査の目的事業の準備調査の原則的な目的は，そ

の事業区の林業経営の計画を樹立するのに必要なデータ

ーを得ることである。これは調査計画に基づき，次の成

果を十分正確な精度で調製することである。

1．貌図上にプロット位撒を記した1マイルが2イ

ンチの縮尺(約試論)の林型図
2．各林型の林分密度クラスごとの樹種別蓄秋の表

、3．樹種別・林班別および原生林・既伐採林・開発困

難林に分けて集計した蓄積の表と事業区総計の蓄積の

表。ならびに不採算林地と無立木地について別表とし

て蓄蔵表

4．林班・林型別の面積，および原生林・既伐採林．

不採算林地・無立木地ならびに歎藻区計ごとに別表と

した面菰

5．小径木林（後掲）の樹種別蓄稜および利用木とそ

の他別に表記した蓄積

6．樹種別の幼令林分（後掲）の期間

7．大径木林（後掲）についての原生林・既伐採林ご

との真径階別本数分配表

8．固定プ画ツトを次期に再測定する際の成長溌枢梶

のための基礎資料

9．調査報告書

空中写真地図(AerialMap)

空中写真地図は調査に不可欠のものである。なぜなら

ば，これなくしては信頼しうる林型別面積や大径木林に

おける平均標本蓄稜のひろがりを決定するのが困難であ

る。またこれの第2の価値は伐採区域・搬出路等の計画

樹立に役立つことである。

地形が林業経営に対し限定因子の一つになっていると

ころでは，地形図の効用は地貌図に比べ決定的なもので

ある。林業経営に使用されるすべての地図は1マイルが

2インチの縮尺で格子を切った紙に印刷されている。こ

れらの地図により空中写真の主点の位置を決定し，さら

筆者？林野庁計画課

に当該地域の基本図によって，事業区と林班の正確な界

線と名称を決定する。以上の界線はまず写真上に界線を

記し，次にこれを地図に移写することにより正確な位置

を求めることができる。

経済計画のための大面積森林調査の実施要領

この規程のねらいとするところは，広い森林地域(25,

000エーカー≠10,000haあるいはそれ以上)たとえば事業

区の調査において行なわれる作業の概要を逐一掲げて，

所定の方法と各盈の作業の最低の基準を示し，調査実施

に当り鐙大の効果を確保するに必要な指示をすることで

ある。この方法は,10,000ha以上の面職に対してのみ適

用すべき無作意抽出法である。系統的抽出(Systematic)

の精状プロットは無作為抽出法より安価で,10,0"ha

以下の地域に行なわれる法より安価で,10.000hJX下の

地域に行なわれる。しかし，大面積森林調査や過程で，
すでにいくつかのプロッ1､が無作意にとられて測定ずみ

の場合には,10,000ha以下6,000haまでの地域に対して

も無作意抽出法を使うことは明らかに経済的である。

I埜本図

この森林調査法ば空中写真を満度に利用することに根

底を鎧いている関係上，空中写真から作られた地貌図の

使用は絶対的なものである。

Ⅱ写真判読

A.区域の描画事業区界および調査対象外地の境界

も含めた森林地帯の広い区域を写真上に描画する。すな

わち界線は実体鏡の助けにより，最上の梢報を使って移

写される。

B.有効区域の区画この作業の目的は，林型区分に

使われる各写真の最小の偏歪区域をほぼ矩形の輪郭で区

画することである。この区画された部分は有効区域と称

される。各写真の有効区域の界線は，次に接続する写真

の有効区域の界線と共通の映像点を通っている。このこ

とは同一コース間あるいは隣接コース間のいずれにもあ
◆

てはまる。林型区分は有効区域の中だけに描画される。

この操作はすべての林型について描画され，その界線ほ

その写真に接続するすべての写真との間で適切に接合さ

れなければならない。

C.同一コースにおける作業

1．ある1コースにおいて最初の写真と次に接続する

写真をえらび出す。

2．写真Iと写真Ⅱを重ねて写真上の映像点を合致さ

せる。次に写真I上に重複部分をほぼ2等分し，かつ

飛行コース（主点基線）にぼぽ垂直な直線を描く。

3．．上記の直線の位慨を写真Iから写真Ⅱに移写す

る。すなわち，写真Iの（直線前記の二等分線）上

にある2コの映像点に対応する各点を写真Ⅱの上にお

とし，写真Ⅱ上のこれらの点を通る対応線を描くこと

－42－

へ必

公
一

且



名村：林業経営のための大面積森林調査
－

て行なわれる。基本図にプロットが記入されると，第1

表に記録される。

Ⅲ必要プ戸ツト数の決定当局管内の大面裁にお

ける推定誤差は,普通の事業区では5％（3回のうち2
回)，択伐の事業区では10％（3回のうち2回）が基準

である。また1/4エーカー(0.4ha)の単独プロットが

複合プロットよりも一般に採用されている。必要プロッ

1､数の決定のために変動係数の計算が行なわれなければ

ならない。変動係数の記録は各国有林.･事業区について

ファイルされる。調査対象地域あるいはその近くで行な

われた既往の帯状またはランダムプロットの成果抵，適

切な変動係数の目安を得るために統計処理をなしうる。

変動係数の基本公式は下記のとおりである。

(5x)2

C=-=一×100,Sx2=Zx2－－両一
SXz

X N－1

である。起伏孟の少ないかまたは平坦な地形の写真で

は，これらの映像点は直線（前記二等分線）上で数イ

ンチ離れていることだけでよいが，起伏量の多いj幽移

の写真にあっては，直線（前記二等分線）上のほぼ最

高のしかも同一標高面にある2コの映像点を選ぶ必要

がある。

4．2および3で述べた作業をコースのすべての写真

について次だとくり返す。

D.隣接コース間の接合f課

1．各隣接コースの鍍初の写真から始める。写真を重

ね，同一コースで行なったと同様の手法で有効区域の

境界線を描画する。この写真の上部と下部の界線と左

右の界線の交点はturningpointと呼ばれる。

2．通例，隣接コース間の写真のturningpointば一

致しない。turningpointを一つのコースから隣接コ

ースの有効区域の境界線上に，有効区域の外側へ向っ

て，短い線で記入する。

3．有効区域の描画作業の結果は，各写真上にほぼ矩

形の形となって現われる。そしてこの矩形は隣接コー

スの各写真のmatchingcomerを標示する短い線をコ

ース間の重複部分に延ばしている。

E.写真上の林型区画この作業の目的は大径木林地

帯の林型を決定し，描画し，かつ大径木林地における幼

令林や部分的な立木地未立木地を判読することである。

疑わしい地域は仮に分類しておき外業の際チェックする

ようマークしておく。

林型区分は写真上に直接行なわれる。林型区画はコー

スごとに完成させていく。ある写真を区画するに当って

・は，これと接続する写真ですでに区画ずみのものを接合

させる。すなわち2枚の写真を実体視し，区画ずみもの写

真から未区画の写真へ林型区画の線を移写する。区画の

線はすべて各写真の有効区域の界線からほぼ'/‘インチほ

ど延長させておく。林型区画や林分密度線の区画は上層

木についてだけ行なわれるが，大径木林分で密度10％以

上あるいは後継樹を含めて10％またはそれ以上の箇所に

ついては下層木の密度が記録されあことになっている。

F.基本図への移写

基本図への林型の移写は，林型区画を行なった写真判

読者によって，写真引写器（スケッチマスター）を使っ

第1表保存記録一一森林諦査プロット

●一

x＝既測定プロッ1､蓄積。N=同左の個数。x＝同左

の蓄積の平均値。Sx2=分散。C=変動係数。

必要プロット数が算定されたなら，安全率としてこの

数の5％の数を加え，外業認査で棄却されるプロットに

備える。写其上でばあまりに小さくて区画されない無立

木地におちたプロットば棄却することなく蓄穣0のプロ

ットとして計算する。

Ⅳプロットの写典上への記入

有効区域に大径木林型を含む写真をすべて選び出しこ

れに一連番号を付する。これから必要プロット数を充足

しうる枚数の写真を舌轍表により抽出する。写真の抽出

調査では約50％で大径木林型の地域であるという結果が

あるので，プロットの半分は大径木林型外におちて失格

するわけである。したがって100プロットのためには200

枚（同一写真の重複を含む）の写真を，さらに安全率と

して10を加えて，210回の選択をする。今125枚の写真

から210枚の選択をするならば，乱数表を使用して第2

表の左2欄のようになる。

別の乱数柵に格子板を使用して選択した写真上にプロ

ットをおとす。すなわち，、

1．格子板は第1の図ごときものである。

2．乱数表でプ画ツトの縦及び横の座標番号を選ぶ。

3．上記恭号と格子板で写真上にプロットをおとす。

たとえば第2表の左から3欄以降の数章であれば，ま

ず格子板の0点を写真の有効区域の左下隅に合わせ，右

に3点ゥ上に20点かぞえる。その点がある林型の中に鱈

ちれぱその位置をマルで囲み，プロット1(P.1)と

する。森林であれば捨てる。(out)

V現地作業

A.計画

毎日の作業計画は根拠地を出発する前に行なわれねば

縄L

|林班日付国有林名事業区
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名村；林業経営のための大面積森林調査

（プロットへの距離）

伽見出点の記事をプロット計算表にたとえば次のよ

うに記録する。ドギータンクの南1/4マイルの，

谷の合流点。黒松25インチ，プロツ1,へN20E｡

181mo

4・出点からプロットへの進行

写真上で測った方角と距離により，、順､ンドコンパスと畠

歩測でプロットへ進み，その最後の一歩のところでプロ・

ツト中心とする。このようにしてきめた中心で，プロッ

トのいずれかの部分が中心と異なる林型に入ったなら，

中心を20m以内で移動し，全部が同一林型に入るように．

する。これは中心を移動しうる唯一の場合である。

5．写真上へのプロットの刺針

プロット中心がきまったらすぐ写真上に刺'lする。写

真の裏に刺針点をマルで囲み記載を行なう。

6．プロッ1､中心の標示

う°ロット中心は番号を印した2フィートの鉄杭で標示

する。プロットの外でかつプロッ1,境線にできるだけ近

い所へ2本の方向指示木を選び.プロット中心に面した粋

の皮を削る。この面にプロット番号，プロット中心への‘

方角距離を印し，同様のにとおよび方向指示木の樹種．

胸高直径をプロット計算表に記録する。各プロットは実

際の林型に関係なく，図上林型の標本としてとられる｡

C.プロットの測定

1．材極の説明

利用大径木：有用樹種の生立木で胸高直径'1インヂ

(28cm)以上，かつ1本以上の利用丸太のとれるもの。

利用丸太:米モミ以外の有用樹種では10フィート.

（3.05m)以上の長さで末口8インチ(20cni)以上，か．

つ製材歩I上331/3％以上で実材績20B､F.(0.047m3)以．

上。米モミでは上記の各要件が10フィート(3.05m),

10インチ(25cm),59%,30B.F.(0071m')以上でなL

ければならない。

小径木：有用樹種の生立木で胸高直径5～10.99イン

チ（12.7～28cm)のもの。

幼令林：有用樹種の生立木で樹種1フィート(0.3m)'

から胸高直径4.99インチ(12.7cm)までのもの。

枯損木：有用樹種の椎立木で胸高直径11インチ（12.7.

cm)以上，樹高15ブイ－1､(4.6m)以上のもの。

除外未

a・腐朽除外木：有用樹種の大径木であるが，腐朽

のため利用大径木でないもの。

b.生立除外木：有用樹種の大径木であるが，腐朽

以外のコプ・キズ・裂目等がはなはだしく利用大

径木の仕様に合わないもの。

2．プロットの形状

a、大径木については]ﾉ‘エーカー(0.1ha)内の木を,．

第2表写真およびプロット抽出表

ブ。，礎プロット位

横縦番号

鋤
蝿
澤

抽出写

真番号

プロット
抽出回数
番号
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第1図格子板

ならない。すべての既知のデーター，たとえばプロット

番号・位置・図上の林型・日付・調査班等が調査野帳に

記録されていなければならない。

B.プロッ1､の位置

1．見出点(ReferencePoint,R.P.)の選択

各プロットについて，現場へ行く前に写真と地上の両

方で確認しやすい見出点を選ぶ。この点は谷の合流点

または道や沢に沿った明瞭な点等が望ましい。

2．見出点からプロットへの経路

⑧後日プロットを見出す場合のために，見出点にあ

る樹木の皮を削っておく。この見出木ば写真上で刺

針される。

⑥写真上でものさしと分度器により見出点からプロ
革

ツト中心への距離と方角を測る。

3．見出点の標示

(aj見出木の削面へ次のように標示する。見出点

（番号)107,N20E(プロツ1､の方角),181m

《
〆
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名村：林業経営のための大而猿森林調査

小径木については'/,0エーカー(0.04ha)内の木を，

幼令木についてば'/"エーカー(0"008ha)内の木を計

測する｡，これらは同心円とする。

b・プロットの境にかかる木は，幹の半分およびそれ

以上がプロット内に入った場合にこれを計測する。

3．直径の測定

胸高直径5インチ(12.5cm)以上の生立木について,直

径巻尺で1インチ(2.5cm)括約で測る｡

4．樹種の記載一省略一

5．樹高

a・大径木:(1)直径8インチ（米モミは10インチ）

の箇所までの高さを8ブイート丸太の靴で,樹幹
高については直鍾4インチの箇所までの高さを同様

の単位で測り記録する。

（2）（1）で測った同じ木について，全樹高として直
0ｩQ

径4インチの箇所までの高さを2フィート(60cm)

括約で測り記録する。

b.小径木：直径4インチの箇所までの高さを2フィ

ート括約で測り記録する。

c、幼令木：樹高は記録せず。

d.柚損木・除外木:枯損木および腐朽除外木の樹高

は記録せず。ただし健全な除外木は8フィート丸太

の単位で測り記録する。

e・伐採または位置の処分分期指定をするしないにか

かわらず，大径木については伐採または位腫の区分

を野帳に記録する。

6．小径木の利用木の区分小径木を利用木か除伐

木かに区分する。大径木の収礎時までに残されておく

小径木は利用木(Croptaee):に区分される。

7．プ宮ツトの見取図作製

大径木は野帳の裏の図表に番号を付して図示する。小

径木は番号の代わりに直径を付して図示する。幼令木は

図示しない。除外木および腐朽水は×印で図示する。

8．枯損調査地

プロット中心から幅1チェイン(20m)長さ10チェイ

ン(2QOm)の帯状に一林型の中におさまるよう。原則と

して傾斜と直角方向に調査地をとる。調査地の中心線の

方向および直径階別・樹種別の枯損本数を野帳に記す。

ただしプロットの中で測られたものは除く。、

9．林分区分

プ戸ツトの属する現実の林型・林分の径級・密度級・

林種を野帳に記す。

10．その他

磁針偏差・地形（嶺・斜面上部・同下部・沢筋）．寄

生植物及び異常に対する情報や再測定の際に助けとなる

所見を現場において記入する。

Ⅵ計算要領

A.林型別面積‘

面識を完成された林型図から格子板か面積測定器に上

り測定し，民有地・国有林別，さらに国有林は無立木地

・経済林・保安林・施業外林地別に，かつ立木地は各林
■

型別に表示する。

B.林型別平均蓄積(BFソニーヵー）

1．大径木の毎木材積(B.F)を材積表により野帳に

記入し，樹種プ戸ツトごとに集計する。除外木・腐朽

木・幼令木・小径木の本数および生立除外木の材穣を

集計する。

2．各プロットの大径木の材積を樹種別にプFrヅト計算

表に（一林型を一表として）記入し，林型別・樹種別

蓄稜を集計する（壷)。エーカー当り平均蓄穣(x)は

次式で得られる。ただしNはその林型のプロット数。

ZX

x=ー瓦一
4

'C.事業区の樹種別林型別蓄赦および純材(B.F)

樹種・林分の径級（1～3）・密度（1～3）・林菰

(V,C,X,R)･の各因子よりなる林型別に，その記

号とAで得た面積およびBで得た平均蓄蔵を表に記赦

し，両者を掛け算して林型別蓄稜を得る。これらを総計

すれば事業区総蓄積となる。後述の材積修正をしない場

合ならば，上記総蓄積に林種別・樹種別に定められた利

用率を乗ずれば純材積を得る。以上の計算過程において

は，経営計画で各種の蓄稜関係表を要求されても間に合

うよう，林型の各因子別の小計を出しておく。

D.誤差計算

誤差は経済林のみについて計算される。プロット計卿

表から各ﾌ゚ 官ツトの大径木の蓄秋xと，その自乗X2およ

びプロット個数Nを林型毎に集計し，推計を算表に記入

し，次の各推計資料を算定する。

平均値覇-寺,標準偏篝s錘=令
リ/Ⅳ(墨諺2)一(野錘)’

平均値の標準偏謹s壷=鳥，誤謹率A_SZgO0)Z
変動係数C－Sﾕ員(100）

エ

E修正材積儒×4)･A@を修正材積という。
ただし蛋鍾c{3詮経済林のプロット蓄瀧の総和，〃Cは同

林のプ戸ツト箇数'Acは同林のエーカー数である。す

なわち修正材穣とは全経済林の平均蓄積（プ戸ツトの）

に同林の面穣を乗じて得る全経済林の蓄積である。これ

と前に算出した林型別蓄積（経済林のみの）を集計して

得る経済林総諮穣((等×4}Ai,ただし雪重職ある林
－45－



名村：林業経営のた麹の大面職森林調査

型のプロット蓄蔵の総和,7ziは同林型のプロツ'､数,

Aiは同林型のｴーｶー数である｡)と比較し,その篝
（林型別に抽出率が異なるから両者に差を生ずる)。を

修正材穫で除したものを％で表わす。この％が誤差率よ

り小さければ林型別蓄穣は修正しない｡大きい場合は次

のように修正する。

C
gc=9.T

ただし修正材蔽=C.林型別蓄積の総和=G.ある林型

の蓄積=g'gを修正した値==gCo

以上と同様の要領で樹種別蓄積も修正する。

以上の修正が終れば，前述の樹種別・林型別の定まっ

た利用率を乗じて，各なの純材稜を決定する。

F・立方沢材積一省略一

G.直径階別本数分配表プロット野帳によって，樹

種・胸高直径階別の小径木及び大径木の本数を数える。

この結果を第3表のごとき林型ごとに別表とした直径階

別本数分配表を作る。

Ⅶ測定プロットの保存

A.原生林が伐採される場合原生林に設定されたプ

ロットが伐採される場合には，伐採後の再測定はしない

が，方向指示木・見出し木・プロット中心杭等を保護す

ることは収穫管理員の責任と承なされている。これらの

木が造材作業に際して伐採の必要が生じた場合には，代

わりの木に位置を変更する。かわりの木の大きさ・樹種

およびプロッ1,中心からの距離方向等はプロット野帳に

書き加えられる。原生林中の臨時プロットが伐採された

場合には，担当区員の責任において，できるだけ早く再

測定される。このプ戸ツトは固定プロットとして確定さ

れる。この場合の測定方法は前述の要領どおりである。

B.定期的再測定事業区の経営計画は，約10年ごと

にこれが改訂されるに当って，あらかじめ全プロットが

再測定されるよう定められている。同時に追加プ'ユット

の設定も行なわれるであろう。第1次調査のための本説

明は，この追加プロットの設定についても適用される。

訳者あとがき

以上抄訳した森林調査法の特徴，即ち，わが国の鯛査

方法との差異は，おおむれ下記の事項かと思う。

1．空中写真を満度に活用していること

すなわち森林の層化およびプロットの抽出が直接写真

で行なわれ，それから地図に移写されています。わが国

では比高差が多い理由により，この関係が逆で，写真は

現地確認の手段に利用されています。第3営林局は「南

部画ツキー山地営林局」の名称のとおり，地形上わが国

と類似する点もあるかと思うが，この点一考すべきこと

であろう。しかしながら写真の有効区域の概念，あるい

は写真地図等ついてはわが国での採用しうる地域，ある

いは方法もあにと考える。

．2．成長量調査について

成長鐙調査はプロットの定期的測定にエっています

が，わが国でも成長量の差による階層区分あるいは枯損

鐙調査等にきめ手がない以上，この方法が常識的ながら

適切なものと再確認した次第です。

3．調査作業の標準化が著しい

作製する各表および計算方式等が，能率の国だけあっ

て，極力標準化を図っている。紙面の都合上各表をのせ

られなかったが，すべて所定の欄に機械的に数字を記入

し，減算は，ちょうど小学生の算数の練習帳のように，

空柵へ計算結果をうめていくようになっています。な鐙

変動係数，材積表，利用率等く調査の段階で調製せず，

所与のものとなっていますが，このことば1．の写真に

よる抽出とともに，精度上の疑問を生ずる点です。しか

しながらわが国の場合で，境界線整備（境界測麓，検測

維準線測量等）の未済のため面職の精度が悪い事業区が

少なくない現在では，能率向上を考慮した方法を加味し

た調査精度の階差を考えるべきであろうかと思う。

4．修正蓄積について

経済林の総蓄積の修正を行なうことは，わが国では行

なわれず，訳者も寡聞にしてその意義が不明である。

＝

へ&

ザ

第3表直径階別本数分配表

林型算出プロット数・

1エーカー当り本数

必
↑
ぷ

樹種胸高断
面積係

本|本|本|本本 数
0．087

0．136
0．196

直
階
吋

一
局
４
５
６

胸
径

胸高断面積
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一
一

■
口
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一
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一
一

一

一
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第1回林業科学技術振興賞の公募について
このたび林業科学技術振興所においては，本所の新企画事業として，創設者故藤岡光長先生の
遺志にもとづいて，林業科学技術振興賞を制定することとなりました。

すなわち，わが国林業，林産に関する科学技術の振興に貢献する見込のあるものに対し，その
研究の奨励と促進に寄与し，併せて研究者の日常の研鎖と努力に報いるため，このほど第1回受
賞候補者を公募することとなりました。

下記の要領によって応募されるよう公告します。

なお推せん用紙のご請求ならびに細部については同所事務局にお問合わせ下さい。

第1回林業科学技術振興賞公募要領
1）応募対象
イ）本賞の受賞対象は林業または林産技術の振興発展に貢献する見込のあるもの。
ロ）応募資格
I応募者は原則として試験研究機関（民間の部門を含む）ならびに大学等において研究に従
事するもの。

I応募者の年令は40才以下とする。共同研究の場合は主たる研究者が40才以下であれば差支

えない。

2）ハ）候補者の推せん方法

推せんは，試験研究機関，大学，学会，民間団体または3名以上のものにより所定の推
せん書によって推せんする。

3）選考方法受賞の選考は本所内に設けられた林業科学技術振興賞審査委員会において審議選
考する。

4）ホ）受賞は毎年1件とし，賞状および賞金10万円を贈る。
5）へ）応募の〆切昭和37年1月末日までに到着のもの
6）ト）応募推せん書2通（所定の推せん書使用のこと）

●
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ご糖室
今

林
業
は
技
術
と
行
政
が
結
び
つ
い
て
実
行
さ
れ
、
技
術
は
研
究
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
る
。

技
術
は
外
人
芸
に
属
す
る
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も
そ
れ
も
煎
じ
つ
め
れ
ば
、
研
究
的
簸
経

験
の
穣
承
重
ね
に
よ
っ
て
体
得
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
や
も
す
る
と
研
究
が
う
と
ん

じ
ら
れ
る
傾
向
も
あ
る
。
そ
れ
は
研
究
の
方
向
や
、
林
業
の
特
異
な
複
雑
性
に
よ
る
研
究
の

む
ず
か
し
さ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

研
究
と
技
術
と
行
政
と
い
っ
て
も
、
そ
の
境
目
が
は
っ
き
り
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
林
業
は
間
口
が
広
く
、
自
然
科
学
、
人
文
科
学
の
い
ず
れ
の
範
嶬
に
も
入
り
、
林
政
そ

の
も
の
が
研
究
の
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
近
の
林
業
に
お
け
る
重
大
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
一
昨
年
林
業
基
本
問
題
の

答
申
が
行
な
わ
れ
、
爾
来
そ
れ
に
謝
す
る
具
体
的
方
策
が
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
た

こ
と
、
も
う
一
つ
は
木
材
価
絡
が
他
の
消
磯
物
資
に
比
べ
て
異
常
な
高
騰
を
し
た
た
め
に
そ

の
安
定
策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
。
こ
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
大
き
な
行
政
の
問
題
で
あ
る
が
、

研
究
を
要
す
る
幾
多
の
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

林
業
基
本
問
題
の
答
申
は
、
結
論
的
に
は
、
産
業
椛
造
政
策
と
林
業
技
術
の
革
新
が
二
つ

の
大
き
な
柱
を
な
し
て
い
る
と
思
う
。
技
術
の
面
か
ら
こ
れ
を
見
る
と
、
森
林
賓
源
の
早
期

育
成
と
利
用
合
理
化
、
さ
ら
に
ま
た
森
林
の
生
産
性
向
上
を
要
求
す
る
。
こ
れ
ら
は
多
分
に

林
業
技
術
の
革
新
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
最
近
の
林
業
の
問
題
の
中
に
も
困
難
な
幾
多
の
課
題
を
包
蔵
す

る
。
近
年
に
お
け
る
産
業
成
長
に
林
業
が
つ
い
て
行
く
た
め
に
は
「
今
後
の
十
年
間
が
最
も

重
要
な
時
期
で
あ
る
」
と
あ
る
座
談
会
で
某
氏
は
言
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
ほ
か
の
某
氏
は

「
最
維
的
に
は
林
業
技
術
者
の
力
の
結
集
が
燈
も
大
切
で
あ
る
」
と
。

山
崎
前
林
野
庁
長
官
が
政
界
に
進
出
さ
れ
る
こ
と
が
決
っ
た
。
林
業
を
推
進
さ
す
た
め
に

は
技
術
が
行
政
に
更
に
は
政
治
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
林
業
の
専
門
教
育
を
受

け
、
技
術
者
た
る
立
場
に
お
い
て
最
高
の
黄
任
者
で
あ
っ
た
前
長
官
が
、
一
歩
を
進
ぬ
て
政

界
に
入
る
と
い
う
こ
と
ば
、
わ
が
国
林
業
の
前
進
に
誠
に
意
義
深
い
と
思
う
。
彼
は
い
っ
た

ｌ
「
政
治
家
に
林
業
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
麓
大
で
あ
る
か
を
痛
感
し
た
」
と
。

ご
泥
が
彼
を
自
ら
そ
の
中
心
に
飛
び
込
む
決
心
を
固
い
さ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

私
達
は
、
林
業
の
技
術
者
と
し
て
、
い
や
林
業
人
と
し
て
雪
、
彼
の
こ
の
意
気
に
万
噸
の
濟

援
を
送
り
た
い
と
思
う
。
（
言
加
浬
）
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巽謹東
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賀都十誌千 七
法代

年人田

日星否、新本番
林町
業七

年
技
術
協
会

なっ七来ているようである。ひところ農山村の二三男対＝
策ということが大きな問題となり，磯山村二三男を吸収・

するという名目で自衛隊の拡張が行なわれたのであった

が，今はそんなことがあったなど忘れてしまうほど労力・

不足で引く手あまたといったところである。

だがこういった状態を祝着の限りなどといっていられ

ないのがわれわれ林業にたずさわるものである。造林に．

しる伐採にしろ，その労力を農山村に比較的安価に求め‘

ていた林業家には大打撃である。都市周辺とか，観光地・

に近いところはもとより，鉄道道路などの諸施設が僻

地にも普及するにつれて，それらの地域は労賃が高くな・

る一方で，ひどい所では同じ金をもらっても「面白くも

ない造林などしていられるか」ということになってく

る。労賃が上るのもある面では悪いとは云えないが，文・

化の発達と両立しえない林業の現実を悲しく思う。

（八木沢）
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男 茂男佐同

会務報告

◇緊急編集委員会

11月21日午前11時30分より本会和室会議室で開催，合

同印刷株式会社の火災に処する対策を検討。

出席者，猪瀬，石崎，辻，掻原の各委員と本会から松

原，橋谷，八木沢，武田。

◇第9回編集委員会

12月6日午後3時より本会和室会議室で開催。

出席者，猪瀬，石崎，辻，湯本，松原の各委員と本会

から松原，橘谷，八木沢，武田。

◇第5回常務理事会、

12月8日午後3時から本会和室会議室で開催。

出席者，横瀬，南，遠藤，杉下，大矢，竹原の各常務

理事と本会から松原噂霧理事，成松常務理事b

きのう・きょう・あした

農山村人口を近代産業に吸収しながら農業の体質改善

を行なうというのが政府の基本方針であるらしい。現に

そうした政策を実行に移しているのかどうかは知らない

が，そんなことにかかわりなく，都市近辺の工業用地の

不足，用水の問題とか，特殊な産業は消浄な空気と水の

得られる還蕊必要とするというような理由で農業地帯

に進出して来ているし，また観光資源の開発も大いに進

んで，これら諸産業への農業人口の移動は非常に顕著に

ｰ

昭和37年1月10日発行 li

林業技術第238号li
編集発行人松原茂
印刷所大日本印刷株式会社

社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地

通溺(331)4214,4215
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の新しい考案の背負式刈躯､磯で、イ乍華が容易でエネルギー
の低威力『できます．。
。発動縦と回転刃の駆動磯概の中間に自励的に断接するク
ラッチがありますので、織械をf籍めること力誉あり.ません。
②10アール(1反歩）当り1時間前後で作業ができ．ます。
◆造林、育林の地栫え、下ﾒ1j、除伐が能率的にできます。
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アサリ出し器付属
●いままでむずかしかった{鋸の目立が、未経験者にも簡単にできます。

。小型・軽量・取扱い力極めて簡単で、すばらしい性能を発郷します。
⑧特に考案した目立機で迅速・正確に目立ができます。

⑩恭燕罵鷲撚議篇鷺
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本 社：東京都三膳市下連雀379の60。
匡興

艤餅:旭川青森.仙台長野金沢.岐皐犬阪.広島.福岡ご一報次第ｶﾀﾛグ進呈いたします，、息鐙翌M"一 一一一~･一一一＝'一＝ー一目-

定評ある特許リ〃ミースi、ン製品
◎ルール（バジドテープ型）（PAT.N0.520243）〔錨ぴない鋼巻尺」

▼

①灰白色に黒色目盛。

◎コンベックス

ルーノレ

480円〒20円

③材料は細幅厚地のため折損なし。

②目盛は凹状加工。磨耗損傷無し。④容器は軽快・簡便。
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本社東京都北区田端町1880番地（821）2255営業部東京都千代田区神田和泉町1の11（和泉ビル）（866）8684

成光産業株式会社製造発売元．
巳

第一工場茨城県土浦市殿里町31鐇地第ニエ場茨城県土浦市中高津町210番地

5m

10m

20m

30m

50m

100m

1m－1mm目盛1m以~上

5mm目雄のもの

品番

R101

R102

R103

R104

R105

R106

定価

2,000円

3,500円

6,000円

7,500円

11－500円

21,500円

総1mm目盛のもの

品番

R111

R112

R113

R114

R115

R116

定イⅢi

3,000円

5,000円

9,000円

12,000円

19.000円

36,500円

虹

挽
皮
帯湘

サック

600円

600円

0円

700円

800円

2,000円

主納入先
農林省農地局・林野庁・建
設省各地建工事々務所・都
道府県土木部・農地開発機
械公団，官立誌大学・土木
鉱山・測量会社・開発事業
関係諸会社・国鉄
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ドイツが世界に誇る最高の性能
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関 東地区総代瑠盲

東京･前橋営林局管内総代劉畜

☆高速度

☆最軽量

★堅牢な構造

★強力ダイレクトドラ
☆自動調節チエン給油
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④イブ装置
東京林業索道株式会社
東京都中央区越前堀2丁目4番地(都電越前堀電停際）
電話東京(551)2523.4978.5588．夜間早朝用(933)0293

ドイツスチール社製

輸入元伊藤万株式会社
豆一一一＝ ←一己ー
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’お手近に鋸屑はありませんか？
一等を利用して下さい.／）(鋸屑バター等を利用
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(新しい企業）時は今!！ rFo、

新考案と発明を集結した完ぺきの特許新木炭製造機械及炭化装置′原料は

鋸屑、バター、籾殻等何でもよい。（薬品、接着剤等一切不用）しかも全然

・火をたかないで最高級の木炭ができる。歩留り性能共に最高。

（30円切手封入御申込説明書送るj

中央高圧燃料研究所
東京都練馬区関町4丁目635

腫話（996）1；123番
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世界で一番多く使用ざれている
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束京都中央区八丁
TEL(551)

富山市総曲輪丸ノ
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）◎安全タワー(K60型人工支柱）

◎鋼索捲取機(K57型）

◎鋼索捲取用安全ボビン／
／

◎鈴木式自動鑿留器(共栄鉄工所製）
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株式会社
今
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報111 IW扇矢資材株式会社
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･･･ブナ丸

・･･松丸太

太の防腐

の青変防止

，
舟三井化学工業株式会社

福田商店株式会社

東京都千代田区神田材木町9TEL(866)129ユー6

森六商店株式会社

東京都中央区日本橋室町2ノユ(三井西3号館'208号）
電話日本橘(241)719･720．3831．3966．5067

製造元堀

特約店

(説明書送呈）

－

墨 林省登録番号第3267号
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丸源型電蔦一葦i源型電動チエジヅニー
⑬ 9C用強力型海外でも好評を博してい
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る強力型は故障がなく、

作業の能率化と経費の節

減に活躍致します。切

断能力は自重のバランス

がよいので、直径450"〃‘

(1.5尺）松丸太を25秒位

で切断します。

能率的なチエンソーを広く一般に御利用頂ける様廉価で発売致しましたや

申一

株式
丸源含社

本社東京郁綱布市圃知町
大阪出眠‘所大阪市荊区鯉町辿り2
葛圭唾出眠所名古屋術昭和区]に郊辿’
久劃米出難所久菌米市誰脇町來堅
仙台出張所仙台市率3播一
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12C用一舷型の切断能力は、直径300'''IhU("
1尺〉の丸太を20秒前後で切断が出来ます。
従来の単福モートノレと異って、回転は静かで
故障はありません◎そして軽量です。

名古屋1肘昭和区砿郊辿り5ノ5耽謡珊郎(88)5466播
久菌米市誰脇町來堅町46唯抵3979稀
仙台市率3播丁58逝鑑仙台(2)錘82播.【鋤“21掘
商埼市大睡町30弼地(北獅湾駅噸）奄潅恋鰯5851猫
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新時代の要求に
応えた……
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高砂チェン株式会社
東京都板橋区志村町1-14TEL(901)0813･2917･4813
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HY202型中型2胴
故障少〈、燃費僅少なフォルクスワ

ーケン、空冷エンジン付

正逆共4段変速……自重1100kg

最大ローププル……･･･1,500kg

ロープ捲込量………10粍830米
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腺冥印
丸鋸ととも{室半世紀……
パス印丸鋸は

最古の歴史と最新の技術とにより
保証されています

ゴー

営業種目
丸鋸・帯鋸・丸ナイフ
マイタソ一・金切鋸等
製材・木工･漁業･銃工
製樽・石材用その他各
種鋸の製造販売，製材
木工用機械工具の販売

．

■凶

夫 竜製鋸継式会殿
本社工場浜松市天龍川M].545の2TEL浜松②|3314中野町21
束京支店東京都千代田区神田仲町1の6TEL(251)4831～3
大阪支店大阪市西区江戸堀上通り2の27TEL(44)0863･4302
秋田支店秋田市楢山長沼町87の2TEL秋田2547･5927

の JISB4802

許第142
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中央林業相談所編
A5P220¥550

国有林産物の販売に関

する業務のすべてを仔

細に解説し，関係法規

通達された販売の数量

実績・販売価格などの

参考盗料を収録してい

る。本書を通じて国有

林材の販売業務が円滑

に合理的に行なわれる

ことを目的とした。
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林業経営学通論
吉田正男箸
A5P272¥500

一般経営学の安定した点を求めて

その全貌を措定し，その中に林業

経営学の特徴を見い出した書。●
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日常目に触れることのない遠い土

地に生育している樹から生産され

る木材の材質・名称などについて。

南洋材
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牛方式ポケットコンパス
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プラントンコンパス

最も軽快なトランシット

5分読水平分度

防水磁石盤

正像10X

アルティレベル

牛方式ポケットコンパス
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ダプルオプチカルスクェア
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発売元日鋼実業株式会社
本社大阪市北区伊勢町13"(34)8515～7

（34)4089
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西ドイツ・レーマー社製

皮剥麦機ボー ﾀブﾙレーマー
在庫豊富｜

札幌市北一条東十-Tgl
TEL(5)4366

仙台市東三勝丁五八

TEL(2)8282

粟就胎東区浅草芝崎町106i
TEL(871)1125

名古躍市中村区増内町4－1’

TEL(55)5141

大阪市南区谷町六丁目36．
TEL(762)0135

広胤市捕臘屋町11
TEL(2)9301

冊剛I久制米術荘鳥町東堅町46’
TEL3979
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地区蒲代理店
一

北海道地区②早坂工業所

東北地区9ﾒL源製鋸所

関東甲信越⑳東京服田工業

中部地区ワシノ機械商事部

近屋地区中正擬械金属②

中国地区新東洋⑳

九州地区⑳ﾒL源製鋸所

（
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凡
一
回
十
日
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行
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